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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき

イトは告白した！　サブナクへの想い!?
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　雨の中、異様な二人組の男が歩いている。

　一人は黒っぽい紅あかい髪かみをした長身の男。首には茨いばらのような傷きず跡あとがある。左ひだり腕うでは服ごとなくなっていたが、死体の身体からだに痛覚はないのか、血を滴したたらせながらも平然としている。身体と頭部は別物のようだ。こちらが、大だい悪あく魔まサブナクだろう。

　その男の傍かたわらにいるのは、小こ柄がらな少年だった。年はまだ十代半ばから後半。髪は茶色。瞳ひとみの色は、ここからではよく見えない。腰こしには、黒い刀を下げていた。懐なつかしいものを見た。

　二人は細い路地に入り、そこに倒たおれていた男の前で立ち止まった。男は既すでに死んでいる。二人は何か言い合ってから、少年が刀を抜ぬいた。若いのに刀の扱あつかいには慣れているようだ。しかし商品を切り刻まれても困る。仕方なく、こちらも顔を出すことにした。

「ちょーっと待ってくれるかな、ぼうや？」

　こちらの声に驚おどろき、少年は素す早ばやく振ふり返った。深い青色の瞳が、こちらを見つめる。

　サングラスの中で、思わず目を瞠みはってしまった。今まで出会った誰だれよりも、この子の瑠る璃り色いろは美しく輝かがやいていた。

「ああ、趣しゆ味みの時間を邪じや魔ましてしまったのは謝るよ。そうだね、確かにこんな特とく殊しゆな趣味は人に知られたくなかったよね。しかし世の中には色んな趣味嗜し好こうがあるから恥はずかしがらず──」

「妙みような勘かん違ちがいをするなっ！」

　からかってみるとすぐに嚙かみつき、野の良ら猫ねこのようで面おも白しろい。

　そして隣となりにいる大悪魔、サブナク。力を失ってもなお、人間とは一線を画す存在だ。死体の身体を代だい替たいにするとは驚いた。こちらの仕事も彼らの役に立てそうだ。

　大悪魔サブナクがこちらを睨にらみつける。

「お前、何者だ」

「私は葬そう儀ぎ屋。哀あわれな魂たましいの請うけ負おい人さ」

　一礼をして下を向くと、口元がさらに緩ゆるむ。




　──やっと、見つけた。

　これから少しの間、楽しくなりそうだ。
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　真っ暗だった部屋に明かりが点ともり、部屋の住人の姿を照らし出した。十代後半ほどの少年で、撥はねた茶色の髪と、深い青色の瞳を持っていた。小柄だがまだ伸のびしろのありそうなしなやかな身体と少し吊つった目、そしてつんとした表情が、猫を思わせる。

　少年──イトは暗い部屋を見て、首を傾かしげた。

（また帰ってないのか……最近いっつもどこか行ってるな）

　同居人の姿がない。時計を見ると、日付は既に変わっていた。

　その時、ベッドの方からごそりと布の擦こすれる音がして、イトは明かりをそちらに向けた。光を受けて、紅い瞳が煌きらめいた。

「うわっ！　いたのかよ。……明かりぐらい点つけろよ」

　大おお柄がらな男が、イトのベッドを占せん領りようしていた。二十代半ばから後半ほどの男で、美形と言っても過言ではない。黒がかった紅い髪に、肉にく食しよく獣じゆうのような紅い瞳をしている。特とく徴ちよう的なのは、首にぐるりと一周する茨のような傷があることだった。

　ベッドに寝ね転ころんだまま、同居人の男──サブナクは首だけをイトに向けた。

「おう、おかえりイッちゃん。飯にするか？　風ふ呂ろにするか？　それとも俺か？」

「そんなの、決まってるだろ」

　サブナクの寝転ぶベッドへ近付いて片足を乗せ、イトは彼を見下ろした。

「ゴミ掃そう除じだ」

「この俺様をゴミ扱いの上に掃除たぁ良い度胸だなクソガキ」

　すらりと刀を抜いたイトに、サブナクは額に青筋を浮うかせた。

　ベッドから足を下ろして刀をしまうと、イトは机に向かい、サブナクに声だけを向ける。

「お前、最近一人でどこ行ってるんだ？」

　ここ最近、サブナクは夜になっても帰って来ないことが多かった。

「安心しろ、浮うわ気きはしてねえぞ」

「意味がわからない！　徘はい徊かいした先で迷めい惑わくかけてないかが心配なんだよ！」

「徘徊じゃねえよ！　探し物だ！」

　サブナクの反論に、イトはさらに腹を立てて怒ど鳴なりつけた。

「また何か失なくしたのかよオッサン！　その頭には一体何が詰つまってんだ！」

「このガキ、一回痛い目見せてやろうか……。──探し物っつったら、一つしかねえだろうが」

　そう言ってサブナクは首の傷を擦こすった。イトは青い目を大きく瞠って彼を見つめた。

　サブナクの探し物というのは、彼自身の【身体】だった。彼は人間ではなく、五千年前人類を滅めつ亡ぼうに追いやったという伝説を持つ大悪魔であった。が、何な故ぜか首だけの状態で封ふう印いんされており、その封印を解いたイトに、悪魔の力を貸す代わりに【身体】を探させている。今の彼の身体は死体の身体を使用していた。もっとも、その探している【身体】も、バラバラにされており、イトとサブナクはまだその一部しか見つけていない。
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「この街にあるのか!?　でもお前、今までそんなこと一言も言わなかったじゃないか」

「つい最近からだ。それに、気配が微び弱じやくすぎて、本当にこの街にあるかどうか……」

　サブナクにしては珍めずらしく歯切れが悪い。彼自身、イライラしているのか、鋭するどい目をさらに険悪にして天てん井じようを見つめていた。

「──お前は？　何か変わったことはねえのか」

「一つ、あると言えばあるけど……」

　関係があるかと言われると、そんなに関係ない気もする。イトがそんな表情で黙だまっていると、サブナクが視線で話せと言うので口を開いた。

「ここ一週間ぐらい、魔ま物ものが連続で目もく撃げきされてる。寄って来てる、のか……？」

「珍しいことか？」

「……そうでもないから、はっきりは言えないけど」

「使えねえなぁ」

「お前にだけは言われたくないっ！」

　首だけしかない悪魔に怒鳴り、イトは椅い子すに座り直して紙にペンを走らせる。サブナクはベッドからのそりと起き上がると、手元を覗のぞき込んできた。

「何書いてんだ？」

「報告書。すぐ持っていかないと、司教がうるさいんだ」

　イトの答えにサブナクは怪け訝げんそうに目を細めた。

「うるせえって、あの花畑神父がか？」

「俺達は司教って呼んでるけど、アインザッツ司教はもう司教じゃないからな。ようやく新しい司教が来たんだよ」

「ほー。どんな奴やつだ？」

　爪つめの先ほどの興味もなさそうだが、暇ひまなのかサブナクはそう訊きいてきた。新しい司教の少々神経質そうな顔を思い出し、イトは手を止めてため息をつく。

「多分、お前とは合わない。お前と合う奴もいないだろうけど──あっ！　落書きすんな！」

　自分から尋たずねておいて、案の定答えに興味はないらしく、サブナクはイトからペンを掠かすめ取って報告書にさらさらと何かを書いた。

「給料上げろクソ野や郎ろう……と」

「言いたいけど！　ああもう書き直しだ！　邪魔すんなバカ！」

　報告書では目つきの悪い猫が「給料上げろクソ野郎！」と言っている。どこか自分に似ている気がして腹が立ち、イトは落書きされた紙をサブナクの顔に叩たたきつけた。
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　フィオリ教という一神教を信しん仰こうする教皇国家、フロレンシアの東部に、イトが現在暮らしている街、アスセナはあった。街の中心には教会があり、イトはそこで対魔物専門の戦せん闘とう員として働いていた。

　アスセナ教会の廊ろう下かを早足で歩いていると、背後から名前を呼ばれ、イトは振ふり返った。イトと同じ白い制服を着た少年が、イトに走り寄ってくる。手には書類の束を持ち、底そこ抜ぬけに明るい笑え顔がおで飛びついてきた。

「イートー！　おっはよ──うぶっ」

「おはよう。テンションがうざい暑苦しい」

　イトは少年の頰ほおを片手で摑つかんで、抱だきつくのを阻そ止しした。同い年の少年──レントは、見習い神父であり、イトと同じ魔物専門の退たい魔ま組織『フロムヘヴン』の一員だ。白い制服はフロムヘヴンであることを示す。階級は違ちがえど、イトにとってはこの教会で一番仲の良い少年だ。短く切った金きん髪ぱつに日に焼けた肌はだが、明るい性格をそのまま表している。ただし今日は何だか妙に元気が良すぎる気がする。

　レントはイトに摑まれた頰を押さえて、垂れ気味の大きな目でイトを見つめた。深緑の瞳ひとみがわずかに潤うるんでいる。

「酷ひどいよイト！　これが親友に対する仕打ち!?」

「朝っぱらからうざい奴に対する仕打ち」

「うざい奴は我が慢まんするから友達としては認めてー！」

　友人への対応を冷たく済ませ、イトは歩き出した。レントは慌あわててイトを追って来た。

「ま、待ってよイト。それ報告書でしょ？　司教なら司教室にはいなかったよ？　僕も今探してるんだ。どこ行ったんだろ？」

「お前も司教に何か用なのか？」

　イトが尋ねると、レントは腰こしに手を当てて得意げな笑みを浮かべた。

「ふっふっふ。聞いて驚おどろけ！　僕は今から最重要任務の報告書を届けに行くんだよ！」

「いちいちうるさいな……普ふ通つうに喋しやべれよ。というか、最重要任務を軽々しく喋るな」

「やだ！──これがフロムヘヴンである僕に与あたえられた、新司教からの初めての任務！」

　イトのうんざりした様子にも応こたえず、レントはウインクしながらイトの前に書類を掲かかげた。

「シスター達のプロフィール集！　最低でも誕生日と好きな花が書いてあります！」

　イトが無言と共に冷たい目でレントを見つめると、レントは得意げだった顔を徐じよ々じよに赤らめ、突とつ然ぜんイトの肩かたを持ってわっと喚わめき出した。

「そんな目で見ないで！　わかってるよ恥はずかしいよ僕だって嫌いやだったんだよ！　でも断ったら殺されそうだったんだもん！　テンション上げなきゃやってられないんだもん！」

　顔を真っ赤にするレントの目の端はしに涙なみだが浮かんでいる。今までうっとうしいほど高かったテンションは、恥ずかしさを誤ご魔ま化かしていたらしい。

「わかったから離はなれろ。ていうか何やってんだあの人も……」

　レントを引き剝はがし、イトは今来た道を戻もどり、大聖堂へと足を進めた。とりあえず、一いつ般ぱん開放されているところなら、司教の好きな女性も多いだろう。レントもイトに並んで歩き出した。







　イトが大聖堂の扉とびらを開けた、その瞬しゆん間かん。男女二人分の怒ど声せいが響ひびいてきた。

「いい加減その服はやめんか！　お前はシスターとしての自覚がないのか!?」

「うっさいわね、私が何着ようと勝手でしょ！」

　イトとレントの探していた司教とシスターが顔を合わせて怒鳴り合っている。幸い大聖堂には他ほかに人ひと影かげはなく、二人の喧けん嘩かは誰だれにも聞かれていない。

「勝手ではない！　俺はお前の上司だ！　上司命令だ、すぐに着き替がえろ！」

「残念だったわね！　私は上司の命令なんて一度も聞いたことないのよ！」

「威い張ばるな阿あ呆ほう!!」

　二人に呼びかけると、シスターの方がイトとレントに駆かけ寄ってきた。

「イト、レント！　こいつがか弱い私を虐いじめるの！　助けて！」

　この教会のシスターの一人──パルティータは、二十代前半ほどの背の高い女性で、目を瞠みはるような美女である。抜ぬけるような白い肌に、少しウェーブのかかった飴あめ色いろの艶つややかな髪かみ。きりりと前を見み据すえる瞳はアメシストのように輝かがやいている。大聖堂の厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きの中に黙って佇たたずんでいれば、それは絵になるだろう。

　絵画に描えがかれる女め神がみのような美び貌ぼうの持ち主──なのに、彼女の着ている露ろ出しゆつ度の高い服はとてもシスター服とは言えない代しろ物ものだった。彼らの口論の原因がこの服だというのも、今さらながら納なつ得とく出来た。そして彼女の性格もまた、敬けい虔けんなシスターにはほど遠い。

　イトとレントの後ろに回って、怯おびえたような表情をするパルティータを、レントは苦く笑しようして振り返った。

「むしろ姐ねえさんが困らせてるんじゃ──痛い痛い痛い！」

「あんたどっちの味方なのよ」

「もちろん姐さんですごめんなさい！」

　パルティータが拳こぶしでこめかみをぐりぐりと締しめつけると、レントは即そく座ざに謝った。

　二人のやりとりを見ながら、イトは不ふ機き嫌げんそうな神父──新しい司教へ報告書を差し出した。

「司教、昨夜の報告書です」

「遅おそい。報告書はその日のうちに持ってこんか」

　黒くろ縁ぶちの眼鏡の奥から、鋭するどい目がイトを見下ろす。その瞳はアメシストの色をしていた。

　厳しい口調で言われ、イトはムッとして顔を逸そらし、小声で不満を漏もらした。

「……昨夜だって言ってるだろ。どうせいなかったくせに」

「何か言ったかチビ猫ねこ。減給だ。少ない給料がさらに減るぞ。月末を楽しみにしておけ」

「何も言ってません！」

　ムッとしたまま首を振り、イトが司教に報告書を手て渡わたすと、彼はさっと目を通した。サブナクの落書きをそのままにしておけばよかったと胸中だけで呟つぶやく。

　アスセナ教会の新しい司教は、パッと見でも目を引く、派手で整った顔立ちをしていた。飴色の髪を緩ゆるく撫なでつけ、小物も洒しや落れたものを使っており、街中にいれば女性が寄って来そうな色男だ。彼は手て袋ぶくろを嵌はめた手で、レントが渡わたした報告書を受け取り、真しん剣けんに熟読していた。シスター達の誕生日を頭に刻んでいるらしい司教に、レントが苦笑した。

「相変わらずですよねー、フーガ先生──あて！」

　レントの言葉の途と中ちゆうで男──フーガの拳がレントの頭に落ちた。

「司教だ！　俺はもう教師ではない、間ま違ちがえるな。あんな男臭くさい過去はなかったことにする！」

　フーガとパルティータは血の繫つながった兄きよう妹だいで、よく見れば二人の顔は良く似通っている。が、二人は性格の不ふ一いつ致ちが原因なのかあまり仲は良くなかった。

　パルティータは嗜し好こう品のロリポップを口に放ほうり込むと、信徒席に座って兄を見上げた。

「でもあんた、案外楽しんでたじゃない、教師生活。そのまま教師になれば良かったのに」

「そうですよー、結構みんな慕したってましたよ？」

「ふん。男に慕われて何が楽しいものか。吐はき気がする」

　最近までフーガは聖カルファーノ学園という神父を養成する男子校で教きよう鞭べんを執とっていた。イト達も任務で三週間ほどその学園に潜せん入にゆうしていたため、フーガとは顔見知りだったのだ。

　パルティータはロリポップを持って、悪戯いたずらっぽい笑みでフーガを見上げた。

「いっそ男にも目覚めれば面おも白しろかったのに」

「おぞましいことを口にするな!!」

「や～だ、そんなにムキになって怒おこらなくても──もしかして、ホントに何かあったわけ!?」

「あ、あってたまるかぁっ!!」

　女好きで男嫌ぎらいの彼は男子校という男だらけの空間で発はつ狂きよう寸前だったが、ようやく学園での任期が終わったらしい。彼はすぐさまアスセナへの赴ふ任にんを希望した。ちょうど司教を決めかねていたアスセナ教会は、フーガを司教に迎むかえることとなった。

　ただ、男嫌いの彼にも例外はいた。

「頑がん張ばってくれていますね、フーガ司教」

　穏おだやかな声が聞こえると、フーガはぴしりと背筋を伸のばした。不機嫌そうな顔から一変して、神父らしい誠実な表情で声の方向を振ふり返った。その表情はキラキラと輝いてすら見える。

　フーガの視線の先には、長身の神父がいた。雪のように白い肌はだに、月光のような銀色の髪を後ろで束ねており、優やさしく聡そう明めいそうな瞳も同様の銀色をしていた。微笑ほほえむ顔には眼鏡をかけている。彼がこの間までこのアスセナ教会の司教であったアインザッツだ。今は退任し、神父とフロムヘヴンの仕事を掛かけ持っている。

　フーガは最大の敬意を以もつて彼に一礼した。

「アインザッツ神父に比べれば、俺の働きなど砂すな粒つぶに等しいです」

「そんなことはありませんよ。何かあったら、遠えん慮りよなく仰おつしやって下さいね」

「ありがとうございます。そのお言葉だけで十分……と申し上げたいところですが、何分俺も未熟者ですので、よろしくお願い致いたします」

　フーガがそう言うと、アインザッツの後ろから、淡あわい金色の髪が覗のぞいた。人間にしては整いすぎた顔の造作は、性別の判断が付かず、天使のようだった。儚はかなげな美貌をそろりとアインザッツの後ろから出し、朱しゆ色いろの瞳でフーガを見つめている。

「フーガ……。目の下、黒くなってる。どうしたの？」

　天使のような美貌の持ち主──プロケルがそう言うと、アインザッツもフーガを見つめた。

「おや、本当ですね。うっすらクマが……フーガ、ちゃんと眠ねむっていますか？」

「ほっときなアインザッツ。どうせ睡すい眠みん時じ間かん削けずって女漁あさりしてるだけよ」

「黙だまれじゃじゃ馬！　人聞きの悪い言い方をするな！　俺はただこの街のことを知るためにも、淑しゆく女じよの皆みな様さまと紳しん士し的に交流を深めているだけだ！　男子校という汗あせ臭くさい空間からようやく抜け出せた俺が美しい花の香かおりを堪たん能のうして何が悪い！」

「……ホントにこの人が司教で大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

　本音も建て前もごちゃ混ぜになっているフーガに、イトは思わず不安を口に出していた。

　イトの言葉を受けて、アインザッツは優しく微笑み、信しん頼らいに満ちた声で言った。

「フーガが司教なら何の心配もいりませんよ」

「もちろんです。アインザッツ神父には遠く及およびませんが、あなたとプロケルさんとこの街の女性達が心安らかに過ごせるよう、このフーガ、全力を尽つくす所存です」

　誠実な言葉と輝く笑え顔がおは神父の鑑かがみと言っても良い。しかし何かが抜けている。それにいち早く気付いたのはレントだった。

「男の人は!?」

「知らん」

「神父にあるまじき発言！　さすが姐さんのお兄さん！──痛っ！」

　心底どうでもよさそうに即そく答とうしたフーガに、レントはまたしても彼らの気に障さわることを口走り、パルティータのヒールで足を蹴けられていた。

「こんなエロ眼鏡と一いつ緒しよにすんじゃないわよ」

「その不ふ名めい誉よなあだ名をやめろと言っているだろうがこのじゃじゃ馬！」

　くい、とプロケルがアインザッツの服の裾すそを引っ張り、首を傾かしげた。

「ねえ、えろって何？」

　その場の空気が固まった。フーガが慌あわててプロケルに向き直る。

「あ、あなたのような天使がそんなことをお気になさる必要はないのです。あと俺は紳士です。決してエロくなどありませんから!!」

「だから天使じゃなくて悪あく魔まだって言ってるじゃないですか……」

「そんなわけあるか！　これほどまでに美しく純じゆん粋すいで清せい廉れんな悪魔がいるものか！」

「ただ単にぼーっとしてて人間世界の常識がないだけですよ」

　確かに容姿は天使のようだが、プロケルは天使ではなく、また人間でもない。魔ま界かいからアインザッツと瓜うり二ふたつの悪魔、フォルネウスを探しにやってきた悪魔である。人間界のことはほとんど何も知らず、時々こうして子どものように答えづらいことを聞いてくる。

　フォルネウスはアインザッツの身体からだの中で眠っている。それがあるからではないだろうが、プロケルはアインザッツに懐なついて離はなれようとせず、魔物を倒たおす手伝いをしていた。最近では教会の仕事まで見み様よう見み真ま似ねで手伝っていた。

　パルティータがニヤッと笑い、ロリポップをプロケルに向けた。

「気をつけなプー。紳士とか言ってるけど、二人きりになった途と端たん、食べられるわよ？」

「食べられる……？」

　プロケルはじっとフーガを見つめた後、そろりそろりと彼から離れ、アインザッツの背後に隠かくれた。フーガは露ろ骨こつにショックを受け、パルティータに詰つめ寄った。

「パル！　せっかくこの二週間で仲良くなったというのにお前という奴やつは……！」

「そんなことより、あんた何か用があったんじゃないの、アインザッツ」

　フーガの怒ど声せいを耳を塞ふさいで聞き流し、パルティータはアインザッツに視線を向ける。明らかに話を逸らそうとした仕草だったが、アインザッツは笑みを消して頷うなずき、フーガに向き直った。その場に緊きん張ちよう感かんが走る。

「フーガ。調べてみましたが、やはりこの増え方は少々おかしいと思います」

　アインザッツが言っているのは、ここ一週間で連日連夜発見されている魔物のことだ。フーガも険しい顔で頷く。

「……やはりそうですか。お前達。ここ最近、何か変わったことはないか？」

　フーガの言葉に首を振りつつも、イトは昨夜、サブナクが言っていたことを思い出していた。

（サブナクの【身体】がアスセナにあったら、魔物が寄って来たことにも説明がつくけど……）

　魔物はサブナクの封ふう印いんされた【身体】からわずかに放たれている魔ま力りよくを察知して寄ってくることがわかっている。しかしそれをフーガ達に説明することは出来ない。イトが考え込んでいると、大聖堂の扉とびらが開き、長身の影かげがイトに近付いてきた。

「おーいイッちゃん。緊きん急きゆう事態だぞー」

　ちっとも緊急そうじゃない口ぶりと足取りで入ってきたのはサブナクだった。その肩かたには大きなトランクを引っかけている。その中には、イトが取り戻もどしたサブナクの【身体】が入っていた。一度盗ぬすまれて以来、必ずイトかサブナクのどちらかが持ち歩くことにしたのだ。教会にはサブナクを消したいと思っている人物がいるため、今日はそのトランクをサブナクに預けた。……なのに、彼はよりによってその人物がいる時にやってきた。

　腹の底から怒いかりが湧わいてきて、イトはサブナクをきつく睨にらんで怒ど鳴なりつけた。

「何してんだよ！　来るなって言ってるだろ！」

「そんなケチなこと言うもんじゃないわよ、イト」

　優しく窘たしなめながら、パルティータがイトの肩を叩たたいた。その美び貌ぼうに微笑みが浮うかんでいる。しかし彼女から放出されているのは、紛まぎれもなくサブナクに向けての殺気だった。

「せっかく私に消されに来てくれたんだもの。追い返しちゃ悪いわ」

「おう、お前をぶっ殺しに来てやったぜ。さっさと遺書書いとけよ。『大悪魔サブナク様は私が挑いどんでいいようなお方ではありませんでした。つけあがってすみませんでした』ってよ」

　この世界には魔物を倒し、生物を癒いやす力、法術がある。パルティータは世界に一人しかいないと言われる【神の子】と呼ばれる存在で、その法力は桁けた違ちがいに強力なものだった。【神の子】と大悪魔、その性質もさることながら、二人はお互たがいの存在全すべてが気に入らないらしい。顔を合わせては殺し合いを始めようとする。

　イトが間に入ろうとすると、それを押しのけてフーガがサブナクの前に立った。

「この教会での戦せん闘とう行こう為いは俺が許さん。やるなら外でやれ。街の外でな」

「あん？　何だこいつ？……なーんか不ふ愉ゆ快かいな面つらしてんな」

　舌打ちしながらサブナクがフーガを見み遣やると、フーガも不ふ機き嫌げんそうにサブナクを睨んだ。剣けん吞のんな空気を察しているのかいないのか、アインザッツが二人の間に立ち、サブナクにフーガを紹しよう介かいした。

「サブナクさん。こちらは新しい司教のフーガです。パルティータのお兄さんでもあります。仲良くして下さいね」

「するかボケ。どうりで腹立つ面してるわけだ」

「貴様……今アインザッツ神父を侮ぶ辱じよくしたな……！」

「あ？　ボケボケ花畑がなんだって？」

「貴っ様ぁぁぁ……！」

　今度はフーガとサブナクが睨み合いを始めた。それを見てレントが首を傾げてイトを見た。

「あの二人、カルファーノ学園で面識なかったのかな？」

「会ってたとしても、どっちも全然興味なくて覚えてないんだろ」

　サブナクはほとんどの人間に興味がないし、フーガは男とは基本的に関かかわろうとしない。こうして睨み合いでもしない限り、二人はお互いの顔を覚えることはなかっただろう。

　怯おびえた様子でサブナクとフーガを見ていたレントが、ふと真顔になり、声を上げた。

「あ、そうだフーガ先生！　変わったことと言えば……」

「司教だ!!　何だ？　関係ないことだったら張り倒すぞ」

「ええ!?　た、多分関係ないんですけど、一応報告はしといた方がいいかなーって……」

　言いながら、レントはイトに隠れるように下がった。フーガは不機嫌そうにレントに「話せ」と言葉を放ほうり投げた。レントはイトの背後から恐おそる恐る口を開く。

「最近怪あやしいサングラスの男の人をちょこちょこ見かけるって、街で噂うわさが──ひいっ！」

　刀を抜ぬく涼すずしげな音の後、レントの首筋に白銀の刃やいばが向けられていた。しかし彼が怯えた原因は、刀以上に鋭するどいイトの視線だった。イトは肩かた越ごしにレントを睨み、静かに口を開いた。

「……あんまり質たちの悪い冗じよう談だん言うと縁えんを切るぞ、レント」

「縁じゃなくて僕を斬きろうとしてない!?　う、噂だよ。僕が見かけたわけじゃないよー！」

　レントが両手を挙げて降参の意を示すが、イトは彼に向き直ってさらに険悪な視線を向けた。

「そんな不ふ吉きつな噂する奴、根源から絶ってやる……！　誰だれだ、言え」

「イトって最近サブナクさんに似てきてない!?──ぎゃあごめん！　く、苦し……！」

　一いつ瞬しゆんで刀を鞘さやに収めると、イトは素す早ばやくレントの背後に回ってその首に腕うでを回し、力を込めた。レントの顔がみるみる蒼あおく染まっていく。

「おいヘタレ。あんまり本当のことを言うな。照れ隠しで死ぬことになるぞ。それから──」

「照れたんじゃない、吐はき気がしたんだ！　おい起きろレント！　その男、もしかして人形持った黒くろ髪かみの男じゃ──」

　サブナクの言葉を途と中ちゆうで遮さえぎり、イトは腕の中で蒼くなっているレントを揺ゆさぶった。

　顔色の戻ったレントが答えようとしたその時、大聖堂の扉が勢いよく開いた。

「ああっ、神よ！　私の愛いとしいぼうやと巡めぐり会わせたまえ！」

　悲痛な声を大聖堂に朗々と響ひびかせ、逆光の中を真っ黒な影が飛び込んできた。目が慣れても、その人物は真っ黒だった。黒いスーツ、黒い靴くつ、黒いネクタイ、そして漆しつ黒こくの髪かみと、目元にはサングラスをかけている。腕にはイトそっくりの人形が抱だかれていた。今まさに話題にしていた怪しいサングラスの男だ。

　男の顔を見た瞬しゆん間かん、イトの背筋に悪お寒かんが這はい上がる。イトはプライドや恥はじのことを考えるより早く、男から逃とう亡ぼうしようとした。が、男は素早い動きでイトの前まで移動し、そっと抱き締しめてきた。その優やさしい抱き締め方に、全身の肌はだが粟あわ立だった。

　男は天てん井じようを仰あおぎ、感極きわまった声を上げた。

「神はいるんだね……！」

「何が神だ！　あんた絶対わかってて来ただろ！　離はなせ触さわるな消えろ！」

　さほど力を込めている様子もないのに、男──ネウマの腕はしっかりとイトを抱き締めている。鳥肌を立てながらイトが藻も搔がいていると、サブナクが気の抜けた声を向けてきた。

「ああ、そうだ。こいつを見かけたことを言いに来たんだった」

「そういうことは早く言えバカー!!」

　サブナクに怒鳴った後、一瞬ネウマの腕から力が抜けた。その隙すきにイトは彼の腕から逃のがれる。十分に距きよ離りを取り、刀の柄つかを握にぎりしめて彼と対たい峙じした。

「何でここにいる！　何しに来た！」

　イトが離れて寂さびしそうな顔をしていたネウマだったが、その問いかけには愛おしそうな表情を浮かべて答えた。

「もちろん、可愛かわいい可愛いぼうやが恋こいしくてたまら──」

「やっぱり答えなくていいから消えろ今すぐ！」

　ネウマの甘い声にぞわりと鳥肌が立ち、イトはさらに距離を取った。

「イト、髪の毛逆立ってるよ。ホントに猫ねこみたい……」

　刀を抜いて息を荒あらげるイトを見て、レントが苦く笑しようする。

　警けい戒かいしているのはイトだけではなく、パルティータとフーガも静かにネウマを窺うかがっていた。

「おいチビ猫。この変態くさい男は何だ」

「敵です。今すぐ排はい除じよします」

「まあまあ。挨あい拶さつぐらいはさせてくれたまえ」

　イトを宥なだめてから、ネウマは曲がったネクタイを整え、優美な一礼をした。

「私は葬そう儀ぎ屋のネウマと申します」

「葬儀屋……？　胡う散さん臭くさい名前で、何をしている」

「その辺はぼうやに訊きいてもらえればわかるよ」

　ネウマの言葉を受け、フーガの視線がイトに向いた。内心慌あわてたが、ネウマを警戒する振ふりをしてフーガの視線を黙もく殺さつする。

（答えられるわけないだろ……！　わざと言ってんのか!?）

　葬儀屋などと名乗っているが、その実態は臓器の売人だ。イトとサブナクはその客で、サブナクの仮の身体からだ──死体を買っている。実は今のサブナクの身体も彼から買い取ったものだ。教会の者であるイトが、彼の裏稼か業ぎように世話になっていることなど話せるわけがなかった。

　内心で冷や汗あせを滝たきのように流すイトの前で、ネウマはにっこりと人の好よさそうな笑えみを浮かべ、人形を掲かかげて裏声を出した。

『そんなことより、今日はキミ達に、とっても楽しいイベントを企き画かくして来たんだヨ！』

「俺……達？」

　ネウマの視線はサングラスに隠かくれ、定さだかではない。しかしイトの背後を見ているのは確かだった。そこにはサブナクだけでなく、教会の者達がいる。パルティータとフーガが警けい戒かい心しんをさらに強めた。何かを感じてか、プロケルもアインザッツの腕をぎゅっと握る。

　肌を刺さすように張り詰つめた空気の中、ネウマは楽しげに言った。

「この街の住民、一万人の命を賭かけて、宝探しをしないかい？」

　ネウマの声は朗ほがらかだったが、その内容は不ふ穏おんなものだった。

「住民の、命を賭けて……？」

　冷たいものが背筋を滑すべり落ち、イトは思わず聞き返していた。冷気を孕はらんだ空気の中、ネウマは構わず声こわ高だかに言葉を続ける。

「この街に宝箱を四つ隠したから、見つけてくれたまえ！」

　楽しげなネウマを睨にらみ、イトは大聖堂に響き渡わたるような叫さけび声を上げた。

「そんなことどうでもいい！　住民の命を賭けてって、どういうことなんだ！」

　イトの声の後、ネウマは人形の手を自分の頰ほおに当てた。

『もーネウマおにいさん、大事なことを言い忘れてるヨ！　それじゃみんなやる気になってくれないヨー！』

「おっと、そうだったね。うっかりしていたよ。ぼうやはしっかり屋さんだね」

　一人でイトの人形と会話した後、ネウマは全員を見回した。

「私の隠した宝箱……見つけないとこの街が酷ひどいことになるかもしれないね？」

　子どもをからかうような口調でネウマはそっとそう言った。その瞬間──

　腹の底に響くような大きな爆ばく発はつ音が連続して響き、大聖堂を揺らした。

「何だ、今の……!?」

　イトは窓へと走った。窓から見える範はん囲いから、三本の煙けむりがもうもうと上がっている。位置はちょうど、アスセナの街を出た辺りだろうか。

「私が仕し掛かけた爆ばく弾だんだよ」

　全員の視線がネウマに集中する。ネウマは満足そうに笑うと、人形の髪を整えながら続けた。

「安心したまえ。今のはほんの余興さ。人ひと気けのない場所に設置したから、人的被ひ害がいはないだろう。うん、多分ね！　ああでも、住民を街の外に避ひ難なんさせるのはお勧すすめしないよ。街の周りにも爆弾を仕掛けておいたからね。万が一踏ふんでしまったら死体も残らないだろう。それは死体愛好家の私としても残念だからね」

　わざとらしく悲しげな顔をするネウマに、イトは刀を抜いてその切っ先を向けた。

「あんた……一体何のつもりだ！」

「ただの宝探しでは、君達も本気になってくれないだろう？　だ・か・ら」

　ウインクをしてみせてから、ネウマは嬉うれしそうに、イト人形の小さな両りよう腕うでを広げた。

『宝箱に爆弾も付けてみまシター！　これから午前と午後の十二時に一個ずつ爆発するヨ！』

　イトは大聖堂の時計を確かく認にんする。十二時まで、あと三十分しかない。

「ちなみに、どの宝箱がいつ爆発するかは──」

　言いかけたネウマの口を、人形の手が押さえて止めた。

『それは内ない緒しよだヨ！　見つけてからのお楽しミ！』

「仕方ないな、ぼうやがそう言うならそうしよう。四つだから明日の日付が変わるまでの短いゲームだが、ドキドキハラハラ感を存分にお楽しみ下さい」

『宝箱にある爆弾はボクの仲間達が持ってるヨ。早く探してあげてネ！　でないと、ボクの仲間も、爆弾の周りにいた人達も、爆発で全身バラバラになっちゃうからネ！』

　人形だけならば構いはしないが、その爆発に人間が巻き込まれたら大だい惨さん事じだ。色を失うイトに対し、ネウマは続ける。

「四つすべての宝箱を見つけてくれたら、街の外の爆弾は解除しよう」

「お前のくだらねえお遊びに付き合わされる見返りがねえな」

　サブナクが吐き捨てるように言うと、ネウマは静かな声で言った。

「では、すべて見つけた優勝者には、私の一番大切なものをあげよう」

　ネウマは一瞬、サブナクを見つめた。が、すぐに逸そらし、楽しげに手を広げた。

「さらに今なら私の全財産、一生遊んで暮らしても使い切れないほどの賞金をプレゼント！」

『わー！　ネウマおにいさん、太っ腹すぎルー！　カッコイイー！　抱いテー！』

　騒さわぐ人形の声に鳥肌を立てながらも、イトはネウマの言葉にわずかに反応していた。

「賞、金……」

　金欠のイトには気になる単語だった。ネウマが何か言う前に、後頭部を平手で叩たたかれる。

「食いついてんじゃねえよ」
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「ったいな！　別に食いついてない！」

　意地を張った上に自分に言い聞かせるような口ぶりになってしまい、イトは気まずく黙だまり込んだ。そんなイトに、ネウマは優やさしく微笑ほほえみかける。

「無理をしなくてもいいんだよ、ぼうや。自分に素す直なおで現金な子、ネウマおにいさんは大好きだからね！」

「こっちは嫌きらいだ！　くだらないことに巻き込むな！　もう頼たのむから、消えてくれ……っ！」

「サ、サブナクさん！　イトの心が折れ始めてるんですけど！」

　レントが慌ててそう言うと、サブナクは面めん倒どう臭くさそうにイトの頭をぐりぐりと撫なでる。

「ったく、過か剰じよう反応しすぎなんだよお前は。反応したら突つつきたくなるだろうが」

「こいつを見るだけで鳥肌が立つんだから仕方ないだろ！」

　イトが鳥肌が立った腕うでを擦さすっていると、突とつ然ぜんネウマが声を上げた。

「おっとそうだ。親切なネウマさんからもう一つ助言だ。今この街には魔ま物ものが集まっている。それは当然、教会も把は握あくしていると思うんだが」

　ネウマの言葉に、フーガとアインザッツが無言で顔を見合わせた。

「その数は今後、もっと増えるよ」

　どこか嬉しそうな声に、イトは再び刀の柄を握りしめた。

「あんたが、何かしたのか……！」

「そうだね。きっかけを与あたえたのは私かな。この分だと、宝箱に仕掛けた爆弾がすべて爆発する頃ころ──明日の夜中には、街に魔物が溢あふれかえることになるだろうね」

「魔物が溢れかえるって、それって、街が……」

　空気がピンと張り詰める中、ネウマは両手を広げて高らかに声を上げた。

「私の商売大だい繁はん盛じようだね！　まさに出血大サービス！」

　浮うかれたネウマの顔を、人形の柔やわらかい手がぽふりと叩く。

『ネウマおにいさん、爆発したり傷ついた死体なんて、商品価値はあんまりないヨ～』

「おっと、それもそうだね。まぁ使える部分が残っていれば儲もうけものというものさ！　死体を見る方がメインディッシュだからね」

　イトは柄つかが軋きしむほどにきつく握にぎり、ネウマを睨ねめつけた。相変わらず胡散臭い笑みを浮かべている。だが、その漆しつ黒こくの瞳ひとみに冗じよう談だんや躊ちゆう躇ちよの類たぐいは見受けられない。この男は本気で街を滅ほろぼしても構わないと思っている。

「何で、いきなりこんなこと……っ！」

　臓器の売人であり、死体愛好家と自じ称しようしているが、ネウマがここまで大だい胆たんなことをする人間とは思わず、イトは動どう揺ようを隠せなかった。ネウマはにっこりと微笑んだ。

「私が長い間待ちわびていたものが、ようやく揃そろったとわかったからさ」

「何だよ、それ……！　あんた、殺しはしないとか言ってたじゃないか！　なのに……」

　その言葉を頭から信じていたわけではない。しかし堂々と街一つを滅ぼすような真ま似ねをする男ではないと思っていた。

　いつも闇やみに紛まぎれ、静せい謐ひつと共に死体を携たずさえてやってくる──それがネウマという男だった。

　イトの戸と惑まどいを楽しむように見つめ、ネウマは言った。

「そうだねえ。私も私の美学に傷はつけたくない。だが、この美学をなげうってでも、ぼうや達に本気になって欲しいのさ。私も真しん剣けんだからね。ふふっ……考えるだけでも嬉しくなるねえ。たくさんの死体が横たわる死の街、アスセナ。こんなに心こころ躍おどる街はないね」

「何で死体を見て喜べるんだよ、この変態……！」

　イトの罵ば倒とうを、賞賛と受け取ったかのように微笑み、ネウマはサングラスをわずかに下げた。真っ黒な瞳がイトを見つめ、彼は静かに答えた。

「死体だけは、どんな人間も等しく美しいからさ」

　彼の瞳は、一体何人の死体を見てきたのか。幾いく人にんもの死を凝ぎよう縮しゆくしたような漆黒の瞳に、背筋が凍こおる心ここ地ちがした。不思議なことに、サングラスを元の位置に戻もどすとふっとそれは消えた。

「とても看過出来そうにない話だな。すべて話してもらおうか。無む理り矢や理りにでもな」

　フーガが鋭するどい怒ど気きとともに言ったが、ネウマはきょとんとした顔で人形を見下ろした。

「この司教様は何を言っているんだろうね、ぼうや？　ネタばらしなんてしたら、ゲームが楽しくなくなってしまうと思わないかい？」

『エロはいいけどズルはダメだよ、エロ司教様！』

「誰だれがエロ司教だ変質者！」

　フーガの怒ど声せいをさらりと無視し、ネウマは人形を掲かかげてイトに微笑んだ。

「そういうわけでぼうや。頑がん張ばってくれたまえ！　私はぼうやを応おう援えんするよ！」

『イト、ボクの分まで頑張ってネ～！』

　イトの人形がネウマの肩かたの上で腕を振ふる。生きているようになめらかな動きで気味が悪い。

「あんたの応援なんか不ふ吉きつだからいらない！　おい、待て！」

「逃にがさないわよ！」

　破は裂れつ音がした後、ネウマを追いかけようとしたイトの脇わきを、白いヘビが横切った。白いヘビ──パルティータが持つ鞭むちの先が、ネウマの背中に向かっていた。

　再び破裂音がして、パルティータの鞭は彼女の手元に帰って来た。

『キャー！　ネウマおにいさーん！　タスケテー！』

　鞭の先に絡からまっていたのはネウマではなく、イトの人形だった。ネウマが手を伸のばし、悲痛な声を上げる。

「ああっ、なんてことだ！　私の第七十八番目のぼうやが！」

「おい待て今何番目って言った!?」

　こればかりは冗談だと信じたい。顔を蒼そう白はくにするイトの後ろで、パルティータが鞭の先にぶら下がっている人形を見つめていた。

「何で……？　確かにあいつを……！」

　驚きよう愕がくするパルティータを指さし、サブナクはここぞとばかりに大声で笑った。

「ミスってやんの。だっせえなぁ大聖女サマよぉ！」

「次はあんたよクソ悪あく魔ま……っ！」

　鞭を握り直し、パルティータはサブナクを睨にらみつける。パルティータが鞭を振るうと、人形は宙を飛んでネウマの元へ戻っていった。

「ああ、よかった返してくれるんだね。それでは私はここで失礼するよ。ご機き嫌げんよう！」

　ネウマは高らかにそう言って、入って来た時と同じく勢いよく扉とびらを閉めて出て行った。イトは即そく座ざにその後を追って外に飛び出した。が。

「いない……!?」

　大聖堂前の広場に、ネウマの姿はなかった。ネウマが扉を閉め、イトが外へ飛び出すまでは時間にして五秒もない。乗り物に乗って去ったならその姿も音もあるはずだが、それもない。

　ネウマはその一いつ瞬しゆんの内に姿を消していた。

「本気で人間じゃないのか、あいつ……？」

「だから言ってんだろ、奴やつは存在が胡散臭ぇってよ」

　イトの背後でサブナクが言う。謗ぼう言げんだと思っていたが、言葉そのままの意味だったようだ。

「……じゃあ、何だよ？　悪魔……じゃ、ないよな？」

　イトの視線は自然とプロケルに向いた。プロケルは確かに人間ではないと、イトにははっきりわかる。しかしネウマはどう見ても人間だ。

「ああ。人間だ。……が、どうもそう言い切るには引っかかるな」

「何だよ、それ……」

　言い合うイトとサブナクの背後から、フーガの怒声が聞こえてきた。

「何なんだあの男は！　明らかに危険だ。あらゆる意味で！」

　フーガの言葉に、その場にいた全員がそれぞれの反応で同意する。

「宝箱というのがなんなのかわかりませんが、危険なものかもしれませんね。ネウマさん、と仰おつしやいましたか。事情を話してもらえないでしょうか……」

「急いであの男の身み柄がらを確保しましょう。あんな危険な男、野放しには出来ません。何をする気なのか、すべて吐はかせてやる！──お前達はここでしばらく待っていろ、すぐに通達する」

　フーガは険しい顔でイトとレントを指さし、パルティータとアインザッツと共に早足で大聖堂を去って行った。プロケルもそれを追って出て行く。

　大聖堂には、イトとサブナク、そしてレントが残された。

「あの、イト……」

　イトとサブナクが帰れ帰らないと言い合っていると、しばらく黙っていたレントが口を開いた。その顔は不安そうで、何か悩なやんでいるようだった。

「宝箱……って、言ってたよね、あの人」

「心当たりでもあるのか？」

　イトが尋たずねると、レントは困り顔に引きつった笑えみを浮かべて頷うなずいた。

「あの……さ。僕、さっき変な箱拾ったんだけど……」

　目を瞠みはるイトに、レントはそろそろと続ける。

「忘れ物だといけないし、開けてみようとしたんだけど、鍵かぎがかかってるみたいで開かないんだよね。ちょっと待っててね、持ってくる！──待っててね絶対だよ！　何か怖こわいから絶対にどっか行かないで──痛いっ！」

「……ここで待ってるからさっさと持ってこい」

　苛いらついたサブナクに尻しりを蹴けられて涙なみだ目めになるレントに、イトは呆あきれたように言って、彼の背中を見送った。しばらくすると、その腕うでに箱を抱かかえてレントが戻ってきた。

　細かい装そう飾しよくが施ほどこされた箱は、一抱えほどもある細長いものだった。レントの手元で、塡はめ込まれた宝石が光を受け、チカリと青く光った。

「……イト」

　サブナクが声を掛けた瞬しゆん間かん、イトの右目が熱と痛みを訴うつたえた。右目を押さえながら、駆かけ寄ってくるレントの腕の中を凝ぎよう視しする。

「まさ、か……あれ……」

　レントはイトの前に来ると、その箱を足あし下もとに置いた。

「これなんだけど。もしかして、さっきの人が言ってた宝箱って、これかな？　こんなのが一いつ緒しよにあるから、てっきりアインザッツ司教のものだと思ってたんだけど……」

　レントは引きつった顔でイトを見た。イトも箱の上に乗っているものを見て、思わず呟つぶやく。

「アインザッツ司教か、これ……？」

　装飾を施された細長い箱の上に、長い銀ぎん髪ぱつで眼鏡をかけた、神父姿の人形が座った状態で括くくりつけられていた。箱の装飾の所々には、イトの瞳ひとみと同じ色の石が塡め込まれている。

「もしかしてこの人形が、爆ばく弾だんなのか……？」

　イトがそう言う隣となりで、サブナクが頷いた。

「だろうな。それより中身だ。開けろ」

「あの……イト？　サブナクさん？　この箱、鍵がかかってるみたいで……」

　箱を睨み続けるイトとサブナクを交こう互ごに見て、レントが気まずそうに声を掛けてきた。レントの声に答える余よ裕ゆうは今のイトにはなかった。イトは箱を地面に置き、その前に膝ひざを突ついて箱に手を触ふれた。力を込めると、箱はゆっくりと開く。それを見てレントが驚おどろきの声を上げた。

「え!?　鍵、かかってないの!?　僕が開けようとしても開かなかったよ!?」

「こいつ自身が鍵だからな」

「？　どういうことですか？」

　レントは首を傾かしげたが、サブナクは答えなかった。

　イトは箱の中身から目を離はなせずにいた。手が震ふるえ、首筋に汗あせが伝う。口が渇かわき、一度唾つばを飲み込んでから、イトはサブナクを呼んだ。

「……サブナク」

　イトがサブナクを呼ぶ声はわずかに震えていた。サブナクはその反応だけで箱の中身を察したようだが、確かく認にんのためかイトの背後から箱を覗のぞき込んだ。

「え？　何が入ってた──」

　レントも箱の中を覗き込んできた。イトは慌あわてて蓋ふたを閉めようとしたが、遅おそかった。

　中身を見た瞬間、レントは表情をなくしてから、顔色を真っ青にしてイトに抱だきついてきた。

「う、腕えええええ!?　え？　ええ!?　ほ、本物……じゃ、ないよね……!?」

「本物だ」

「ば、バラバラ殺人ってこと……!?　あ、言わなきゃ良かった！　怖い！」

「……一人で忙いそがしいなお前」

　自分の発言に怯おびえ、レントはイトに抱きつく腕に力を込めてきた。震える腕を引き剝はがしてイトは立ち上がり、箱をサブナクに投げた。

　蒼あおい顔でぽかんと見上げてくるレントに、イトは静かに言った。

「レント。悪いけど、これはもらっていく」

「え……？　イト、やっぱり賞金に目が眩くらんでる？」

「だからそれには食いついてない！　これそのものが必要なんだ」

　震える指でレントはサブナクの持った箱をさし、イトを見つめる。

「う、ううう腕だよそれ……？」

「こいつのな。──むぐっ！」

　背後から腕が伸のびてきて、サブナクの冷たい手が抱えるようにイトの口を塞ふさいだ。イトは抵てい抗こうしたが、サブナクの腕はびくともしない。

「ペラペラペラペラ喋しやべってんじゃねえよ。このガキには関係ねえだろうが。──おいヘタレ。他ほかにはねえのか」

「ぼ、僕が見つけたのはそれだけです」

「ンだよ使えねえなぁ。じゃあ、どこで見つけた」

「えっ。……ええっと、その……言いにくいん、ですけど……」

　レントは視線を逸そらして胸の前で指を絡からませていたが、サブナクが一歩進み出ると、びくりと肩かたを揺ゆらしてから、小さな声で言った。

「……教会の……その、トイレの便座の上に、乗ってて……」

　レントの胸むなぐらにサブナクの腕が伸びた。

「ぶっ殺す……！」

「僕は見つけただけで、置いたのはあのサングラスの人ですよー!!」

　ここにはいないネウマの代わりにサブナクに怒いかりを向けられ、レントは慌てて首を横に振ふった。イトはレントを絞しめ上げそうなサブナクを引き剝がし、アインザッツの人形を見つめた。

「それより、この爆弾もどうにかしないと」

「十二時って言ってたよね。まだ少し時間はあるけど、どう──」

　レントが時計を見て、息を詰つめた。イトが怪け訝げんそうに見つめた瞬間、レントは大声を上げた。

「イト！　あの時計止まってる！」

　レントの声に、イトも時計を見つめた。時計は十一時三十二分を指したまま止まっていた。

　イトは箱と人形を繫つなぐ紐ひもを刀で断たち、人形を引っ摑つかんで走り出した。大聖堂の外へと飛び出し、鐘しよう楼ろうの時計を見上げた。同時に飛び出してきたレントが隣で叫さけぶ。

「あと三分!?──みなさーん、今すぐここから逃にげて下さい！　早く！」

　大聖堂前の広場にいた人々はレントの大声に驚いていたが、イトとレントの表情を見て戸と惑まどいながら広場を離れていく。

　イトは大聖堂から走って離れ、サブナクに叫んだ。

「サブナク、力貸せ！」

　返事の代わりにイトの右目に熱が宿る。内心でアインザッツに謝りながら、イトはアインザッツの人形を宙に投げ、落ちてきた人形を鞘さやに収めたままの刀で打ち上げた。

　イトに飛ばされた人形は、常人が投げられる距きよ離りを優に超こえて空へと昇のぼっていく。

「伏ふせろ！」

　イトが叫び、人形が見えないほど小さくなったところで、空が一いつ瞬しゆんで炎ほのおに覆おおわれた。爆ばく音おんが空気を揺らした後、小さな火の粉がイト達の頭上へパラパラと落ちてきた。

「あ、あぶっ、危なかった……っ！　イトありがとう！」

　地に伏せたレントが顔を上げ、震えた声で言いながらイトに抱きついてきた。レントを引き剝がし、イトはそこにネウマがいるかのようにきつく握にぎった拳こぶしを睨にらみつけた。

「本気みたいだな、あいつ……！」

　おそらく大聖堂の時計を止めたのもネウマだろう。あのまま気付かなければ、この大聖堂ごとイト達もいなくなっていた。

「イト。行くぞ」

　今の爆ばく発はつなどなかったかのように、サブナクはレントの持ってきた箱を掲かかげ、持っていたトランクとともに歩き出した。イトも続こうとした時、背後からレントの声が追いかけて来た。

「ま、待って下さい！　それは、何なんですか？　サブナクさんの腕って……どういうこと？」

　レントの視線はサブナクではなく、イトに移っていた。

　イトはレントの瞳を一度見つめ、すぐに目を伏せた。

「……言えない」

「何で……？」

　レントの声も表情も、イトを心配しているのがわかった。レントの疑問には答えず、イトは彼の瞳を見み据すえて言った。

「ただ、これがある場所に魔ま物ものが寄ってくるのは確かだ」

「じゃあ、もしかしてアスセナに魔物が集まってるのって……！」

「これのせいだ。ネウマの『明日の夜中にはこの街が魔物で溢あふれる』って言葉は、多分本当だ」

「そんな……！　どうしたら……」

　顔を青くするレントに、イトは淡たん々たんと続ける。

「これは元々サブナクのものだ。コイツの下もとに戻もどれば、不必要に魔力を放つこともない」

「まだ、あるんですか……？」

　レントがサブナクを見上げる。サブナクはレントではなく、イトに向かって言った。

「わずかだが、気配はある」

　サブナクの答えを聞いて、イトよりも早く、レントが声を上げた。

「じゃあ、急いで探さなきゃ！」

「お前は探さなくていい」

「え……？　で、でも……！」

　はっきりした拒きよ否ひの言葉と視線に、レントは戸惑っていた。

　イトは箱を睨みながらレントに言った。

「これは何ともなかったけど、お前に危害を加えてたかもしれない代しろ物ものだ」

「だけどそれじゃ、この街が……！」

「魔物が迫せまってるんだ。お前は街を護まもる方に専念しろ」

「でもイト！」

　言い募つのるレントの気持ちもわからないではない。しかし、この【身体からだ】に関かかわって不幸になったり傷ついたりした人間を、イトは何人も見てきた。

　イトはサブナクと共に大聖堂に背を向けた。すでに広場には大勢の人が集まって来ている。

「イト！　どこ行くの！　フーガ司教は待てって……」

「この街にまだあるなら、探しに行く。それに、これがパルティータにバレたらまずいんだ」

　イトは一度レントを振り返り、真っ直すぐに彼を見つめて言った。

「お前は巻き込まれるな。……頼たのむから」

　懇こん願がんはレントに伝わっただろうか。イトはサブナクに促うながされ、広場を後にした。







　教会を出てしばらく街を歩いてから、イトはサブナクを見上げた。

「ネウマは、四つすべてを手に入れた人に賞金、って言ってたよな」

「言ってたか？」

「言ってたんだよ！」

　まさかサブナクも自分の【身体】のことを言っているとは思ってなかったからだろう。適当に聞き流していたらしい。イトは自分で自分に言い聞かせるように確かく認にんしてから続けた。

「すべて、って、【身体】のすべてがあるってこと……かな？　他に気配があるんだよな？」

　イトが尋たずねると、サブナクは頷うなずいた。しかしその顔はやはり釈しやく然ぜんとしない。

「わずかだが、気配はある。だが、どうも今までとは違ちがって気配が小さすぎんだよなぁ。あの死体屋が何かしたのか？」

　首を捻ひねり、サブナクは見えない気配を探さぐるように目を細める。

「どこにあるか、わかるんだろうな？」

「いやわからん」

　イトの問いにサブナクは真顔であっさり答えた。緊きん張ちよう感かんのない声に苛いら立だち、焦あせりもあってついイトはサブナクを怒ど鳴なりつけていた。

「役立たず！　次に爆発が起こるの、夜の十二時なんだぞ！」

「仕方ねえだろ、気配が小さすぎるっつってんだろ！　話聞けクソガキ！」

「じゃあどうやって探すんだよ！」

　イトの怒声に苛立たしげに舌打ちしてからサブナクは言った。

「ヘタレは教会っつってたな。街をぶっ壊こわすのが目的なら、同じ場所には置かねえだろ。教会は街の中心だ。あとは人の多いところを中心に探すか」

「何で人が多いところだってわかるんだよ？」

「人の死ぬ様が見てえとか言ってただろ。それなら被ひ害がい者しやは多い方がいいんじゃねえか？」

「悪あく趣しゆ味み……」

「俺に言うな」

　その時、イトの頭にふとある疑問が浮うかんだ。

「けど、これが宝物だって言うなら、ずっとネウマが持っていたってこと……だよな？　だとしたら、今さらお前に返すような真ま似ねして……あいつ、何考えてるんだろ？」

「変態の考えることなんざ知るかよ。エセ共に見つかる前に、さっさと他ほかのを探すぞ」

（パルティータ……）

　彼女は箱を見れば、サブナクの【身体】が入っていると察するだろう。

　パルティータはサブナクを必ず消すとイトに言った。イトもまた、邪じや魔まをするなら彼女と対立することを告げている。

　それでも胸につっかえるものがあり、イトは一度、教会の方向を振ふり返った。
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　日が沈しずんでから、イトはサブナクに黙だまって教会に戻ってきていた。誰だれもいない中庭に出ると、背後からヒールの音が聞こえた。柱の一つにパルティータが身を預けてこちらを見つめていた。

「あら。堂々と一日お仕事をサボった不良少年じゃない」

「……お前に不良とか言われたくない」

「今さら謝罪──なわけないと思うけど、もしそうならやめときな。フーガの説教は長いわよ」

「うわ、絶対やだ……」

　思わず吐はき出すようにそう言うと、パルティータは声を上げて笑った。

「用があるのはお前だ」

「私もよ。──宝箱って、あの悪あく魔まの【身体】みたいね」

「何でお前が知ってるんだ？……レントが言ったのか？」

　イトがそう言うと、パルティータは驚おどろいたように目を瞠みはってから、険しい顔をした。

「レントも知ってるの？　余計なことしなきゃいいけど。あんたが絡からむと、あの子も無む茶ちやするからね……ヘタレのくせに」

「レントじゃないなら……」

「あの胡う散さん臭くさい変態が言ってきたのよ。あんたを応おう援えんするとか言っておきながら私を焚たき付けて、一体何のつもりなんだか……」
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　舌打ちしてから、パルティータはロリポップを口に放ほうり込み、イトにも一つ投げた。

「それで？　あんたは一体何をしに来たのかしら？」

　飛んできたロリポップを仕方なく受け止めて、イトは言った。

「……手を引いて欲しい」

「そんなお願いを、私が聞いてあげると思った？　そこまで甘ちゃんだとは思わなかったわ」

「お願いじゃない」

　イトはロリポップをパルティータに投げ返す。パルティータがロリポップを受け止めた時には、イトの刀の切っ先は彼女の目前にあった。月の光が反射して刃やいばが鋭するどく煌きらめいたが、彼女は微び動どうだにしなかった。

「最後の警告だ。手を引かないなら、俺はお前を倒たおす」

　パルティータは舐なめていたロリポップを手に持ち替かえて弄もてあそぶ。

「……甘いわね。殺す、ぐらいさらっと言いな」

　彼女の強い瞳ひとみを睨にらむように見つめ、イトはぐっと刀の柄つかを握にぎり直した。

「サブナクが復活したら、この世界の全すべての魔ま物ものを滅ほろぼすって契けい約やくした。絶対に、違たがえさせたりしない」

「その代だい償しようは何なの」

　即そく座ざに問うパルティータの目は、恐おそろしいほど真しん剣けんだった。噓うそはつけない。ついてもきっと見破られる──そんな瞳だ。言いたくない。だからイトは事実を口にした。

「……わかってるはずだ」

　パルティータが気付いていないはずはない。

「……十年前、俺がサブナクを復活させた。お前だって知ってるだろ。ちょうどその辺りから、魔物は強くなって凶きよう暴ぼう化してる。サブナクの魔力に反応してるんだ」

「十年前……？」

　彼女の手からロリポップが零こぼれ落ちる。目を大きく見開き、イトを見つめていた。予想していた反応と違い、イトは少し戸と惑まどうが、すぐに持ち直す。パルティータは目を瞠ったまま、ゆっくりと顔を俯うつむかせていったが、イトは続けた。

「俺があいつを復活させた。だからこれは、俺のけじめなんだ」

　イトが向けていた刀を、パルティータは突とつ如じよ素す手でで払はらい除のけた。手から鮮せん血けつが飛び散るのも構わず、声を荒あらげてパルティータはイトの前に出た。

「……っあんたが犠ぎ牲せいになることで得られる平へい穏おんなんか、いらないのよ！」

　彼女の瞳に、突如激情が宿る。その瞳の強さに、イトは思わず半歩ほど後あと退ずさってしまった。

「魔物を滅ぼしたいと思うなら、生きて魔物と戦えばいいわ……！」

　パルティータの瞳に宿るのは、怒ど気きや殺気ではない。彼女の激しい感情の正体がわからず、イトは戸惑った。しかしここで引くことは出来ない。睨むように彼女を見み据すえ、イトは言った。

「それじゃあ、いつまでかかるかわからない。その間にも、犠牲になる人が出て来る」

「だからって、私にあんたを見殺しにしろっていうの!?」

　叫さけぶように言って、パルティータは何かに縋すがるように、十じゆう字じ架かを握りしめた。

「もう私は誰も殺さない！　二度と死なせたりしないわ！　あの時、そう誓ちかった……！」

　何な故ぜかその時、イトの目にはパルティータが少女のように幼く見えた。

（殺さない、って……）

　十字架をきつく握りしめるその手。彼女の瞳に宿る激しい感情の正体を、イトはようやく理解した。その感情は、イトにも覚えがあった。

　──後こう悔かいだ。

「パルティータ……」

　イトがゆっくり呼びかけると、彼女は顔を上げ、イトを見据えた。すでに幼さは見えず、後悔の色も消えていた。代わりに強く、真っ直すぐな瞳が向けられる。

「私の決意は変わらないわ。あんたが何を言ったって無む駄だよ。──あんたと同じようにね」

　静かにそう言って、パルティータはイトの脇わきを通り過ぎた。力強いヒールの音が遠ざかっていく。

　イトは半ば呆ぼう然ぜんとして、彼女の後ろ姿を見つめていた。こうなることは予想していたが、それでもまた少し、胸の奥が痛んだ。痛みを振り切るように、刀を収める。

（もう殺さないって……どういう意味だ？　それじゃまるで、パルティータが……）

　法術は人を傷つけるものではない。そして人を殺せば、法術は使えなくなる。何より、パルティータはイトにとっては危険人物だが、決して人を殺すような人物ではない。とてもシスターとは思えない行動をしていても、彼女は人として正しい道を、真っ直ぐに見据えている。

「あいつが、人を殺すわけが……」

「あいつの心変わりなど、一億年待ってもないだろうな」

　背後からの声に振り返ると、そこにはパルティータと同じ紫むらさきの瞳があった。

「どこへ消えていた。この忙いそがしいのに一日サボりやがって」

「……あいつを、ネウマを探してました。あいつを捕つかまえることが最優先なんでしょう？」

　半分は本当で半分は噓だ。イトがそう言った後、フーガはイトを探さぐるようにじっと見つめていたが、不意に視線を下げてため息をついた。

「……まったく、こんなチビ猫ねこ一いつ匹ぴき、見捨てれば楽になるものを。我が妹ながら、バカな奴やつだ。お前だって、見捨てられた方が戦いやすいだろうに」

　フーガは無表情だったが、敵意もなかった。呆あきれたような、それでいてどこかパルティータを誇ほこらしく思っているような穏おだやかな表情だ。彼の表情に、イトも少しばかり緊きん張ちようを緩ゆるめる。

「そうですね。俺の同情心を煽あおってるつもりかもしれませんけど」

「あいつにそんな器用な芸当は出来んさ」

　さらりとそう言ってから、フーガはパルティータが去っていった方向を見つめた。

「……パルがあそこまで頑かたくなにお前を死なせたがらないのは、理由がある」

「何か、あったんですか……？」

　フーガがイトを見下ろしてきた。何かを考え込むように黙ってイトを見つめてから、彼は踵きびすを返して元来た道を歩き出す。そして不ふ機き嫌げんそうな声だけをイトに向けてきた。

「……来い。コーヒーでも淹いれてやる。飲み終わったら徹てつ夜やしてでもあの変態を探せ」

　フーガは心身に異常を来きたすほどの男嫌ぎらいである。例外はアインザッツだけだ。今の発言が彼のものとは思えず、イトは目を瞠ってフーガの背中を穴が開くほど見つめた。

「え？　コーヒーって……フーガ司教が、俺に……？」

　驚きのあまり立ち止まっていると、フーガが肩かた越ごしに鋭い視線を向けてきた。

「誰だれがお前のためだと言った。俺のついでだ。さっさと来い」

「……そこまで言うなら俺が淹れましょうか？」

「男の淹れたものなど飲めるか、気色の悪い」

（喧けん嘩か売ってんのかこの人……！）

　内心苛いら立だちながらも、イトはフーガの背中を追った。
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　司教室にコーヒーの香こうばしい香かおりが漂ただよっていた。長なが椅い子すに座ったイトは、挽ひいた豆に湯を注ぐフーガの後ろ姿を見ながら何となく尋たずねた。

「フーガ司教は、紅茶はお好きじゃないんですか？」

「アインザッツ神父の紅茶を飲むと、到とう底てい自分で淹れる気にはならん」

　納なつ得とくするイトの前に、フーガはカップを置いた。コーヒーの香りが一層強くなった。

　今までこの部屋には、アインザッツの趣しゆ味みで紅茶の香りが漂っていた。フーガが嫌きらいだというわけでも──苦手ではあるかもしれない──コーヒーが飲めないわけでもないが、そんな違い和わ感かんからか、イトは何となく目の前に置かれたカップに、すぐには手を伸のばせずにいた。

　フーガはイトと対面している長椅子に座り、足を組んだ。コーヒーを一口啜すすり、カップをテーブルに置いた後、彼は視線を落として口を開いた。

「パルと俺には、両親と同じぐらいに大事な人がいた」

　彼はイトを説得するつもりなのだろうか。真意を探りながらイトは彼の話に耳を傾かたむける。

「あいつを【神の子】として見つけ、俺達をこの道に導いてくれたシスターで、彼女もまた【神の子】だった」

「もう一人、【神の子】が……？」

　驚おどろくイトに、フーガは頷うなずいて続けた。

「ああ。しかし彼女は、生来丈じよう夫ぶであるはずの【神の子】の中では異例で、身体からだが弱くてな。パルが法術での治ち療りようを続けていた。絶対に助けるって意気込んでいたな、あの時は。……だが、彼女の身体は俺達と出会った時にはもうすでに限界だった。彼女が危き篤とくの際──」

　教皇庁付近に魔ま物ものの大群が押し寄せてきたのだと、声を沈しずませてフーガは言った。

「ちょうど今から、十年前のことだ」

　イトがサブナクを復活させた時期と同じだ。だからパルティータは先ほど十年前という単語に反応していたのだ。イトの手から体温が失うせていく。

　フーガは腕うでを組み、落ち着いた様子で続ける。

　魔物の襲しゆう撃げきに、当然、【神の子】であるパルティータに戦せん闘とう要よう請せいがかかった。

「だが、あいつはその要請よりも彼女の治療を続けた。俺にとっても彼女はとても大切な人で……どうしても、死なせたくなかった。俺もパルなら──【神の子】なら、奇き跡せきが起こるのではないかと期待して、治療を続けさせてしまった」

　先ほどからフーガは過去形で『彼女』のことを語っている。『彼女』がどうなったのか、聞かなくてもわかった。それでもフーガはあえてなのか、その結果を口にした。

「……パルの法術でも、奇跡は起こらなかった。抗あらがえない死に法術は無意味だった。無論、死人を生き返らせることも不可能だ」

　パルティータは大切な人を救えなかった。そしてさらに残ざん酷こくな現実が彼女を待っていた。

「魔物の殲せん滅めつ部隊もほぼ壊かい滅めつ。多くの人が魔物に殺された」

　フーガのその言葉が、イトの心臓をぎゅっと締しめつけた気がした。

　例えば『彼女』の治療に見切りをつけ、パルティータが魔物と戦っていたなら、きっと犠ぎ牲せい者しやはもっと少なくなっていたのだろう。

　フーガは厳しく歪ゆがんだ顔を隠かくすように額に手を当てた。

「これは俺の罪だ。あいつに人以上の力を期待してしまった。お前は【神の子】などではなく、人の子なんだと……全すべてを救うことなど出来ないと、兄である俺が言ってやるべきだった。その言葉さえあいつに言ってやれていたら、あいつはあんなに追い込まれずに済んだ。パルは──」

　心臓の鼓こ動どうがさらに速まる。フーガが言葉を口にする前に、イトには当時のパルティータの心境がわかっていた。

「パルは、彼女のことも、死んでいった神父達のことも、犠ぎ牲せいになった人々のことも……すべて自分が殺したと思っている。今でもな」

　人を超こえた力があるのに、誰も救えず、ただ目の前で死んでいく人々を見ているしかない無力な人間。──今フーガの口から語られているのは、一体誰の話だった？

　フーガが不意に視線を下げた。その視線はイトの握にぎった手に向けられている。そこでイト自身もようやく、自分の手に汗あせが滲にじみ、震ふるえていることに気付いた。ゆっくりと手を広げてズボンで汗を拭ぬぐい、呼吸を落ち着かせる。

「……続けて下さい」

　努めて平静な声で言うと、フーガは何事もなかったかのように続けた。

「このことで、あいつは法術が使えなくなった」

「使えなくなったって……パルティータが直接手を下したわけじゃないんでしょう？」

　フーガは眼鏡の奥からイトを見つめ、間を空けずに言った。

「直接手を下さなければ人を殺したことにはならんのか？」

「だけど……パルティータは──」

　イトはそれ以上の言葉を紡つむげなかった。第三者から見ればパルティータがすべてを背負う必要はないはずだ。

（でも、俺だって……殺したと思う。……思ったから、サブナクと契けい約やくした）

　魂たましいを代だい償しように、魔物を滅ほろぼして欲しいと悪魔に願った。それで罪を贖あがなうことにはならないとわかっていても、何もしないわけにはいかなかった。

　パルティータも何もしないなんてことはなかったのだろう。だから現在の彼女は【神の子】としてその強力な法術を振ふるっている。イトがフーガを見つめると、彼もイトの言いたいことはわかっているようで、すぐに口を開いた。

「パルが法術を取り戻もどしたのは──」

　フーガの声にノックの音が重なった。フーガが入室を許可すると、アインザッツと、その後ろにはプロケルが立っていた。二人の姿を見た途と端たん、フーガは背筋を伸ばして立ち上がった。

「アインザッツ神父！　何かご用ですか？　どうぞお座りになって下さい。プロケルさんも」

　声を高くするフーガにアインザッツは優やさしく微笑ほほえみ、少しばかり悪戯いたずらっぽい口調で言った。

「まだ明かりが点ついていたので、早く休みなさいとあなたを叱しかりに来たんですよ、司教様」

「こらー……、早く、寝ねなきゃ……ダメだよ……？　シキョーサマ？」

　そう言っているプロケルの方が眠ねむそうで、アインザッツに寄りかかりながらうとうとと船を漕こいでいる。二人の言葉に、フーガは眼鏡の奥の瞳ひとみを潤うるませ、口元を覆おおって震える唇くちびるを隠した。

「あ、アインザッツ神父……！　プロケルさん……！　俺などのために……っ！」

　感激で崩くずれ落ちたフーガを苦い顔で見ていたイトに、アインザッツは遠えん慮りよがちに微笑んだ。

「イトくんとお話し中だったんですね。すみません、お邪じや魔まをしましたね」

　アインザッツがそう言った瞬しゆん間かん、フーガは背筋を伸ばして立ち上がり、きっぱりと言った。

「いえいえ、ちっとも大した話ではありませんから、どうぞお気になさらず！」

「いや、大した話だろ!?」

　彼ら兄妹きようだいの辛つらい思い出話のはずだ。思わずつっこんだイトに、フーガは不機嫌そうに言った。

「ふん。この世にアインザッツ神父以上の大したものなどない！」

　さも当然のように彼はそう断言した。今までの家族愛に溢あふれた彼はどこへ行ったのだろう。

「大事なお話だったんですね。失礼しました。行きましょう、プロケル」

　目を擦こすりながら頷くプロケルをゆっくり促うながし、アインザッツは背を向けようとしたが、不意にフーガが彼を呼び止めた。その直前、少し彼の横顔に苦しげな表情が浮うかんだ。

（何だ……？）

　一いつ瞬しゆんのことで、イトは見み間ま違ちがいかと思った。すでにフーガは優しげな笑えみを取り戻している。

「よろしければ、アインザッツ神父も同席して頂けませんか？　これからあなたの素す晴ばらしさを、このチビ猫ねこに教授するところだったんです」

「えっ!?」

　そんな展開になるとは予想しておらず、イトは驚いてフーガを見上げた。アインザッツのことは確かに尊敬しているが、それをフーガに説かれるのは過か剰じように美化していそうだし、何より長くなりそうなので嫌いやだった。

　フーガの言葉を聞いて、アインザッツは困ったように笑う。

「私など、素晴らしいと言われる人間ではありませんよ」

「何を仰おつしやっているのです！　あなたは多くの人を正しい道へ導き、救って下さっています！」

　拳こぶしを硬かたく握って熱くそう言った後、フーガは表情を緩ゆるめてアインザッツに微笑を向けた。

「……うちのじゃじゃ馬と俺も、あなたに救われた。あなたがあいつの法術を取り戻して下さったこと、お忘れになったわけではないでしょう」

（アインザッツ司教が……？）

　軽く目を瞠みはって、イトはアインザッツを見つめた。

「あれはパルティータが自分で解決した問題ですよ。私は何もしていません」

　フーガに促されて、アインザッツはイトに遠慮がちな笑みを浮かべながらも長なが椅い子すに座った。プロケルはアインザッツの膝ひざに頭を乗せると、すぐに寝ね息いきを立て始めた。

　フーガは一人がけの椅子に座って話を続ける。

「【神の子】は教皇庁から出られない。その力はもちろん、【神の子】自身が神の代わりのような存在とされているからだ。教会にいなくてはならないと──あの頃ころは、あいつも俺もそう思っていた。法術を失ったパルに、何も出来ないまま時間だけが過ぎていった。だが」

　フーガは顔を上げた。その表情はきりりと引き締まり、誠実な神父の顔になっている。フーガは尊敬の眼まな差ざしをアインザッツに向けた。

「そんな時にあいつを救って下さったのが、このアインザッツ神父だ。この方はパルを教会から連れ出して下さった」

「私はただ、あの日は天気が良かったので散歩に誘さそっただけですよ」

　にこにこと微笑むアインザッツを見て、フーガは震えて顔を覆った。

「もう……もう神にしか見えん……！」

「あの……もうアインザッツ司教が話を進めてもらえませんか？」

　眩まぶしくて見えないとばかりに顔を覆うフーガを無視して、イトはアインザッツを促した。

「とは言っても……本当に私は特別なことなどしていないんです」

　アインザッツがそう言うと、フーガがパッと顔を上げた。その表情には真しん剣けんさが戻っていた。

「そんなことはございません！──散歩へ行くと仰おつしやってから一週間、パルとアインザッツ神父は連れん絡らくが取れなくなったんだ」

「えっ……？　それって……大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　明らかに散歩の規模ではない。失しつ踪そうに近い。

「【神の子】が消えたと、教会は大パニックだったな。あの時のお偉えら方がたの狼狽うろたえる姿は笑えた」

　思い出したのか、フーガが堪こらえきれないように吹ふき出した。反してアインザッツは申し訳なさそうに目を伏ふせた。

「軽けい率そつな行動で、本当に申し訳なかったと思います。ですが、あの時はパルティータを連れ出す許可は下りなかったでしょうから」

「アインザッツ司教は、パルティータとどこへ？」

「彼女のご両親に会いに行ったんです」

　パルティータとフーガの故郷までは、教皇庁からは馬車で片道三日はかかる距きよ離りだという。連絡が途と絶だえるのも無理はないとフーガは続けた。

「パルは一度だって両親の元に帰りたいとは言わなかった。なのにアインザッツ神父は、傷ついたパルの心に気付いて下さった。俺は気付いていたのに、どうすればいいかわからなかった」

　フーガはそう言って、大きく息をついた。当時の後こう悔かいはまだ彼の中に残っていて、それを吐はき出しているような気がした。

　そんなフーガを見てから、イトはどうしても気になったことを口にしていた。

「でも、あの、こう言っては何ですけど……故郷に帰っただけ、なんですか？」

　アインザッツは頷うなずくと、ここにいないパルティータを憚はばかるように、少しだけ声を潜ひそめた。

「ご両親に会って、たくさん甘えて、たくさん泣いていました」

「……あいつでも、泣くんですね」

　アインザッツの言葉は、今のパルティータを知っているイトにはにわかに信じがたい。イトの言葉に、フーガもアインザッツも笑った。

「あの頃はパルティータも、十を少し過ぎたばかりの女の子でしたから」

「【神の子】だなんだと持て囃はやされても、所しよ詮せんは人の子だ。離はなれた両親を思って泣かないあいつがおかしかったんだ」

　膝に肘ひじを突つき、フーガは拳を額に当てて俯うつむいた。

「……あいつの心の傷を癒いやすのは、兄である俺がすべきことだったのに、出来なかった。アインザッツ神父は、散歩だなどと仰って、体てい裁さいも気にされずにパルのことだけを考えて行動してくださった。素晴らしい方だ。俺など足あし下もとどころか足の裏にすら及およばない」

　フーガはまたアインザッツを褒ほめ称たたえる言葉を口にしたが、イトは笑ったり呆あきれたりしなかった。彼ら兄妹にとって、アインザッツは救世主にも等しかったのだ。そう思うと、フーガの尊敬の度合いも納なつ得とく出来た。……真ま似ねは出来ないが。

　アインザッツはフーガの賞賛に困ったように微笑み、静かに首を振った。

「私だけがあの子を救ったというのは間ま違ちがいです、フーガ。あなたがいたから、パルティータは自分のやるべきことを思い出せたと言っていましたよ。あなたがいなければ、ご両親に甘えて、教皇庁には戻もどらなかったかもしれないと」

「……それでも俺は、構わなかったんです。あいつは【神の子】なんかじゃない。俺の両親から生まれた、人の子で、俺の妹なんですから」

　ぽつりと呟つぶやくようにフーガは言った。イトがいることを忘れて、アインザッツにだけ聞かせる言葉のような気がした。その証しよう拠こに、フーガはイトを見ると、咳せき払ばらいをして場を仕切り直した。

「本来なら無断で【神の子】を連れ出した罰ばつがあるんだが、アインザッツ神父は、パルが法術を取り戻したのを認められ、咎とがめられることはなかった」

「ですが、パルティータを無断で連れ出したことは事実です。罰を受ける覚かく悟ごはありました」

「俗ぞく物ぶつ根こん性じように塗まみれたクソジジイ共が……！」

　当時のことはフーガにとって相当頭に来る出来事だったらしい。

「教会の大切なシスターを無断で連れ出したというのに、私はこのアスセナに赴ふ任にんすることで許されたのです。その温情に、ここで精せい一いつ杯ぱい励はげもうと思ったものですよ」

「どこが温情なものですか！　あの当時は左さ遷せんですよ！」

　頭から湯気が噴ふき出しそうなフーガに対し、アインザッツは穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

　そこで、イトはふとあることに気付いた。

「あれ？　でも、【神の子】は教皇庁から出られないんじゃ？　何でパルティータはこの街に？」

　イトの問いかけに、フーガは奥歯をギリ、と嚙かみしめて、額に青筋を浮かせた。

「……この一件以来、教会はあいつに対してより過保護になった。いや、あれは過保護と言うよりもほとんど軟なん禁きんだったな。緊きん急きゆう事態のみ、パルに知らされることになり、パルのためなら多少の犠ぎ牲せいも払はらうことになった。あいつもそれに気付かないほど馬ば鹿かではない。次し第だいに魔ま物ものとの戦せん闘とうに無断で参加するようになり、命令違い反はんを繰くり返すわ、人のためなら文化財も迷わず壊こわすわ、気に入らない人間は上司であろうと容よう赦しやせんわで……」

　雲行きが怪あやしくなってきた。しかし今までは知らない少女の話を聞いているようだったが、ようやくイトは頭の中にその様子を思い描えがくことが出来た。少女だった頃のパルティータが、壊れた家屋から土つち煙けむりの上がる中、悪戯いたずらっ子の笑みを浮うかべている……。何な故ぜかあまり外れていない気がした。イトの想像を見たかのように、フーガは重苦しいため息をついた。

「教皇庁のお上品な人間では手が付けられなくなって、アインザッツ神父の下へ押しつけられたんだ。教会が蝶ちようよ花よと育てるはずの【神の子】がだぞ？　前代未み聞もんだ、まったく……」

　フーガはもう一度大きくため息をつき、髪かみを搔かき上げた。その時にはすでに怒いかりは消え、彼の顔にはどこかすがすがしささえ感じられた。

「それがあいつの目的だったんだが……バカなやり方だ。俺はそう言ったんだが、あいつは聞く耳も持たずに絶ぜつ縁えん宣言だ」

　そして何年も連絡を取っていなかったらしい。アインザッツはずっとフーガと交流があったため、アスセナでのパルティータの様子はフーガも知っていたということだった。

「きっとパルは、お前に自分を重ねている部分がある。大きすぎる力を持つ者同士、あいつが背負っているものも、お前にはわかるんじゃないか？」

　フーガの目はイトに真っ直すぐ向けられている。──わかって欲しいと言っているのだろうか。そこまでは察せられなかった。察したら迷いも生まれる気がして、フーガから目を逸そらす。

　その時、不意にフーガがイトのカップを見つめて声を上げた。

「……俺の淹いれたコーヒーが飲めんのか？」

　話に集中して、すっかり飲むことを忘れていた。すでに湯気は消えているが、カップはまだ温かい。ふとフーガの視線がこちらに向いていることに気付き、イトは首を傾かしげた。感想でも求められるのだろうかと思っていると、突とつ然ぜん窓が開き、そこからサブナクが室内に侵しん入にゆうしてきた。その手にはイトがうるさいぐらいに離すなと繰り返したトランクがある。

「おいこら、どこ行ったかと思ったら、こんなところで何くつろいでんだクソガキ」

「だからお前、教会に入ってくるなよ！」

　その時、横目に見えたフーガの顔が妙みように険しくなった。少し気になったが、サブナクが声を掛かけてきたので意識がそちらに向いた。

「そう思うなら、呼んだらすぐに来やがれ」

「人を犬みたいに言うな！」

「猫ねこだもんな」

「違ちがう！　ったく……」

　ニヤニヤと笑うサブナクに、イトは苛いらついた気持ちを抑おさえるためコーヒーを口に含ふくんだ。

「隙すきだらけだぜ、イッちゃん」

　低い声が耳元で囁ささやき、イトの耳にふっと息が吹きかけられた。強きよう烈れつな驚おどろきと不快感で、イトは口に含んだコーヒーを吹き出した。イトは咳せき込みながら、背後を振ふり返って怒ど鳴なる。

「いきなり何だよ気色悪い！」

「飲んでねえだろうな？」

「はあ？　ああ、飲んでないけど──あっ、おい……！」

　イトのカップを取り、サブナクは残りのコーヒーをすべて飲み干した。

「──案の定、下手へたくそなブレンドだ」

　サブナクは片かた頰ほおを歪ゆがめてフーガに笑い、カップを足下に放ほうり投げた。カップの割れた音で、アインザッツの膝ひざで眠ねむっていたプロケルが目を覚ました。

　瞬またたく間に緊きん張ちよう感かんで満たされた室内で、アインザッツが穏やかに口を開いた。

「サブナクさん、どうかされましたか？　何か気に障さわるようなことでも？」

「白々しいな、花畑神父サンよ。いや、お前にそんな芸当は出来ねえか」

　サブナクはそう言ってフーガを一いち瞥べつした。足下に散らばっているカップの破は片へんを踏ふみつぶし、サブナクは冷ややかな目でイトを見下ろしてきた。

「ったく、何でもかんでも口に入れんじゃねえよ。ここをどこだと思ってやがる」

「こっちのセリフだ！　そんな意い地じ汚きたない真似しなくても──」

「飲んでねえのに薬が回ったか？　さっさと目ぇ覚ませ」

「薬……って……」

　イトがフーガを見ると、彼は先ほどと変わらない体勢と無表情でこちらを見つめていた。イトが彼の無感情な瞳ひとみにゾッとしていると、フーガは諦あきらめたように静かに目を伏ふせた。

「……もう少しだったんだがな」

　その呟きは、サブナクの言葉を認めるものだった。イトが見つめても、フーガは冷たい瞳のまま、口角を吊つり上げた。

「せっかくあのじゃじゃ馬をダシにして、不安に揺ゆれる部下を気き遣づかう、良い上司を演じていたというのに……とんだ邪じや魔まが入ったものだ」

「じゃあ、フーガ司教……本当に……っ」

　驚きよう愕がくと、後から怒りが湧わいてくる。イトがフーガを睨にらむと、彼は笑えみを消した。

「ふん。何を驚いている。お前には隙があった。そこにつけ込むのは当然だろう」

　拳こぶしを握にぎりしめるイトの隣となりで、サブナクが好戦的な笑みでフーガを見み遣やった。

「ずいぶんゲスな手段だなぁ、エロ神父？　こいつが口説き落とせねえから、薬を盛って眠ってる間に食っちまうつもりだったか？」

　フーガはサブナクの戯ざれ言を相手にしていない目で黙もく殺さつした。

「フーガ……そんな。あなたが、そんなことをするはずがありませんよね？」

　アインザッツに呼ばれると、フーガはさっと顔色を変えた。フーガを信じ切っているアインザッツの目を見ないように瞼まぶたを下ろし、彼はぐっと拳を握った。

「……軽けい蔑べつされても、構いません。俺はこいつを止めます。どんな手を使っても」

　肯こう定ていの言葉に、アインザッツは沈ちん痛つうそうな面おも持もちで彼を見つめ、口を開いた。

「いけません、フーガ。確かに、イトくんはとても可愛かわいらしい子ですし、誰だれかを愛するのはとても素す晴ばらしいことですが……薬を使って無む理り矢や理りなど……。そういう大切なことは、お互たがいの心が通じ合ってからでないと。独り善がりな行動は、あなたもイトくんも傷つくだけですよ」

「フーガ……イトを食べるの？　えろだから？　ダメだよ。そんなの僕が許さない」

（……ん？）

　アインザッツとプロケルの言葉が終わると、室内が無音になった。アインザッツがフーガを窘たしなめているのは、サブナクの言った「薬を盛って食っちまうこと」についてだと理解するのに、イトは時間が掛かった。恐おそらくサブナクとフーガもそうだったのだろう。

　数十秒の沈ちん黙もくの後、サブナクが吹ふき出し、大声で笑い出した。

「いい追つい撃げきだボケコンビ！　そのエロ眼鏡にもっと言ってやれ！」

　サブナクからは何を言われても平然としていたフーガだったが、諭さとすアインザッツと咎とがめるプロケルの言葉は予想もしていなかったのだろう。彼は驚愕と絶望を足したような顔で立ち上がってアインザッツに詰つめ寄った。

「ち、違いますアインザッツ神父っ!!　プロケルさん!!　た、確かに薬を盛るなど、卑ひ怯きようでゲスで最低な手段でしょう。ですからあなた方に失望されても仕方がないと覚かく悟ごはしていました。……していましたが!!　断じてこのチビ猫をどうこうしようという意図はありません！　そこの悪あく魔まの復活を阻そ止しするために、眠らせてしばらく動きを止めておこうとしただけですから!!そこは誤解なきようお願いします！　俺はエロではありません!!」

　フーガは蒼そう白はくな顔で息巻いてアインザッツの言葉を否定した。フーガの言葉を聞いて、アインザッツはホッと胸を撫なで下ろした。

「ああ、そうなんですか。紳しん士しなあなたらしくないと思って驚きましたよ」

「こちらもまさかそんな誤解をされるとは思いませんでした……！」

　アインザッツとプロケルの誤解が解けて大きな安あん堵どのため息をついてから、フーガは怒りの視線を、未いまだ大笑いしているサブナクに向けた。

「こんのクソ悪魔……っ！　誰が男などに手を出すか！　お前と一いつ緒しよにするな！」

　激げき怒どしたフーガの言葉に、サブナクはぴたりと笑いを収め、悔くやしげに舌打ちした。

「しまった、その手があったか……！　俺としたことがうっかりしてたぜ……」

「うっかりしててくれて心から礼を言っとく」

　蒼あおい顔でそう言ったイトの頭をサブナクが小こ突づいた。

「うっかりしてんのはお前だ。なーに敵てき陣じんで優ゆう雅がなティータイムかまして、おまけに薬まで盛られてやがる。ンな暇ひまがあるなら【身体からだ】探せ」

　これにはさすがにイトも言い返せない。確かに緊張感が足りなかった。ネウマのいう宝箱がサブナクの【身体】とわかった今、教会とは争う立場にあるはずだった。

　イトは立ち上がってフーガを見み据すえた。

「時間稼かせぎ……いや、足止めですか？」

「今パルは他ほかにやることがあってな。その間にお前達に宝箱を見つけてもらっては困る」

「それでこんなやり方ですか」

　自分達の過去を語ってイトを同情させるようなことを言い、コーヒーには薬を入れる。アインザッツとプロケルは関係ないようだが、彼らを引き入れたのも、あるいはイトを油断させてコーヒーを飲ませるための作戦だったのかもしれない。最初から手を付けなくてよかった。

　フーガはイトの言葉を鼻で笑った。

「……生あい憎にく、俺は【神の子】でもなければ、アインザッツ神父ほど清らかな心も持ち合わせていないのでな。お前達の足止めのためなら手段など問わん。──ただし！　これは俺の独断だ。アインザッツ神父とプロケルさんは無関係だからな！　この人はこんなゲスな真ま似ねはせん！」

　そこだけは何よりもしっかりとイトに言って、フーガは声を落とした。

「安心しろ。ただの睡すい眠みん薬やくだ。お前は教会の下僕だ。勝手にその悪魔と消えることなど許さん」

「部下に薬を盛るような上司の下で働きたくないな」

　もはや敬語を使う気にはならない。生意気なイトの言葉に、フーガは顔を歪めた。

「ふん。それなら悪魔に魂たましいを売る方がマシだと？　馬ば鹿かなガキだ」

　フーガが真っ直すぐにイトを見つめる。その強い瞳が、パルティータとよく似ていた。

「──お前がここに残ることを望んでいる者がどれだけいるか、お前はわかっているか？」

　大切に思われている。それはここへ来て感じてきたことだった。否いな、感じていたが、いつか別れの日が来る時のために、イトがあえて目を逸そらしてきた部分だ。

　鼻白んだイトを見て、フーガは強い口調で続けた。

「俺は、パルやアインザッツ神父が望むことは叶かなえたいと思っている。そのためなら、どんな手段も厭いとわん。覚悟しておけ」

　不意にフーガは口元を緩ゆるめた。

「その点は、俺とお前は少し似ているかもしれないな」

「一緒にされたくない、って言いたいけど、確かに、あんたはわかりやすくて戦いやすい」

　イトもまた少しだけ笑ってそう言うと、部屋を出て行こうとするサブナクが振り返った。

「おい行くぞ、イト。ここは危険だ。うかうかしてるとそこのエロ眼鏡に食われるぞ」

「誰が食うかクソ悪魔！」

　フーガの怒ど声せいを背中に、イトとサブナクは部屋を出た。

　急いで教会を出て、一度来た道を振ふり返る。誰も追って来ていないようだが、一応用心して細い路地へ入った。サブナクが不ふ機き嫌げんそうにイトを見下ろしてきた。

「身を以もつて知っただろうが、もう教会の奴やつらを信用しようとするなよ」

「ああ、わかってる」

「わかってなかっただろうが」

　サブナクの言葉に言い返せず、イトは顔を逸らしてむすりと黙だまり込んだ。

「おい」

　突とつ然ぜん顎あごを摑つかまれ、顔を強ごう引いんに仰あおがされる。首がグキ、と音を立て、痛みを訴うつたえた。サブナクを睨もうと視線を上げると、眼前に紅あかい瞳があり、イトは驚おどろいて目を瞠みはった。

「お前がやることは一つだ。わかってんだろうな」

「わかってるって言ってるだろ！　離はなせ！」
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　床ゆかに落ちて割れたコーヒーカップを拾いながら、フーガはアインザッツに声を向けた。

「幻げん滅めつされましたか？」

　小声だったが、静かな部屋にはしっかりと響ひびいた。アインザッツは微笑ほほえんで首を振った。

「私はあなたの優やさしさをよく知っています。パルティータの思いを知って欲しかったから、イトくんに話したのでしょう？　イトくんの気持ちが少しでも軽くなるよう、憎にくまれ役を買って出たんでしょう？」

「そういう、わけでは……」

　フーガは否定しようとしたが、意に反し、頭は頷うなずくように下がった。頭頂部に誰かの手が触ふれた。手の持ち主──プロケルはフーガの前に屈かがんで、彼の頭を撫でていた。

「フーガは、優しいんだね。優しい……えろ？」

「プロケルさん……っ。なんて優し可愛らしい……！　でもエロは忘れて下さい！」

　フーガがそう叫さけんだ時、先ほどサブナクが侵しん入にゆうしてきた窓が開き、そこからパルティータがひょいと顔を覗のぞかせた。窓まど枠わくに頰ほお杖づえをついて、ニヤッと笑ってフーガを見つめた。

「足止めご苦労様、フーガ司教？　その様子だと、何か失敗したみたいね」

「うるさい。……薬を盛ってしばらく動きを止めようと思ったが、悪魔に邪じや魔まをされた」

「やーだ、お兄ちゃん怖こわーい。そんな手段を選ばないゲスなこと、パル真似出来なーい」

「ふん。幼児でもあるまいし、兄の真似などするな」

　フーガがそう言うと、パルティータは面おも白しろくなさそうに視線をそらした。

「お前は何を選せん択たくする？」

「私は私のしたいようにするだけよ」

「またあの時と同じことを繰くり返すつもりか？　どういう結果になろうと、イトは必ず何かを失うだろう。お前も、全すべてを失う可能性があるんだぞ」

「だからあの子を見捨てろって？」

「俺はもうあんなお前を見たくないんだ！」

　フーガの怒ど鳴なり声に、パルティータは表情を緩めた。柔やわらかく微笑むその顔は故郷の母や『彼女』とどこか似ている。パルティータは肩かたを竦すくめると、フーガをバカにした笑えみを浮うかべた。

「ハッ！　あんたの言うことを、この私が素す直なおに聞くと思ってんの？」

　フーガの額に青筋が浮かぶ。【神の子】が、こんな顔をするわけがない。間ま違ちがいなく彼女はフーガの憎たらしい妹なのだ。──今度こそフーガは間違ってはいけない。

「……パル。俺は何があっても、お前の味方だ」

　その言葉にパルティータはつまらなそうな顔をした後、堪こらえきれなくなったように笑った。

「グラッツィエ。優しいお兄ちゃんに飴あめあげるわ」

「いらん。……いい年なんだ、その子ども向けの飴はいい加減やめろ」

　パルティータは舌を出して拒きよ否ひした。すっかり不良娘むすめになってしまったこの妹はもう忘れているだろうが、このロリポップは、少ないお小こ遣づかいで初めてフーガが彼女にプレゼントしたものだった。今でも彼女が口にしているのを見ると、妙みように気き恥はずかしくなるのだ。

「ところでお兄ちゃん。頑がん張ばったパルにお小遣いちょーだい！」

「あの時お前を甘やかしたのが間違いだったのか……？　お前が何を頑張ったと言うんだ」

「あら、コレを見てもそんな事が言える？」

　パルティータは艶つややかな唇くちびるを吊つり上げた。足あし下もとの宝箱に、彼女のヒールが叩たたきつけられた。
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　街には珍めずらしく人ひと気けがない。アスセナの街全域に、教会から外出禁止令が出されたからだ。ここ最近連日魔物が発見されていることは街全体に知れ渡わたっており、外出禁止令に街の人々は素直に従っていた。

　昨日、イトとサブナクは宝箱を見つけられないまま、午前零れい時じを迎むかえた。爆ばく発はつ音は広い空き地から聞こえて来た。煙けむりは上がっていたが、火はすぐに消し止められていた。

　──取られた。

　人気のない場所から立ち昇のぼる煙を睨にらみ、イトは拳こぶしを握にぎった。

　残る宝箱は二つ。どちらが先に爆発するかわからない。二つとも早く見つけなければならない。それは教会側も同じ考えなのだろう。そして彼らは、すでに次の手を打ってきていた。

　石いし畳だたみの道をサブナクと歩いていると、前方に三人、フロムヘヴンの制服を着た若い神父達を見つける。三人とも顔見知りだったが、イトはサブナクと共に路地へ入り、物もの陰かげに隠かくれた。身を縮めながら、神父達が通り過ぎるのを待つ。

「なぁ、イトが罪を犯おかしたなんて……噓うそだろう？」

　神父の一人が沈しずんだ声でそう言った。

　昨夜はフーガに飲まされた睡眠薬が多少体内に入ったせいか、眠ねむってしまった。まだ辺りが暗い深夜に目覚めて街中を探していると、哨しよう戒かいしていた神父達と出会った。彼らはイトとサブナクを見て、こう叫んだ。

「捕とらえろ！　奴らは犯罪者だ！」

　何かの間違いだと言ったが聞いてもらえなかった。彼らは本気でイトを捕らえるつもりらしい。その後も見つかる度たびに捕らえられそうになり、こうして隠れながら移動していた。サブナクの【身体からだ】も見つけなければいけないのに、これでは満足に動き回ることも出来ない。

　神父達は立ち止まり、一様に肩を落として話し出した。

「確かに最初は近寄りがたかったけど、話してみりゃ良い奴だしな。アインザッツ司教も気に入ってたし……。フーガ司教のでっち上げじゃないのか？」

「けど、フーガ司教はパルティータさんの兄貴だろ？　そんなことするか？」

「でも……イト、金に困ってるって噂うわさだったじゃないか。だから、あんなこと……っ」

（あんなこと？）

　今まで追って来た神父達はイトを追うばかりで、その罪状を言うことはなかった。イトは神父達の会話に耳をそばだてる。とても綺き麗れいな身の上とは言えない。実際、ここに来てからも墓場荒あらしは一度やっている。それを持ち出されているのだろうか。

　神父達は目元を押さえ、悲痛そうに声を震ふるわせながら言った。

「食い逃にげだなんて……！」

「よっぽどひもじかったんだな。あんなに細くて小さいのは、やっぱり食ってなかったんだな」

「そんなに腹が減ってるなら、俺が奢おごってやったのに。何で食い逃げなんかしたんだイト！」

　可か哀わい想そうに、と口々に言う神父達の言葉に、イトは思わず飛び出しそうになった。サブナクが抱かかえ込まなければ、イトは神父達の前に出てこう怒鳴りつけていただろう。

「誰だれが食い逃げなん──っ!!」

「見つかんぞ」

　サブナクの手が口を塞ふさいできたが、彼も笑いを堪えているような声だった。イトは肩を怒いからせながらも息を潜ひそめる。

「罪状なんかどうでもいい！　捕つかまえて、たらふく食べさせてやるんだ！」

　涙なみだながらにそう誓ちかい合い、神父達は本人が聞いていることも知らずに去って行った。神父達の姿が完全に消えると、イトとサブナクは物陰から立ち上がった。陽ひの光の下に出たイトの顔は怒りと羞しゆう恥ちで真っ赤に染まっていた。その隣となりでサブナクが笑い出す。

「く、食い逃げって……！」

「笑うな！　くそっ、何でよりによって食い逃げなんだよ！　あんな風に哀あわれまれるなら、まだ責められた方がマシだ！」

　真っ赤な顔で怒るイトを見て、サブナクはさらに笑った。そして笑いを収めると、茨いばらのような傷のある首を撫なで、軽く舌打ちした。

「ったく、あのエロ眼鏡め。しょぼい毒殺の次はしょぼい冤えん罪ざいで身動き取れなくするたぁな。地味に面めん倒どう臭くせぇ手使いやがって」

「それについては同意見だ」

　嫌いや々いやそう言って、イトは空を仰あおぐ。緊きん張ちよう感かん漂ただよう街とは裏腹に、雲がのんびりと流れていく。蒼あおい空から視線を地上に戻もどすと、アスセナの街を東から西へと流れる川に出た。水面が陽の光を浴びてキラキラと輝かがやいている。

　静かで穏おだやかな時間が流れている。しかしこれは嵐あらしの前の静けさだと、イトは感じていた。ネウマの言うことが本当なら、もうすぐ魔物がこの街に押し寄せてくる。

　街のためにも【身体】を早く見つけなくてはならない。

　橋の上は見つかりやすい。早く通り過ぎようとしたイトは、橋の下から出て来る人ひと影かげを見つけて隠れた。そっとその様子を窺うかがっていると、見慣れた二人組が出て来た。

「アインザッツ司教とプロケル──」

　アインザッツが手にしているものを見てイトが息を詰つめると、次の言葉をサブナクが続けた。

「──と、俺の【身体】だな。あと爆ばく弾だんか？　しかも……」

　サブナクの次の言葉は、聞かずとも見ればわかっていた。

（昨日レントが見つけた箱と、教会が見つけた箱……そしてあの二つで四つだ）

　イトは橋の欄らん干かんを飛び越こえ、アインザッツとプロケルの背後に降り立つ。遅おくれてサブナクもイトの傍そばに着地した。

　その音にアインザッツとプロケルは驚おどろいた様子で振ふり返った。アインザッツの手にはレントが見つけたものよりさらに長い箱が二つ抱えられていた。そしてそれぞれの箱の上には、パルティータとフーガに似た人形がちょこんと座り、箱に括くくりつけられている。

「イト……！」

　イトが何かを言う前に、プロケルがこちらに駆かけてきた。イトが身構え、怪け訝げんそうに目を細めていると、プロケルは無防備そのものの様子でイトの手を取り、紙かみ袋ぶくろを渡してきた。

「これ、イトに会ったらあげようと思って、ずっと持ってたんだ。あげる。スイミンヤク？　は、入ってないよ。僕はえろじゃないから。だからちゃんと食べて。ね？」

　プロケルはそう言って紙袋を押しつけた。甘い匂においのする紙袋の中には、色よく焼けたビスケットが入っていた。行動の意味がよくわからず、イトはプロケルを見つめ返す。

「……僕も前、イトに助けてもらったから。今度は僕の番」

　プロケルは人間界に来た当初、魔ま力りよくが足りずに消えそうになっていた。一度目はイトの血を、二度目はサブナクの魔力をプロケルに分け与あたえた。その時のことを言っているのだろう。

　悪魔とは思えない天使の微笑ほほえみをイトに向け、プロケルはアインザッツの傍かたわらに戻った。アインザッツはプロケルに微笑んでから、イトを心配そうに見み遣やった。

「もうお腹なかは減っていませんか？　よろしければ、私が何か──」

「食い逃げはしてませんから!!　腹も減ってません！」

　プロケルも先ほどの神父達と同じく、イトが空腹に耐たえかねて食い逃げをしたと思ったのだろう。顔を真っ赤にしてイトがそう言うと、アインザッツは安あん堵どの表情で頷うなずいた。

「そうですよねえ……。イトくんはそんなことをする子ではないですから、おかしいと思っていたんです。この街の人々なら、一度ぐらい奢って下さるでしょうし」

「自分の飯代ぐらいちゃんと払はらいます！　よりによって何で食い逃げ……！──笑うな！」

　もう一度言うと、サブナクが再び笑い出し、イトがその頰ほおをひねり上げた。と、アインザッツの優やさしい声がイトを振り向かせた。

「選よりに選って、でしょう。その程度でしたら、あなたを捕まえた後、間ま違ちがいだったと言っても、あなたに妙な嫌けん疑ぎはかけられませんから」

　フーガやアインザッツは、まだイトを教会に連れ戻すつもりがあるのだろうか。イトは一いつ瞬しゆんそう考えたが、すぐに首を振ってやめた。今はそんなことを考えている場合ではない。

　イトとサブナクは、アインザッツの持つ二つの箱を見つめた。箱は何な故ぜか濡ぬれていた。もしかして、川の中にでもあったのだろうか。

「それ、どこに……」

「それが、大変申し上げにくいのですが……」

　アインザッツは控ひかえめな笑えみで、珍めずらしく視線を逸そらした。嫌いやな予感に、イトとサブナクは同時に苦い顔をした。言い辛づらそうなアインザッツを見上げて、プロケルが代わりに言った。

「倒たおれたゴミ箱を掃そう除じしてたら、ゴミ箱の中にあったよ。汚よごれてたから、ここで洗ってたんだ」

「あのクサレ死体屋、殺す……ぜってえ殺す」

　まるでネウマが目の前にいるかのように鋭するどい視線で、サブナクは怒ど声せいを轟とどろかせた。

　イトはアインザッツを真っ直すぐに見つめ、真しん摯しに言った。

「アインザッツ司教。それは……本当にただのゴミなんです。だから俺が捨て──いっ！」

　ゴン、とイトの頭頂部にサブナクの額が打ち付けられた。サブナクは青筋をひくつかせて、頭を押さえるイトの胸むなぐらを摑つかむ。

「誰の【身体からだ】がゴミだとコラ……！」

「ゴミだろお前の【身体】なんだから！」

「ああ!?　今何つったクソガキ！」

　アインザッツの笑い声が聞こえてきて、イトとサブナクは睨にらみ合いを中断して彼を見つめた。

「すみません、あまりにもあなた方が微笑ましくて、つい。元気に仲良くしているあなた方を見るのが、私はとても好きですよ。ずっとそうしていて欲しいと思っています」

「お言葉ですが嫌です!!」

「全力で嫌がるな！──ンなことより花畑神父。それを寄よ越こせ。それは俺のもんだ」

　即そく答とうしたイトに怒ど鳴なってから、サブナクは微笑ましそうに笑うアインザッツに視線を移す。

　手を出したサブナクに対し、アインザッツは笑みを弱め、視線を下げた。

「アインザッツ司教……？　あの……」

　箱を抱える腕うでに力が込められ、アインザッツはゆっくりと口を開いた。

「……あなた方には申し訳ありませんが、やはりこれは……渡わたせません」

「おいおい、お前らは誰に恩があるんだったかなあ？」

　サブナクの恩着せがましい言葉に、アインザッツは慌あわてて顔を上げた。

「もちろん、プロケルを救ってくださったあなた方にはとても感謝しています。出来ればこれはお渡ししたい。ですが……これを渡せばイトくんはどうなります？」

「……パルティータから聞いたんですか？」

「それもありますが……あなたはどこか、私と似たようなところがありますから。いつかこうなるような気はしていましたよ」

「似てる？　俺と、アインザッツ司教が……？」

「……悪い部分だと、パルティータには言われました」

　イトには彼と自分が似ているところなどまったく見み出いだせない。考えている暇ひまも、今はない。

　イトはアインザッツを見み据すえて、刀の柄つかを握にぎる。これを抜ぬくことにならなければいいと思いながら、イトは口を開いた。

「俺はそれを手に入れなきゃいけません。あなたに手て荒あらな真ま似ねはしたくないんですが」

「ええ、私もです。あなたは仲間ですから。ですから、どうか退ひいて頂けませんか？」

　返事の代わりに──そして迷いを断たち切るように、イトは刀を抜いた。恐おそらくイトが今まで戦ってきた中で、最もやりにくい相手だ。

　悲しげにアインザッツは微笑む。

「……そうですね。これはあなた方にとって、どんな宝物よりも大切なものなんですよね」

　謝るようにイトに目を伏ふせてから、アインザッツはプロケルに箱を手て渡わたした。その際、プロケルの顔が怯おびえるように引きつっていた。

「やっとやる気になったかよ。だがお前は丸まる腰ごしだ。それで俺達にどう対たい抗こうするつもりだ？」

　サブナクが挑ちよう発はつするように言うと、プロケルが顔を上げた。怯えたような表情でアインザッツを見上げている。アインザッツは安心させるように笑ってから、プロケルの髪かみと頰を撫なでた。プロケルの表情が怯えから悲しみに変わる中、アインザッツは左手の手て袋ぶくろを外した。

　彼の左の手の甲こうには、銀色の蔦つたのような痣あざが広がっていた。彼の身体に眠ねむっている、フォルネウスという悪魔との契けい約やくの証あかしだ。イトも一度だけ見たが、以前見た時とどこか様子が違ちがった。

（あの痣……あんなに大きかったか？）

　以前見た時は手の甲だけにあったはずだ。しかし今アインザッツが晒さらしているその痣は、手首まで広がり、さらにその奥にも続いているようだった。

　アインザッツの優しい笑みが、傍らのプロケルを見下ろした。

「プロケル、お願いします」

　いつもと変わらない穏おだやかで優しい声だったが、プロケルの身体は小刻みに震ふるえている。アインザッツがプロケルの頰に触ふれようとすると、彼は半歩ほど後あと退ずさり、それ以上はいけないと自制するように足を止めた。

「優しいですね、あなたは」

　痛みを堪こらえるように箱をぎゅっと抱だき締しめ、プロケルは首を振った。

「違う……。僕は、優しくない……っ。だって、だって僕は──」

（何だ？　あの二人……）

　イトが訝いぶかしげに見つめていると、サブナクの楽しげな声が背後から聞こえた。

「イト、さっさと終わらせるぞ。……フォルネウスと同じ顔を切り刻めるいい機会だ」

　アインザッツは、サブナクの首を刎はねた悪魔、フォルネウスとまったく同じ姿をしている。性格は真逆のアインザッツとフォルネウスだが、彼にはそんなことは関係ないらしい。

「待っ……！」

　イトが制止の声を上げた時には、右目に熱が宿り、身体はイトの意志とは関係なくアインザッツへと駆かけ出していた。サブナクの力に支配されたイトの身体は、刀の切っ先をアインザッツの首に向けた。イトが止めようとした──その前に、イトの身体は後方に吹ふっ飛んでいた。

（え……？）

　サブナクが何かしたのかと思ったが、そうではなかった。イトの身体はアインザッツの左手に弾はじかれていた。刀を素す手でで弾いて無事では済まない。まして、今のイトの身体はサブナクの魔力で強化されている。生身の人間に弾けるはずがない。

　危あやうく川に落ちそうになり、受け身を取って体勢を立て直す。その途と端たん、聞こえてきたのはアインザッツの心配そうな声だった。

「イトくん！　すみません、怪け我がをさせるつもりはないのですが……。私も、うまく調節が出来ないんです。本当にすみません。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「い、いえ……えっと、大丈夫、です……」

　イトを心配する声に思わず力が抜け、立て直した体勢がわずかに崩くずれる。

（それより、今の力は──）

　イトの傍そばにサブナクが立ち、アインザッツを見つめた。正確には、アインザッツの左手を。

　彼の左手の痣は、銀色から朱しゆ色いろに変わり、燃えるように蠢うごめいて輝かがやいていた。それを見たサブナクが大きく舌打ちする。

「やっぱまだフォルネウスと繫つながってやがったな」

「え……。繫がってる、ってことは……」

　アインザッツと契約したフォルネウスは、イトの両親が死ぬ原因を作り、サブナクの首を刎ねた、因いん縁ねんのある悪あく魔まだ。彼はアインザッツの身体の中で眠っていて、アインザッツの許可なく表に出て来ることはない。ということは、アインザッツが許したのだろうか。

「いや、そいつは花畑神父だ」

　イトの懸け念ねんを、サブナクの言葉が消す。アインザッツも頷うなずいて、自分の胸を押さえた。

「フォルネウスさんは私の中でずっと眠っていらっしゃいますから」

「じゃあ、その魔術は何なんですか……？」

「時々、少しだけ力を貸して頂いています」

　アインザッツは生まれた時からフォルネウスの魂たましいをその身に宿していた。そのため、両親や住んでいた村の者とはまったく違う姿で生まれた。彼の身体は最初からフォルネウスの魂を宿し、フォルネウスが出て来るために作られたものだった。フォルネウスが何らかの手を加え、アインザッツが魔術を使えるようにしたのだろう。

「だがお前に魔力はない。その魔力の源は……そいつか」

　サブナクはアインザッツを鋭するどく睨み、プロケルに視線を移した。アインザッツの後ろで俯うつむいていたプロケルの肩かたがびくりと揺ゆれた。長い髪に隠かくれ、その顔は見えない。アインザッツは一度プロケルを振ふり返ってから頷いた。

「プロケルの集めた魔力をこの手に宿して使えるよう、フォルネウスさんと契約したんです」

「何でそんなこと……！　そんなことして、フォルネウスがただで済ませるわけがない！」

　第一、人間が魔術を使えるはずもない。何かを代だい償しようにしているはずだ。

「その魔術を使う代償は──お前の命ってとこか？」

　サブナクはアインザッツと、彼の背後のプロケルを見つめ、笑いながら言った。プロケルは自分の胸むな元もとをぎゅっと握る。その手が震えていた。

　アインザッツはサブナクの言葉に静かに頷いた。

「そうです。私の命を削けずった分だけ、魔力を使えるんです」

「そんなの……フォルネウスに利用されてるだけでしょう！　あなたの身体さえなくなれば、フォルネウスは自分の身体に戻もどれる。だからそんな契約にしたに決まってる！　命を削るなんて、今すぐやめてください！」

　アインザッツは自分の胸を押さえて、川のせせらぎのように穏やかに言葉を続けた。

「確かに、フォルネウスさんに利用されているのかもしれません。ですが何もない私には、代償に出来るものなど、命ぐらいしかありませんでしたから」

　その言葉は、イトの喉のどを詰つまらせた。

　アインザッツが魔力を使う代償は、その命。そしてサブナクが魔物を滅ほろぼすための代償もまた、イトの命だ。何もないイトには、そのぐらいしか差し出せるものがなかった。

　イトが今アインザッツに言った言葉は、すべて自分にも返ってくるものだった。

「私は少しでも強くなりたかったんです」

「……っあなたはそのままで良かったはずだ！」

　アインザッツはイトの言葉を嬉うれしそうな笑えみで受け止めてから、ゆっくりと頭かぶりを振った。

「私は、ずっとこの世界にいらない存在だと思っていました。ですが、プロケルが私を必要として下さって、ようやく自分が存在することを認められました」

　自分のせいで両親を追い詰めて死なせてしまったアインザッツにとって、彼の姿、存在自体が罪の証だったと以前語っていた。そんな彼が、やっと自分で自分を認められた。

「……自分が存在することを良しとすると、今まで何とたくさんの人に助けられ、支えられて来たのだろうと気付きました。いえ、もちろん今までもわかっていて、感謝はしていましたが……今思えば、どこか現実感がなかったように思います」

　それを後こう悔かいしているのだろう。アインザッツは痛みを堪えるように、胸の前で手を握った。

「だからこそ以前よりもっと、その人達を大切にしたいと思ったんです。私を助けてくれた人達や、私を大切に想おもってくれる人のために、私は変わりたい。大切な人達を護まもり続けるために、力が欲しかったんです。何もせずにはいられませんでした」

　何か言いたいのに、イトの口は何の言葉も発することが出来なかった。アインザッツの主張を否定する言葉が出て来ない。出て来ても、それはイトにも返ってくる。

　サブナクが突とつ然ぜんイトの頭を小こ突づき、イトと代わるようにアインザッツに向き直った。

「お前がフォルネウスと何をどう契約しようと俺には関係ねえ。その箱を渡わたさねえなら、お前を殺して奪うばうだけだ」

「私は、あなたを傷つけるつもりはありませんし、イトくんを死なせたくもありません」

　イトが目を瞠みはってアインザッツを見上げると、彼はいつもの穏やかな微笑ほほえみを浮うかべた。

「イトくんもサブナクさんも、私にとって大切な存在ですから。ずっと今のまま、仲良しでいて欲しいんです」

　──今のまま。

（それは、サブナクが首だけのまま、ずっと【身体からだ】を探すってことか……？）

　一いつ瞬しゆんよぎったイトの考えを握にぎり潰つぶすように、サブナクが不ふ機き嫌げんな声を発した。

「フォルネウスと同じ顔と声で気色悪わりぃことほざいてんじゃねえ。それにイトは俺のもんだ。どうしようと俺の勝手なんだよ」

　今のままではいられない。イトとサブナクには、魔物を滅ぼすという野望がある。

「……誰だれがお前のだ。お前こそ寝ね言ごと言うな」

　刀を握り直し、今度は自分の意志で、イトはアインザッツに刀の切っ先を向けた。

「アインザッツ司教も命を賭かけて願ったのなら、俺の気持ちはわかるはずです。俺は退ひかない」

「……私もです」

　悲しげに微笑んだアインザッツを見て、イトは右目に意識を集中させる。アインザッツの痣あざが燃えるように揺らめき、彼は左手をイトに向けた。しかしその手が魔術を発動することはなかった。

「ダメ……！」

　プロケルが抱かかえていた箱を手放し、アインザッツの左ひだり腕うでを摑つかんでいた。アインザッツは驚おどろいてプロケルを見下ろす。

「プロケル、何な故ぜ……」

「ごめんなさい……。僕、あなたの気持ちを大事に出来ないみたい」

　目に涙なみだを溜ためてアインザッツに微笑んでから、プロケルは彼に背を向けて立った。人間にしては整いすぎた顔が、真っ直すぐイトと対面する。

「僕が相手をする」

　イトの前に立ちはだかったプロケルを、サブナクは鼻で笑った。

「お前が相手になるとでも思ってんのかよ。死にてえのか？」

「……この人が魔術を使わないで済むのなら、それでいい」

「いけません、プロケル！」

　アインザッツの伸のばした手をプロケルはするりと避よけ、前方へ進み出て、イトに言った。

「僕はあの人を護りたい。……もうあの人に傷ついて欲しくない」

　痛々しい笑みに、イトの胸もつきりと痛む。イトは迷いを断たつように、柄つかを握った。

「……誰が相手でも、俺はもう退けないんだ」

　イトは刀を振り上げ、プロケルに向かって振り下ろす。プロケルの瞳ひとみが輝き、その刃やいばを素す手でで防いだ。が、イトの右目が光ると、刀はプロケルの手を押し返した。あまりにあっさりと破れたプロケルの魔術に、イトの方が目を瞠り、慌あわてて距きよ離りを取った。

「プロケル！　やめてください！」
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「大だい丈じよう夫ぶ。そこにいて。それ、渡せないでしょ？」

　アインザッツの悲鳴のような声にも、プロケルは動じずに微笑んでそう言った。

　掌てのひらから鮮せん血けつを滴したたらせているプロケルを見て、イトは気付いた。プロケルの役目は、フォルネウスのために魔力を集めることだと言っていた。自分でその魔力を使うことは出来ない、と。

（そうか……プロケルは魔力を蓄たくわえるだけの存在で、プロケル自体の魔力は強くないんだ）

　だからサブナクが少々の魔力を込めただけで、押し返せた。力の差は明らかだ。なのに、プロケルはまだ退こうとせず、イトをじっと見み据すえた。

「僕、イトのことは好き。死んで欲しくない。だけど、──にも、死んで欲しくない……」

　口元は確かにアインザッツの名前を口にしていたが、声にはなっていなかった。

　アインザッツが何か言おうと口を開いたが、それを待たずにプロケルはイトに向かって来た。全身が髪かみと同じ淡あわい金色に輝かがやき、彼の周りに羽根のようなものが浮かんだ。本当に天使のようだが、その羽根はイトを目め掛がけて無数に飛んできた。一つが肩を掠かすったが、それ以外はサブナクのアシストもあって全すべて避けきった。プロケルは肩で息いきをしていたが、それでも退く気はないらしく、イトを見つめる。

「プロケル、もうやめてください！　あなたが消えてしまいます！」

　アインザッツの声にも振り返らず、プロケルは首を振った。いつもアインザッツの後ろにいて、彼の言うことを素直に聞いていたプロケルが、彼の言葉を拒きよ否ひする。それだけプロケルは、アインザッツを案じている。

（どいつもこいつも……って、感じだよな）

　内心で自じ嘲ちようして、イトは刀を握り直し、再び向かってくるプロケルの胴どうを薙なぎ払はらった。プロケルの瘦そう身しんは宙に飛ぶ。地に叩たたきつけられる前に、アインザッツがプロケルを抱だき留めた。

「プロケル！」

「大だい丈じよう、夫ぶ……。あなたは、あの箱を、守って……」

　呻うめいてはいるが、プロケルは血に濡ぬれてはいない。その様子にサブナクは舌打ちした。

「勢いがいいと思ったら峰みね打うちかよ。ったく……」

「待て、サブナク」

　二つの箱に向かったサブナクを、イトは鞘さやで制した。怪け訝げんそうに睨にらむサブナクを一いち瞥べつする。

「俺が行く」

　言いながら、イトはアインザッツの前に進み出た。後ろでサブナクの面めん倒どう臭くさそうなため息が聞こえたが、彼がこちらへ向かってくる気配はなかった。

　イトはプロケルを抱きかかえるアインザッツの前に立つ。

「あなたもプロケルと同じことをしてます。プロケルは今まで、やめろなんて言わなかったんでしょうけど、パルティータ達が知ったら、きっと怒いかり狂くるいますよ」

「……そうかも、しれませんね」

　アインザッツがそう言うと、苦しげに目を閉じていたプロケルが目を開けて彼を見た。朱しゆ色いろの目でアインザッツを見つめながら、プロケルは無言で彼の服をぎゅっと握った。

「アインザッツ司教は、死んではいけない人間なんです。あなたがどれだけ自分を軽く見てるかはわからないけど、あなたはたくさんの人を救ってきたんだ」

「……その言葉は、あなた自身にも向ける言葉ですよ、イトくん。私とプロケルは、あなたに救われたんですから」

　アインザッツの言葉はイトの胸に刺ささる。しかしそう言ったアインザッツの表情も少し苦しげだった。イトは胸の痛みに気付かないふりをして、アインザッツに言葉を向けた。

「自分の価値は、自分じゃわからない。違ちがいますか？　俺は自分が許されない存在だと思ってる。あなたも、そうなんだ。誰に許されても、自分で自分を許せない。それでも……」

「ええ。罪を贖あがないたいと藻も搔がいているから、ここにいるのでしょう」

　無力な自分ではいられない。何かしないと、犯おかした罪の重さに耐たえられない。せめて、もっとマシな人間にならないと。──自分を犠ぎ牲せいにしてでも。

　誰かを悲しませないと、その愚おろかさに気付けない。裏返せば、それだけ自分を大切にしてくれる人に出会わないと、気付けなかった。

　アインザッツが顔を上げた。彼が何か言う前に、イトは口を開く。アインザッツに先に諭さとされたら、気持ちが揺ゆらいでしまいそうだった。何を言われてもただ目的だけを見ていた以前の自分には、考えられないことだった。

「あなたが守るべきなのは、あなたの大切な人達の笑え顔がおです。あなたが死んだら、その笑顔は失われてしまうんです」

「あなたもですよ」

　水面の光のように、アインザッツの瞳はイトの言葉を反射する。

「イトくんが私を思うように、イトくんも、自分のことを大切にしてはくれませんか？」

　顔を逸そらし、イトはその言葉を無視して続けた。

「──魔ま物ものの脅きよう威いは、俺がなくします。だからあなたは、あなたを大切に思う人達を幸せにしてください。あなたなら、それが出来る」

「イトくんにも出来ます。いえ、あなたでなければ笑顔に出来ない人達ばかりです。欠けてはいけないんですよ、あなたも、そして──」

　アインザッツは唐とう突とつに言葉を止めた。唇くちびるが動くが、彼は苦しむように息を詰つまらせていた。

　ほっそりとした手が、アインザッツの手に重なる。プロケルはアインザッツを見つめ、懇こん願がんするようにその手を握にぎる。

「あなたも、欠けちゃいけない」

　プロケルがそう言うと、アインザッツは詰めていた息を吐はき出し、泣きそうな顔で微笑ほほえんだ。

　もう一度イトに向き直り、アインザッツは言葉の続きを口にした。

「ええ。そうです。イトくんも──私も、欠けてはいけない。そうでしょう？　ここは、私達の居場所です。私達がいることで、この場所は形成されているんです」

　アインザッツはイトに手を差し出す。イトはその白い掌を見つめてから、彼の銀色の瞳を見据えてきっぱりと言った。

「ごめんなさい」

　この手を取れば、また今までのような温かい日々が送れるのかもしれない。いや、きっと送れる。──けれどそれでは、サブナクとの野望は果たせない。

　アインザッツはわかっていたようだ。手を下ろし、その手でプロケルの腕うでに触ふれた。

「──俺は、俺のことを大切に想おもってくれる人達の気持ちよりも、俺の願いを取ります。あなたには、そうならないで欲しい。俺はあなたに生きていて欲しいです。アインザッツ司教なら、その気持ちを無視しないでくれるでしょう？」

「……私は、幸せ者ですね。生きていて欲しいと思ってくれる人がいるなんて」

　アインザッツが幸せそうに微笑み、イトもそれにつられた。

「そうですよ。だからもう、命を削けずるなんてこと、やめてください。プロケル。お前だって、嫌いやなら嫌って言えよ。アインザッツ司教は、頑がん固こかもしれないけど……お前の気持ちを無視する人じゃない。ちゃんと気持ちを受け止めてくれる人だ」

　プロケルはしばらく目を瞠みはってイトを見つめていたが、そろそろと様子を窺うかがうように、アインザッツを見た。彼がプロケルを安心させるように微笑むと、ようやく口を開いた。

「……あなたが魔ま術じゆつを使うと、ここが痛い」

　胸に手を当てて、綺き麗れいな顔を悲痛に歪ゆがめてプロケルは言った。

「……独り善がりな行動は、お互たがいを傷つけるって、あなたはフーガに言ってた」

　昨夜の司教室で、勘かん違ちがいしたアインザッツがフーガに言った言葉だ。プロケルの言葉を聞いて、イトはこんな時なのに吹ふき出しそうになって慌てて口を引き結んだ。プロケルは真しん剣けんだ。サブナクは構わず笑っていた。そんなイトとサブナクを一度不思議そうに見てから、プロケルは再びアインザッツを見上げて言った。

「僕は、難しいことはわからない。ただ、あなたが傍そばにいてくれればいい。それだけなんだ」

　そう言い切って、プロケルは息をついた。アインザッツに意見を言うことも、彼にとっては勇気のいる行こう為いなのだろう。震ふるえていたプロケルの頭を、アインザッツはそっと撫なでた。

「たったそれだけのお願いも……私は叶かなえようとしていなかったのですね。本当に独り善がりで、あなたを傷つけたんですね。……ごめんなさい」

　アインザッツが謝るとプロケルは慌あわてて首を振ふり、何か言おうとした。しかし先に涙なみだが溢あふれ、言葉はアインザッツの胸の中に消えた。

　イトの頭の中に不意に「ずっと仲良くしていて欲しい」と言ったアインザッツの言葉が浮うかんだ。イトとしてはアインザッツとプロケルこそ、ずっとこのまま仲良くしていて欲しい。

（余計なお世話……かな）

　そう思いながらも、イトは思いついた言葉をプロケルに向かって口にしていた。

「プロケル、出来るなら、魔術を使わないように契けい約やくしといた方がいいと思うぞ。この人、些さ細さいなことでポンと使ってしまう気がする」

　プロケルは慌ててアインザッツの服を摑つかんで首を振る。

「だ、ダメ！　絶対、ダメ……！」

「そんなことは──」

「あります。絶対あります。何なら嫌だけど、賭かけてもいい」

　イトが言ったその単語に反応したのは、暇ひまそうにしているサブナクだった。

「お、じゃあ賭けるかイト？　お前いくら賭ける？」

「賭けない。物の譬たとえだバカ！」

「ノリ悪わりぃなぁ。──だが、そいつに契約が出来るんだかなぁ」

　サブナクの言葉が聞こえたのか、プロケルは一度彼を睨んでから、アインザッツを見上げた。

「僕と、契約して。もう魔術を使わないって言って」

「フォルネウスの契約の上からか？　奴やつに作られたお前に、それが出来んのか？──そいつの名すら呼べねえお前が」

　サブナクの低い声にプロケルは顔を引きつらせた。

　そこでイトは、プロケルが一度もアインザッツの名を呼んだことがないことに気付いた。それほどまでに、プロケルの中のフォルネウスは大きな存在なのだ。

　プロケルは彼を作ったフォルネウスを探すために、自分が消えることも構わず人間界までやってきた。アインザッツを大切に思っているが、フォルネウスは親のようなものだ。否いな、プロケルにとってはそれ以上に逆らえない存在のはずだ。プロケルが今アインザッツと交かわそうとしている契約は、逆らえない存在であるフォルネウスの契約を使えなくしようとしている。

「お前は悪あく魔まとしてまだ不完全だ。性別がねえのもそのせいか？　ま、とにかく、そんなお前がフォルネウスの契約を押さえ込めるんだかなぁ。それにお前がそいつと契約したら、もうフォルネウスの下もとには戻もどれねえかもしれねえな？」

　からかうような口調だが、サブナクの言葉は煽あおっているのか事実なのかわからない。しかしプロケルはその言葉を事実と受け取ったようだ。

　アインザッツが心配そうに肩かたを持つと、プロケルは顔を上げた。優やさしく微笑むアインザッツを見て、プロケルは驚おどろいたような顔をすると何度か瞬まばたきした。その間に手の震えが止まり、その手をゆっくりとアインザッツの頰ほおに伸のばした。

「不思議……。あなたを見たら、何にも怖こわくなくなった」

　怯おびえた表情を完全に消し、プロケルはアインザッツの瞳ひとみを見つめて言った。

「僕はあなたと一いつ緒しよにいたい。今度魔術を使う時は──僕は僕の全すべての魔ま力りよくをあなたに注ぎ込んで、僕も消える」

「そんな……っ」

「あなたが命を賭けるなら、僕も命を賭ける。一緒がいい」

　プロケルが微笑むと、アインザッツは一度目を伏ふせ、しっかりとプロケルを見つめた。

「……わかりました。もう魔術は使いません。プロケル、あなたに誓ちかいます」

　アインザッツがそう言うと、プロケルは嬉うれしそうに微笑んだ。

「うん。じゃあ、ずっと一緒にいてね。──アインザッツ」

　プロケルははっきりとその名を呼んで、アインザッツの額に口付けた。プロケルが口付けた瞬しゆん間かん、イトはアインザッツの左手にある痣あざに、果実のような朱しゆ色いろの痣が浮かび上がるのを見た。

　プロケルが頰を包んでいるせいで、アインザッツの表情はよく見えない。ただ、彼の白い頰から、光る雫しずくが一筋落ちた。

「……よくお前が邪じや魔ましなかったな」

　イトがちらりとサブナクを見上げてそう言うと、彼はニヤリと笑った。

「あの花畑が生き延びりゃ、その分フォルネウスは自分の身体からだに帰るのが遅おそくなる」

　フォルネウスは魂たましいだけをアインザッツの身体に宿し、身体は魔ま界かいにあると言っていた。サブナクはさらに笑えみを深める。

「その前に俺が魔界に帰ってフォルネウスの身体を消し去れば、奴は死ぬしかなくなる」

「お前……。そっちが目的かよ……」

「あ？　それ以外何があんだよ？　つーかさっさと俺の【身体】を返せ」

　サブナクが言うと、アインザッツはプロケルと共に立ち上がった。二つの箱を手にして、イトの前に進み出る。アインザッツは悲しげに微笑み、イトに【身体】が入った箱を差し出した。

「……あなたの思いは、よくわかります。私はあなたを止める術すべを持ちませんが……やはり納なつ得とくも、出来ません。それだけは、覚えておいてください。私はあなたが大好きですよ」

　微笑むアインザッツの言葉に何も返せず、イトはただ無言で、彼が差し出してきた箱に手を伸ばした。箱に触ふれた瞬間──

　パン、と空気を裂さく大きな音がして、アインザッツの手から二つの箱は宙を舞まっていた。イトもアインザッツも驚き、その場から弾はじかれるように後退した。宝箱と一緒にあった人形が爆ばく発はつしたのかと思ったが、そうではない。

　もう一度破は裂れつ音がした。聞いたことのあるその音に、イトは慌てて箱に手を伸ばし、一つを抱かかえて転がるように後退する。パルティータの人形が乗っている方だ。もう一つ、フーガの人形の乗った箱は、白い鞭むちが絡からみつき、橋の上にいる者の手に渡わたった。箱を受け止め、橋の上からイト達を見下ろすと、彼女はアインザッツとプロケルに笑いかけた。

「そうよアインザッツ、プー。あんた達がイトを止める必要はないわ。あんた達はいつまでも、ただぼけーっと笑い合ってればいいの」

　イトへと視線を向け、パルティータは艶つややかな唇くちびるで微笑ほほえんだ。

「この子を止めるのは、私の役目なんだから」







[image: 第三章　親友]




　パルティータは空に向けて銃じゆうを撃うった。白い煙けむりが尾おを引きながら、空へ上っていく。銃をしまうと、パルティータはイトとサブナクにニヤリと笑いかけた。

　パルティータは手にした箱の上に座っている兄の人形を見つめ、くすりと笑った。

「よく出来てるけど、目元はもっとエロくすべきね。エロ眼鏡なんだから」

「イト、殺せ！」

　サブナクの轟とどろくような怒ど声せいと共に、イトは手にしていた宝箱をサブナクに渡わたし、地を蹴けった。橋の上までは人の跳ちよう躍やくでは到とう底てい及およばない無理な高さだ。しかしサブナクの力に強化されたイトの身体は、すでにパルティータの頭上にあった。

　イトは覚かく悟ごを決め、パルティータに刃やいばを振り下ろした。

「邪魔をするなら、お前でも倒たおすって言ったはずだ！」

　パルティータはイトのその言葉を、むしろ心ここ地ちよさそうな笑みで受け止めた。イトの斬撃をダンスのステップでも踏ふむように優ゆう雅がに躱かわし、彼女はくすりと笑った。

「いいわよ、やってみな。──出来るものならね」

　破裂音を響ひびかせながら、白い鞭はイトの刀に絡みついた。刀にぎっちりと鞭が何重にも絡まる。しばらく拮きつ抗こう状態が続いたが、突とつ然ぜんパルティータが背後を振り返った。

　そこにはパルティータの頭を摑もうとするサブナクの手があった。さすがの彼女も不意を突つかれたらしく、法術で対抗するより先に身体を捻ひねって避よけた。サブナクが舌打ちして、パルティータに向けた手を振った。すると指先から、小さな紅あかい雫が散った。

「不味まずそうな血だな」

　イトとサブナクから距きよ離りを取ったパルティータの頰には、細い傷から血が流れていた。手の甲こうで頰を拭ぬぐい、パルティータはサブナクを鋭するどく睨にらみつけた。

「……死体の身体のくせに、やってくれるじゃない。次やったら確実に消してやるわ」

「次は俺様自身の身体で直々に殴なぐり殺してやる。光栄に思え」

　舌打ちしたパルティータは、サブナクの持つ箱を見て、目を軽く瞠みはる。

「そっちのは私の人形なのね。モデルがいいから可愛かわいいわね。近くでよく見せてくれない？」

「もう少し下心を隠かくす気はないのかお前！」

　不自然な優しい微笑みにイトが怒ど鳴なると、パルティータは諦あきらめたように肩を竦すくめる。

「どうせ渡す気はないわよね。私も渡さないもの。教会が責任持って永遠に封ふう印いんして、もう決してその木偶でく悪魔に戻ることはないわ。……私が昨日見つけたもう一つも、ね」

　やはり昨夜の爆発は、パルティータが見つけた宝箱についていた爆ばく弾だんのものだったらしい。

　パルティータは思い出したようにくすくすと笑い出す。

「あーんな街中の目立つところにあるなんてね。簡単すぎて笑っちゃったわ」

「街中？　どこだよ。全部探したはず……」

　街中の目立つところなど、イトもサブナクも入念に探したはずだった。

「すごーく言いにくいんだけどぉ……」

　わざとらしく気まずげな顔をしてから、パルティータは口元に手を当ててプッと吹ふき出した。

「香こう水すい店で、リボンとお花で可愛らしーく装そう飾しよくされてたわよ？　プーの人形付きでね」

「見つけられるかよそんなの！　嫌いやがらせか、あの変態！」

　パルティータが簡単に見つけ、男二人で探して見つからないはずである。ここにはいないネウマがそこにいるつもりで、イトは欄らん干かんを蹴りつけた。その後ろから、サブナクが不ふ機き嫌げんそうな声をパルティータに向けた。

「香水店に、リボンと花だ……？」

「あんたの見苦しい【身体】を少しでも見かけ良くして、臭くさい死し臭しゆうを消すための選せん択たくじゃない？」

　パルティータの挑ちよう発はつに、額に青筋を立てつつ、サブナクも挑発の笑みで返した。

「お前こそ香水なんざ付けて、女の匂においに近付くつもりか？　このエセ女が」

　殺気をまき散らす二人の傍そばにいるイトは手に汗あせが滲にじんだ。どちらもどう仕し掛かけ、どう隙すきを突こうかと、挑発しながら真しん剣けんに睨み合っている。そんな中、イトはふと、サブナクの言葉の中に不可解な単語が混じったことに気付き、思わず口にしていた。

「エセ、女……？　え？　パルティータ、が……？」

　視線は自然と、パルティータに向かっていた。女め神がみのような美び貌ぼうも、急な曲線を描えがく身体も、ほっそりした手足も、全すべて女性のそれだ。どこからどう見ても、イトには女性にしか見えない。

「お、男なわけ……っ」

「いいや、俺にはわかるぞイト。奴やつからは女の匂いがしねえ」

　挑発なのか何なのか、サブナクは真剣な表情で言った。サブナクに指さされたパルティータは苛いら立だった目で彼を睨んでいたが、すぐにイトに微笑みかける。パルティータは自分の豊かな胸を押さえ、艶のある視線をイトに向けた。

「……触さわって確かめてみる？」

「ふざけんなっ！」

　結果が女だとしても男だとしても嫌だ。顔を紅くして大声で叫さけんだイトがおかしかったのか、パルティータは声を上げて笑った。

「安心しな。私はちゃーんと美女よ。だからほっぺのキスは恥はずかしがらずに誇ほこりな」

　からかわれたことに腹が立ち、イトはあえて真顔を作って彼女に言ってやる。

「は？　罰ばつゲームが何だって？」

　パルティータの笑みが怒いかりで歪ゆがんだ。サブナクが隣となりで大きく吹き出した。

「いいぞイッちゃん！　さすがは俺の契けい約やく者だ！」

　イトの言葉とパルティータの様子に、サブナクは大笑いしてイトの肩かたを叩たたく。

「ホンット可愛くないわね。私が女かどうかもわからない木偶に影えい響きようされたの？」

「女じゃねえだろうが。確かに生物学上は女かもしれねえが、お前からは女の匂いも男の匂いもしねえ。いや──人間だってのに、人間としての匂いすらも薄うすいじゃねえか。気色悪わりぃ」

　吐はき気を催もよおしたかのようにサブナクは大おお袈げ裟さに舌を出した。その様子にパルティータは苛いらついたようだったが、すぐにサブナクを鼻で笑った。

「ハッ。首だけの木偶に、気色悪いなんて言われたくないわね」

「それは言えてる」

　パルティータの言葉にイトがしっかり頷うなずくと、今度はサブナクが青筋を立てた。イトが同意するとは思わなかったのか、パルティータは目を瞠ってから大笑いした。

「イト。ホントあんた、面おも白しろいわね」

　ふいと顔を逸そらしてから、イトは瞳ひとみだけをパルティータに向けた。

「【神の子】……だからか」

　女からも男からも──人からも少し遠い存在。それでも人から生まれ、人と育った【神の子】。

　笑いを収めると、パルティータは肩を竦めた。

「【神の子】はね、同じ時代に複数いると、誰だれかが死ぬ際、その力は遺のこされた【神の子】が受け継つぐ事が出来るの」

　パルティータは胸に下げた十じゆう字じ架かを握にぎり込む。

「私も死んでいく彼女から力を受け継いで、歴代の【神の子】の中でも桁けた外はずれの力がある。その代だい償しようなのか、力を受け継いだ【神の子】は成長するほどに性差がなくなっていくの。なーんかバカみたいな学者は、より神に近付くためだとか言ってるけどね。ずっと清らかでいるためには性別がないのが究極だとか戯たわ言ごとも言ってたわね。ふざけんなっての」

　呆あきれたような口調で、しかしどこか寂さみしげにパルティータは言った。

「お前は……それでいいのか？」

「この力は私にとって宝物よ。大事な人がくれたものだからね。後こう悔かいは一度もしたことないわ」

　イトを見て、パルティータは誇らしげに笑った。どこか同意を求めるような視線にイトが視線を逸らすと、彼女は声を一段高くして笑った。

「でもぉ、せっかくこーんなに素す晴ばらしい顔と身体からだを賜たまわったんだから、大事に保つのも私の務めだと思うのよね。これを見せてあげないなんて、それこそ罪だわ。だからこうしてシスター服も大だい胆たんに改造してあげたの。お偉えら方がたは真っ赤になって怒おこってたけど」

　最後のセリフで堪こらえきれなくなったように、パルティータは悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべた。それでイトは彼女の格好の意味を察した。

「……お前、それただ上の連中に反はん抗こうしたいだけだろ。不良シスターめ」

「何とでも言いな。私は私。男だの女だの【神の子】だの、知るかってのよ。くだらないわ」

　パルティータらしい言葉にイトが苦く笑しようすると、彼女は不意に口角を吊つり上げた。

「いい時間稼かせぎになったわ。グラッツィエ。二つとももらおうかと思ったけど、ま、いいわ」

「時間、稼ぎ……？」

　パルティータとイトの声に被かぶさるように、遠くから何かが唸うなるような音がした。その音は徐じよ々じよに大きくなり、こちらに近づいてくる。音のする方向を見ると、バイクがこちらへ向かっていた。速度を落とすことなく、イトとサブナクに向かってくる。咄とつ嗟さに避よけると、運転手の舌打ちが聞こえた気がした。

　バイクは少し先で反転して戻もどってくると、パルティータの後ろで止まった。跨またがっていたのはフーガだ。先ほどパルティータが撃うった銃じゆうは、フーガに場所を知らせるものだったらしい。

　パルティータはバイクの後ろに飛び乗った。その手にはサブナクの【身体】が入った箱がある。

「待て！」

　イトが駆かけ寄った時には、すでにフーガはエンジンを吹かして動き始めていた。

「さっさと出しなエロ眼鏡！」

「黙だまれじゃじゃ馬！　振ふり落とすぞ！」

　エンジン音よりも大声で怒鳴り合いながら、フーガとパルティータの背中が遠ざかっていく。

「待てパルティータ！　くそっ……！」

　イトも追いかけたが、バイクで走り去る相手にはさすがに追いつけなかった。一度だけパルティータがこちらを振り返った。ニヤッと悪戯っぽく笑うと、彼女はイトとサブナクに向かってべーっと舌を出した。二人の額に同時に青筋が浮く。

「あいつ……！」

「殺す。あのエセだけはぜってえ殺す」

　アインザッツとプロケルも傍に来て、二人のバイクが去って行った方向を見つめていた。

「ああ、行ってしまいましたか……」

　イトに対しては申し訳なさそうだが、彼の顔には安あん堵どが滲み出ていた。複雑な表情で立ち竦すくむアインザッツの隣では、プロケルが拳こぶしを握りしめるイトをきょとんとして見つめていた。

　バイクの残ざん響きようが虚むなしく響ひびく中、イトは拳を橋に叩きつけた。

「くそっ！　あいつはああいう奴だってわかってたのに……！」

「パルティータは、ここの街の人を一人も死なせないと言っていましたからねえ……」

　アインザッツはイトに遠えん慮りよがちに微笑ほほえみかけた。当然、イトもその中に入っているのだろう。イトは思わずアインザッツから目を逸らし、視界に入ってきたサブナクの姿に駆け寄った。

　サブナクは不機嫌そうに目を眇すがめて箱を見つめていた。傍に寄ると、イトに箱を押しつけてくる。開けろということだろう。地面に箱を置いて、イトはパルティータの人形が乗った箱を開いた。隙すき間まから肌はだの色が見えたが、質感が人の肌ではなかった。箱を完全に開け放ち、イトは目を丸くした。それとほぼ同時に、全身に鳥とり肌はだが立った。

　箱の中に横たわっていたのは、サブナクの【身体】の一部ではなく、イトの人形だった。手にはご丁てい寧ねいに『残念でした！　これはダミーだよ！』と書かれたプレートを持っている。

　イトの人形を見下ろし、サブナクは舌打ちした。そういえば、右目が何も反応していない。

「やっぱりか。ったく、何で向こうを取らねえんだよ！」

「仕方ないだろ、咄嗟だったんだから！　向こうが本物だったのか……！」

　鳥肌が治まると、今度は怒りが湧わいてくる。自分の人形を握り潰つぶすように摑つかみ、イトは川に向かってその腕うでを振り上げた。

「あの変態！　紛まぎらわしいことしやがってー!!」

「イトくん！　もしかしたらそれも爆ばく弾だんでは……！」

　アインザッツの声にハッとし、イトは迂う闊かつにも投げ捨てそうになった人形を握り直した。息をついて冷静になると、持っているのも嫌いやになって、イトは人形を箱に戻し、ふと気付いた。

「これがダミーってことは、もう一つあるってことじゃないか……っ。早く探さないと……！」

　イトが呟つぶやいたその時、橋の向こうから駆けてくる小さな影かげが三つあった。

「イトー！　あ、アインザッツ司教もいる！　ねえねえ、面白いもの見つけた！」

　よく教会にも顔を出す、悪戯好きの男の子達だ。小こ柄がらなイトは彼らから仲間扱あつかいされていた。

「何やってんだ、家に入ってろ！　外出禁止令出てるだろ！」

　イトがそう言って叱しかるが、子ども達は不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「だって家の中つまんないんだもん。それよりさ、面白いもの見つけたから来てよ！　あのね」

　ちらりとサブナクを見て、少年はイトの手を引いて屈かがませ、耳元でこそこそと言った。

「お墓に、そっちの怖こわいおにいさんの人形があったんだよ！」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、イトは声を荒あらげて子ども達に詰つめ寄った。

「誰も触ってないだろうな!?」

「え？　う、うん……持ってこようと思ったんだけど、取れなかったんだ。何怒ってんの？」

　子ども達は顔色を変えたイトに少々気まずそうにする。イトは続けて怒ど鳴なろうとして、口を閉とざした。子ども達は、何な故ぜ墓場などに遊びに行ったのか。

「お前ら……何で墓場なんかにいたんだ？」

「お墓なら遊んでても誰にも見つからないよって、黒い服のおじさんが教えてくれたから」

　思い当たるのが一人しかいない。イトは子ども達に真しん剣けんに怒鳴った。

「危ない奴やつの言うことを聞くな!!　早く家に帰れ。この街は今、本当に危ない状態なんだ！」

　イトの剣けん幕まくに、子ども達もさすがに不安そうな顔をした。

「魔ま物もの、本当に来るの……？　ぼく達、死んじゃうの……？」

　少しやり過ぎたかと反省し、イトは子ども達に視線を合わせて言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。来ない。絶対に襲おそわせたりしない。お前らも死なせない」

「本当？　じゃあ外で遊んでても平気じゃん！」

「平気じゃない！　あー……えーっと。早く家に帰らないとこいつに食われるぞ！」

　イトがサブナクを指さして言うと、子ども達はべーっとイトに舌を出した。

「噓うそつけ！　人間が人間食うわけないじゃん！　イトの噓つき！」

　噓つき噓つきと茶ちや化かす子ども達に、イトは拳を固めた。その拳を突とつ然ぜんサブナクに摑まれた。

「いいや、食うぞ？」

　低い声に、子ども達はきょとんとしてサブナクを見上げる。と──

「い……っ！」

　イトが声を上げた。サブナクの犬歯がイトの手の甲こうに突つき刺ささり、紅あかい血が溢あふれる。血を啜すするサブナクから、イトは慌あわてて手を引いた。傷はすぐにサブナクが治したようだったが、血はまだ流れている。イトの血を呆ぼう然ぜんと凝ぎよう視しした子ども達の頭上から、低い声がかかる。

「俺は人間じゃねえよ。ガキや動物の方がこういうことには敏びん感かんなんだがなぁ。わかんねえか？」

　脅おどしではなく本当に咬かまれたイトを見て、子ども達は血の気の失うせた顔でサブナクを見上げる。子ども達の前にサブナクが屈み、子ども達は瞬まばたきすらせずにその紅い瞳ひとみを見つめた。

　サブナクが笑うと、血の付いた鋭するどい犬歯が覗のぞいた。たちまち子ども達の目に涙なみだが浮かぶ。

「大だい悪あく魔まサブナクって、知ってっか？」

「うわあああああああんっ！」

　子ども達は凶きよう悪あくな笑みのサブナクから逃にげ、アインザッツにしがみついて泣き出した。それを見てイトは面おも白しろそうに笑っているサブナクを怒鳴りつける。

「何してんだこのバカ！　絶対トラウマになったぞ！」

「あの生意気そうな感じがお前のさらにガキの頃ころを思い出させてな。つい突つつきたくなってよ」

「ホント、最低だなお前……っ」

　拳をサブナクに向けようとして、イトはぴたりと手を止め、時計を見た。十一時を少し過ぎている。もう時間がない。イトがアインザッツを見ると、彼は子ども達を宥なだめながら頷うなずいた。

「この子達は私が責任を持って送り届けます。心配しないで下さい」

　だから行って下さい──アインザッツの優やさしい瞳がそう言っていた。

　子どもを送り届けるとなると、万が一爆ばく発はつするかもしれない人形は持たせられない。イトは宝箱にイトとパルティータの人形を一いつ緒しよに入れて、サブナクと共にその場を走り出した。







　墓場に行くのは、思えばこの街に来た日以来だ。こんな日でなくとも静かな墓場だが、今日は一段と静かな気がする。

　イトとサブナクは手分けして墓場を探した。しばらくして、イトはある墓石の後ろに、サブナクの髪かみに似た黒っぽい紅色を見つけた。イトが覗き込むと、そこには人形が座っていた。

「あっ……た？」

　思わず声を上げかけたが、イトは途と中ちゆうで首を傾かしげた。

　イトの前では、サブナクに似た目つきの悪い人形が『ここに眠ねむる』と書かれたプレートを持っていた。隣となりにやってきたサブナクも自分の人形を見下ろす。イトは苦い顔で彼を見上げた。

「トイレとかゴミ箱とか可愛かわいく装そう飾しよくされてたりとか……この街の破は壊かいより、嫌がらせを重視して選んでる気がするな……」

　イトが呆あきれたように言った直後、サブナクは人形を容よう赦しやなく蹴けり飛ばした。

「これじゃ俺の墓みてえじゃねえかあの野や郎ろう！」

「爆弾なんだから蹴るなー！」

　幸い蹴った衝しよう撃げきで爆発することはなかった。しかし落ちた時の衝撃を考えて、イトは吹ふっ飛んだサブナクの人形を受け止めていた。ほっと息をついた後、そういえば最初にあったアインザッツの人形も、衝撃ぐらいでは爆発しなかったことを思い出した。腕の中で抱かかえてしまったサブナクの人形を見下ろす。似ているせいでついイトも投げ飛ばしたくなった。

「そんな大事そうに抱だき締しめんなよ。抱き締めてえなら本物にしろ」

「死体に抱きつくぐらいならこっちのがまだマシだ」

　イトはサブナクの人形の頭を持って地面に下ろそうとした。一いつ瞬しゆん浮ういた人形は、頭部をイトの手に残し、胴どう体たいだけを地面にぼとりと落とした。イトは思わず人形の頭部を投げ捨てる。

「うわっ！　気持ち悪い！　無む駄だに凝こってる……！」

「おい、それは人形に対して言ってんだよな？」

「モデルと制作者に言ってるに決まってるだろ」

　怒いかりを込められた視線を無視して、イトは嫌いや々いや人形の頭を持って胴体に繫つなげ、地面に置いた。

　人形が置かれていた地面に手を翳かざし、イトは右目に意識を集中させる。サブナクの魔ま力りよくが土を隆りゆう起きさせ、地中に埋うまっている宝箱を地上へと押し出してきた。魔術を使った後も、右目は熱を持っている。そのまま土を軽く叩たたくと、青い石がキラリと光った。

　ダミーと同じ大きさの細長い箱だ。箱の上部を押し上げると、今度は確かに男の脚あしがあった。

「ビンゴだな」

　蓋ふたを閉めた箱を持ち上げるサブナクの笑えみに、イトも口元が緩ゆるみそうになりながら頷いた。

　問題はこの人形達の爆弾である。パルティータとイトの人形も爆発しないとも限らない。イトが時計を取り出すと、十二時までもう五分しかなかった。

　昨日と同じく、十二時ちょうどに上空に投げるしかなさそうだ。居場所が割れるが、この際仕方がない。サブナクにカウントするよう頼たのみ、イトは人形を箱に纏まとめ、投げる体勢を取る。

　サブナクのカウントに合わせ、イトは十二時になる数秒前に、気合いを入れるための叫さけび声とともに箱を上空へと投げ、落ちてきた箱に向かって思い切り刀の鞘さやを振ふり上げた。

「無む駄だ遣づかいすんな、バカ悪魔っ!!」

「おいこら、どさくさに何言ってやがる」

　教会の鐘かねの音に混じって、腹の底に響ひびく爆発音がした。が、それはイトの頭上からではなく、遠方から聞こえてきた。落ちてきた箱を受け止めてから、イトは北の平地の辺りから空へと昇のぼる、一筋の煙けむりを見つけ、目を鋭く細めた。

「やっぱり、パルティータ達が持っていった方が正解か……」

「あとは教会に殴なぐり込んで、エセをぶっ殺して奪うばい取りゃいい話か」

　そして今夜十二時までに、この人形の形をした爆弾を処理しなければならない。爆発するとすれば、おそらくサブナクの人形だろう。再度人形を確かく認にんし、イトはサブナクを見上げた。

「向こうも、それを狙ねらってるのかな。俺達をおびき寄せてから潰つぶすって」

「いいじゃねえかそれで。潰すのはこっちなんだからよ」

　相手は【神の子】であるパルティータと、教皇庁でもトップクラスの法術使いだったフーガである。サブナクが言うほど簡単に行くとも思えなかったが、やるしかない。

「……あのヘタレも、お前を狙うだろうな」

　突然の言葉に、イトは一瞬反応が遅おくれた。顔を上げると、サブナクの冷たい目があった。

「レントは──」

「邪じや魔まだ。始末するぞ」

　イトの言葉を遮さえぎり、サブナクは言った。

「何でレントを始末する必要があるんだよ！」

「始末する必要がねえってのか？」

　聞き返したサブナクに当たり前だと言い返そうとしたが、イトの口は閉とざされた。それほどまでに、サブナクの目は冷れい酷こくだった。

「な、何だよ……レントなんて、お前が気にするような存在じゃないだろ。パルティータ達に比べれば、弱いし、ヘタレだし。ほっとけばいいだろ」

　イトはしっかりサブナクを見み据すえて言い返した。

「殺す必要はない。レントは俺を信用してる。あいつなら、きっと話せば──」

「おいおい。ずいぶんおめでてえ頭になったな」

　イトの胸むなぐらを摑つかんで言葉を遮り、サブナクは冷れい徹てつな目でイトを覗き込む。

「お前があのガキを信用してるのは何な故ぜだ？　弱ぇからか？　ヘタレだからか？　情からか？」

　畳たたみかけるようにそう言うと、サブナクはそこで一度言葉を切った。イトに思考の余地を与あたえて答えを自覚させた後、再び口を開いた。

「お前もそこまで甘いわけじゃねえだろ」

　イトはレントを信用出来た。実力ではイトの方が強い。しかし、レントはイトにはない強さを持っている。イトはそれを知っているからこそ、彼を信用していた。サブナクもそれに気付き、レントを油断のならない相手だと判断しているのだ。

「あいつは気に入らねえ。最近のあのガキの目は、お前に似てきやがった。生意気そうな目だ。お前のことを知ったら、確実に邪魔になるだろう」

　サブナクはイトを離はなし、苛いら立だった目で見下ろしてきた。

「お前がすべきことは何なのかもう一度思い出せ。邪魔する奴やつを殺す覚かく悟ごもなくなったか？」

　サブナクの【身体からだ】を取り戻もどし、魔ま物ものを滅ほろぼす──目的だけを見て生きてきたイトなら、サブナクの言うことにも頷けたかもしれない。しかし今のイトには、理解出来ても行動することは出来なかった。

　自分が大切に思われていることを知った。そしてイトも、この街で会った人々を大切にしている自分に気付いた。それに気付くきっかけは、レントがイトを信じてくれたことだった。

　目的だけがすべてだったイトは、大切に思われる重さとあたたかさ、それに応こたえたいという気持ちを知ってしまった。この気持ちは目的へ進むことを邪魔している。それでもイトは、この気持ちを捨てられなかった。

　邪魔する者は斬きり捨てた方が良い。頭ではわかっている。

「出来ねえとは言わせねえ。あいつは俺とお前の野望の邪魔だ」

　イトとサブナクの野望を叶かなえるまで、イトは進み続けなければいけない。そのためには──

「俺が殺すか、お前が殺すか、どっちがいいか選ばせてやる」

　そう言ったサブナクの目は、ゾッとするような冷酷なものだった。その目を睨にらみ返し、イトははっきりとサブナクに告げた。

「……誰だれにも、邪魔はさせない。俺が決めたことだ」

　イトはぐっと拳こぶしを握にぎり、覚悟を決める。

「──レントは俺が始末を付ける」
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　日が沈しずんだ頃ころ、イトは街中を哨しよう戒かいしているレントをやっとの思いで見つけ出した。そして他ほかの神父達に気付かれないよう彼を路地裏へ引っ張り込んだ。驚おどろくレントに、地下道へ来るように告げて、イトはその場を去った。この街は今緊きん急きゆう事態だ。そう簡単に抜ぬけてくる事は出来ないだろうが、イトは辛しん抱ぼう強く待っていた。

　カンテラで時計を照らすと、すでに十時を過ぎていた。もう来ないかと諦あきらめかけた時、ぽたぽたと水音だけが響く地下道に、足音が聞こえた。音のした方向に目を向けると、カンテラの光と、キョロキョロと辺りを見回す影かげがあった。

「イ、イトー……？」

　レントが呼びかけた時、イトは彼の後ろにいた。気付いていないようだったので、肩かたを叩く。

「レント」

「わああああああああ!?」

　大声と共にレントは飛び上がった。イトもその大声に驚いて肩を跳はね上げる。

「びっくりさせないでよイト！」

「び、びっくりしたのはこっちだバカ！　何叫んでんだよ！」

「だだだだってここ、何か出そうな雰ふん囲い気きありすぎだよおおお……」

　今にも泣き出しそうなほど、レントは怯おびえていた。足までガクガクと震ふるえている。その様子が内心少し面おも白しろかったが、イトはあえて表情を冷たくして呆あきれたようにため息をついた。

「……ヘタレが」

「酷ひどい！」

　小声だったが、何もない空間に声はよく響く。吐はき捨てるように言ったせいかレントの目に涙なみだが浮うかんだ。その様子にイトはとうとう吹ふき出してしまった。

「冗じよう談だんだよ。行くぞ。こっち」

「噓うそだ今の本気だった！　イトのドＳ！　って、え？　ちょ、ちょっとイト。どこ行くの」

　歩き出したイトをレントが慌あわてて追って来た。彼は物もの珍めずらしそうに辺りを見回す。先ほどは恐きよう怖ふでおどおどしていたが、イトに会った途と端たん好こう奇き心しんが上回ったらしい。

「地下道ってこうなってたんだー。僕知らなかったよ。イト、よく入り口知ってたね」

「前にこの街を散策してる時に、ちょっと気になって入ってみたんだ」

「ふーん、そうなんだ。………」

　一応頷うなずいたが、レントはまだ何か言いたげだった。イトは足を止めて振り返り、レントの顔面をガシリと摑んで締しめ上げた。

「誰が猫ねこだって？」

「まだ何も言ってないじゃん！──痛い痛い痛い！」

　まだ、ということはこれから言うつもりだったらしい。もう少し指の力を強めて締め上げてから、イトは再び歩き出した。

「それに一応ここ、入り口に立ち入り禁止って看板あったしな」

「え？　なかったよそんなの」

　イトは小さくため息をついて、きょとんとするレントを振り返った。

「あったらお前が来ないと思って、俺がさっき撤てつ去きよした」

「ダメだよ戻しときなよ!?　ていうか立ち入り禁止ってことは、ここ危険なんじゃないの!?」

「安全は確認した。使われてないだけだから大だい丈じよう夫ぶだ」

　イトがそう言った後、会話が途と切ぎれた。しばらく二人は無言で歩く。

「あのさイト。それで……僕に、何の用？」

　尋たずねたレントの表情に、いつもの明るさはない。良い話ではないことは察しているのだろう。

　イトは立ち止まり、じっとレントを見つめた。

「お前ってさ、見習いとは言え、一応神父なんだよな？」

「ん？　うん、そうだよ。フロムヘヴンはハメられて入っちゃっただけで……うん。そんな予定は僕の人生設計になかったんだけど……」

「そうだったな……」

　遠い目をするレントにイトも少なからず同情した。しかしレントは瞬まばたきを一つすると、いつもの明るい笑え顔がおを取り戻してイトを見つめた。

「今は入って良かったって思ってるけどね。イトとお揃そろいの制服だし！──あ。ごめん、脱だつ線せんしちゃったね。イトの話して」

　レントの笑顔から顔を逸そらし、イトは足を進める。角を曲がり、細い道をいくと、急に空間が開ける。そこでイトは足を止めた。

「……教会の告解室が使いたかったんだけど、今は俺、教会に近づけそうにないから、ここで話そうと思ってる」

「告解室って……一体何を……？」

　イトに詰つめ寄ったレントだったが、その空間の異様な空気に気付いて、顔を引きつらせた。イトとレントの前には、柵さくつきの小部屋が並んでいる。

「な、ななな何ここ!?」

「地ち下か牢ろう。五十年ぐらい前に使われてたらしい。お前はこっちな。出てくんなよ」

「ええー!?　何コレ!?　僕犯罪者!?　遊んでる場合じゃないと思うんだけど！」

　柵の開いていた一室に、レントの背中を押して入れ、イトは隣となりの牢へ入った。鍵かぎは壊こわれていて、扉とびらの開閉は自由なのだが、レントは柵にしがみついてイトを見ようと顔をよじっていた。

「イト、何……？　どうしたの？　何でイトはそっち行くの？」

「顔見られたくないんだ。告解室って、そういうもんだろ」

　不安そうな声に答え、イトは隣の牢に向かって静かに言った。

「──神父様。俺の告解を聞いて下さい」

「な、何？　どういうことなのイト？　顔見られたくないって言ったって、僕もイトだってわかってるし、意味わかんな──」

「いいから黙だまって聞け……！」

「はいごめんなさい聞きます！」

　捲まくし立てるレントをイトが怒いかりを込めて遮さえぎると、怯えた声が返ってきた。レントは黙っていたが、そわそわしている雰囲気がありありと伝わってきた。

　イトは一度深呼吸してから、口を開いた。が、声が出ない。

「い、イト……？　大丈夫？　そっち行っていい？」

「来たら殴なぐるぞ」

「ここで聞きます。どうぞ」

　姿も見えないのに、不安な様子が伝わったのだろうか。レントが生き真ま面じ目めに答えるのを聞いて、イトは一度笑ってから、口を開いた。今度ははっきりと声に出来た。

「俺は今、すごく後こう悔かいしてます」

「後悔？　何を？」

「……こんな街、来なければ良かった、って。すごく後悔してる」

「え……」

　隣からショックを受けた声が返ってきたが、イトは冷静な声で続けた。

「ここに来なければ、こんな気持ちにはならなかった。大事に思ってくれる人も、大事にしたいと思う人もいなくて、こんなに苦しむこともなかったはずなんだ」

「イト……」

　レントは心配で、今すぐにでもこちらに来たいという気配がしていた。イトが猫だというなら、レントは犬のようだと思い、イトは一人で笑った。

　壁かべの向こうから、レントはイトよりもずっと苦しそうな声を向けてきた。

「イト……今、苦しいの？　つらいの……？」

「そんなことない。──って、以前の俺なら言ってただろうな。実際、サブナクの【身体からだ】を取り戻もどすって目的しか見えてなかったから、そんな風に考えたこと自体、あんまりなかった。だけど、今は……苦しくて、つらい」

「どうしてって……訊きいてもいい？」

「訊いてくれないのかよ？」

　イトがそう言うと、少しだけ間を置いて、レントは尋ねてきた。その間にレントは何を思ったのだろう。神父として尋ねるべきか、友達として尋ねるべきか悩なやんだのかも知れない。

「どうして、つらいんですか？」

　イトに合わせてか、レントも敬語で訊いてきた。しかし声の調子はいつものレントで、おかしいようなホッとするような不思議な感じがした。確かに感じるのは、イトを案じる気持ちだった。その気持ちに少し胸が痛くなりながら、イトは続ける。

「俺はここで……うざくて空気を読まないヘタレな奴やつと出会いました」

「え？　ぼ、僕じゃないよね？　そんな酷いこと言わないよね!?」

「……自じ称しよう弓の名手で、自称小鳥の心臓を持ってて、自称アスセナ教会の爽さわやかアイドル担当の奴です」

「僕じゃん！　うざくて空気読まないヘタレって酷ひどいよ親友に向かって！」

「そういうところがうざいんだよ」

　壁の向こうでレントがショックを受けるのがわかったが、イトは気にせず続けた。

「そいつは、俺を親友だと言ってくれました。俺も最初は嫌いやだったけど、今は親友だと思ってます」

「嫌だったの!?　僕って最初そんなに嫌きらわれ──」

　そこでレントはぴたりと言葉を止めた。

「イト、今……僕のこと……親友って……！」

　レントの嬉うれしそうな声に、イトの口元が緩ゆるんだ。こちらの顔が見えなくて良かったが、レントの顔は少し見てみたかった。きっと輝かがやかんばかりの嬉しそうな笑みを浮かべているに違ちがいない。しかし次の言葉を思い出し、イトの顔からは一いつ瞬しゆんで笑みが失うせた。

　拳こぶしをきつく握にぎり、レントに向かってイトは言った。

「──俺は、俺のことを信じてくれたその親友を、裏切ります」

「え……？　どういう、こと？」

「俺は悪あく魔まの【身体】を集めるために生きています。きっとそれももうすぐ終わる。悪魔の【身体】が全すべて揃ったら、この地上から魔物はいなくなります」

「うん……。そうだよ、ね」

　そこまでは以前話していた。信じてもらえないと思っていたが、レントは一番に信じてくれた。今の今まで、何の疑いもなくそう信じてくれていたはずだ。

　イトがこれから言うことを察してか、レントの不安そうな雰ふん囲い気きがイトにも伝わってきた。その不安を取り去ってやれればよかったが、イトには出来ない。これが最後だから、ちゃんと知っておいてほしかった。

「俺の命と引き替かえに、悪魔がすべての魔物を滅ほろぼしてくれる。そうあいつと契けい約やくしたから」

「命と引き替えって……それって……！」

　ガシャンと柵を摑つかむ音がした。

「来るな！」

　イトが叫さけぶと、レントが息を詰めたのがわかった。

「頼たのむから……そこで聞いててくれ」

　顔を見られたくない。特に今は、きっと情けない顔をしている。それに、レントの顔を見たら、きっとこれ以上の言葉を言えなくなる。

　レントは困っているようだったが、静かに「わかった」と呟つぶやいたのが聞こえた。

「……俺が悪魔の本体である首を復活させたことで、魔物はこの十年で活性化した。そのせいでたくさんの人達が死んだ。魔物を滅ぼしても、魔物に襲おそわれた人達が帰ってくるわけじゃないけど……でも、もう魔物に脅おびやかされることだけはないんだ」

「でもそんなの、おかしいよ……！　何で、イトが死ななきゃいけないんだよ！」

「俺は悪魔を復活させた責任を取らなきゃいけない。死で償つぐないたいんじゃない。結果で償いたいんだ。それに、もう契約した。俺にもサブナクにも、他ほかの誰だれにも止めることは出来ない」

「そんな……」

　力のない声と、レントが膝ひざを突つく音がした。

「だから俺は、今まで誰も信しん頼らいしなかった。──なのにそのうざい友人は空気も読まずにベタベタベタベタくっついてきて……ああもうホントうざかった」

　イトがわざと意地悪く言うと、レントの声に大きさが戻った。

「い、今うざい二回言わなかった!?　た、確かに空気は読んでなかったかもしれないけど……イトと、友達になりたかったんだよ……。同い年ぐらいの神父っていなかったし、イトが魔物と戦ってるのを見て、僕もああなりたいって、初めて思ったんだ。強くなって、街の人を護まもりたいって。イトと肩かたを並べてみたいって。──イトは、僕の憧あこがれなんだよ？」

　最後の言葉は声が震ふるえていた。そんな沈しずんだ声は、レントらしくない。底そこ抜ぬけに明るくて優やさしい声に、イトは憧れていた。だからもう一度言う。

「うざいんだよ、ヘタレ」

「ヘタレまで言った!?」

　そうやっていつまでも、うざいぐらい明るい声でいて欲しい。

「……うざいヘタレだと思ってたけど、それでもいつの間にか、気を許してた。その友人といる時は、気を張らなくて良くなってたし、楽しかったんだ。これからもこうやって生きていけるんじゃないかって思えた」

「そんなの……当たり前じゃん！　これからもずっと、今までみたいに過ごそうよ……！」

　震える声でレントはイトに言い募つのる。しかしイトは、その言葉に応こたえることは出来ない。

「ねえ、イト。僕、もうヘタレって言われないようにするよ……だから……っ、もっと一いつ緒しよにいようよ……！　僕はもっとイトと笑っていたいよ！」

　ヘタレでお調子者で、明るくて優しい親友。レントの口にする希望は、イトの心の片かた隅すみにも芽生え始めたものだった。──だが、その芽が成長し、花を咲さかせることは決してない。

　イトは立ち上がり、牢ろう屋やを出てレントの前にやって来た。

　牢に手を当てて、泣きそうになっているレントを見つめる。

「そういう風に思ってくれる友達が出来るとは思わなかった。必要ないと思ってたけど、でも、今は素す直なおに嬉しいと思ってる」

　レントの前に立つと、自然と、言葉と笑え顔がおが浮うかんできた。

「俺なんかと友達になってくれて、ありがとな、レント」

「な、何、それ……。素直なイトなんて、何か気持ち悪いじゃん。イトらしくないよ……っ？」

　引きつったレントの顔が痛々しくて、イトは少し視線を落とした。摑んだ柵さくを確かめ、右目に意識を集中させる。牢の柵と扉とびらが接合し、レントを牢の中へ閉じ込めた。

「……ホントは牢に入るのは、俺の方なのにな」

　レントに聞こえないよう、口の中だけで呟き、イトは牢から手を離はなして後ろに下がった。

「イト！」
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　ガシャンと柵が大きな音を立てた。レントは腕うでを伸のばしてイトの右みぎ腕うでを摑んでいた。痛いほど強く摑まれ、驚おどろいて顔を上げるとレントの強い瞳ひとみとぶち当たった。その目には怒いかりよりも悲しみが色いろ濃こく浮かんでいる。

「何コレ、どういうこと……っ？」

　勢いよく柵に当たったせいか、レントの頰ほおには紅あかい擦すり傷が出来ていた。こうして傷つけたくない。このままレントを放っておけば、きっとサブナクはレントを殺す。サブナクに殺されるレントも、レントを殺すサブナクも見たくなかった。

「……言っただろ、お前は巻き込まれるなって」

　レントが摑んだ腕を乱暴に振ふり解ほどき、イトは自分が持てる限りの力で走り出した。

「どこ行くんだよ、イト！　何これ！　何で開かないんだよ！　イト！　イト!!」

　扉を開けようとする金属音と、レントの叫び声がイトの耳を劈つんざく。

　何を言われても、嫌われても、巻き込んで傷つけることだけはしたくなかった。

　牢屋の空間を出て地下道を走っていると、腕に痛みを感じた。服をまくると、レントに摑まれた腕には痣あざが出来ていた。それほど必死に、レントはイトを引き留めていた。

　気付けば走る足は止まり、イトはその場で蹲うずくまっていた。

「……こんな別れ方で、ごめん」

　地下道から出ても、イトの耳にはレントが自分を呼ぶ声が響ひびいていた。
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　地下道を出てから、背後から名前を叫ばれた。声の主を見て、イトは足を止めた。

「プロケル……。どうしたんだ？」

　息を弾はずませたプロケルは、顔に焦あせりを浮かべてイトの前にやってきた。

「たくさんの魔物が、この街を囲むように向かって来てる。自分は街の外で魔物を迎むかえ撃うつから、伝えられないって。だから僕に伝えて欲しいって、あの人──アインザッツが」

「たくさんって……どのぐらいだよ」

「……数え切れない。このままじゃ、この街……」

　ネウマの言っていたことは本当だった。早くサブナクの【身体からだ】を取り戻もどさなくては。

「……そうだな。ここは、俺も護りたい」

　そう言ってイトは、プロケルが来た道へと足を進めた。

「どこ行くの？」

「パルティータ達から【身体】を取り返して、サブナクを復活させる。そしたらきっと、この街に集まってる魔物ぐらい、すぐに殲せん滅めつ出来るはずだ」

「でも、それってイトが……」

「そうしなきゃ、護れないだろ」

「待って！」

　走り出したイトをプロケルは引き留めた。彼は一いつ瞬しゆん何かを悩なやんでから、イトを見つめた。

「……パルティータとフーガはきっと教会にいる。教会で、魔物がこの街に入れないように結界を張るって言ってたから」

「わかった。……ありがとな」

　イトがそう言うと、プロケルはぎゅっとイトの服の裾すそを摑んできた。イトより少しばかり上にある顔を見上げると、朱しゆ色いろの瞳は海に落ちる夕ゆう陽ひのように潤うるんでいた。

「……イト。僕は、どうしたらいいかわからない。だけど、イトに死んで欲しくない。大好きだから。……せめて、覚えておいて」

　そう言ったプロケルの頰からは、はらはらと涙なみだが零こぼれ落ちていた。天使のような美び貌ぼうに泣かれるとバツが悪く、イトは服の袖そででプロケルの涙を拭ぬぐってやった。

「……泣くな。俺がアインザッツ司教に怒おこられるだろ」

「あの人は……アインザッツは怒らないよ。……悲しむんだ」

「そっちの方がキツいな」

　どうしてこう、良心に響く攻こう撃げきばかりをしてくるのだろう、ここの人達は。







　プロケルと別れた後、イトはサブナクとの待ち合わせ場所である廃はい屋おくについた。時刻は十一時半を過ぎていた。次の爆ばく発はつまで三十分もない。

　埃ほこりっぽい廃屋の中で、サブナクは【身体】の入ったトランクを椅い子す代わりにして座り、窓から外を窺うかがっていた。イトが近付くと鋭するどい目でこちらを見つめて来た。

「遅ぇよ。きっちり始末しただろうな」

「お前こそ、爆ばく弾だんはちゃんと処理したんだろうな」

　イトがレントを探して始末する間に、サブナクが爆弾を処理するという手て筈はずになっていた。その手に彼の人形がないということは、どこかで処理したのだろう。

「俺の質問に答えろ」

「……やるって、言っただろ」

　サブナクはしばらくイトを睨にらんでいた。イトもレントが生きていることはバレないよう睨み返す。サブナクは舌打ちして立ち上がり、トランクを肩かたに引っかけて歩き出した。

「どうだかなぁ。お前は甘くなったからよ」

「お前みたいに短たん絡らく的じゃないだけだ。──俺の質問にも答えろよ。爆弾は？」

「うるっせえな。任せとけっつっただろうが」

「その適当な言い方が信用出来ないんだよ！」

　喧けん嘩か腰ごしになりながらも、イトは先ほどプロケルが言った情報をサブナクに伝えた。

　現在イトとサブナクが保有している【身体】の部位は、指と両りよう腕うで、そして左ひだり脚あしだ。ネウマは宝箱は四つだと言っていた。

「もしあとの宝箱がダミーじゃなくて、胴どう体たいと右みぎ脚あしなら……揃そろってる……のか？」

「なら、あとは奴やつらを殺して奪うばい返すだけだな」

「それが短絡的だって言ってんだよバカ」

　会話を建設的でない口論に発展させながら、イトとサブナクは教会に急いだ。







　満月の明るい光を浴び、鐘しよう楼ろうが夜空にはっきりと浮かび上がっている。鐘楼の時計が十一時五十分を指しているのを見てから、イトは大聖堂前の広場を見回した。

　教会には警けい戒かいして人を置いているかと思ったが、大聖堂前の広場に人ひと気けはなかった。いるのは大聖堂の入り口に立つパルティータとフーガの二人だけだ。

　飴あめ色いろの髪かみを搔かき上げ、パルティータが二人の前に歩み出た。

「ようやく来たわね、木偶でく悪あく魔まサンと子こ猫ねこちゃん。もう来ないかと思ったわ」

「誰だれが子猫だ。──サブナクの【身体】を返せ」

　パルティータは呆あきれたように笑い、肩を竦すくめて拒きよ否ひした。口元は微笑ほほえんでいるが、その瞳は鋭くイトとサブナクの動向を見み据すえている。

　殺気を放ちながらパルティータに近付こうとするサブナクを制して、イトは彼女を見つめた。

「……もう魔物はすぐそこまで来てる。お前ならわかるだろ。お前の法術だけじゃ守りきれないんじゃないのか？」

「なら、こんなことしてないで襲しゆう撃げきに備えるべきね。あんたも私も」

「とぼけるな。そんなことで防げる数じゃないことは、お前もわかってるはずだ」

　イトは刀を抜ぬくと、パルティータに切っ先を向けた。彼女の背後でフーガもまた身構える。

「サブナクの【身体】が全部戻れば、この街に来てる魔物ぐらい、すぐに倒たおせるんだ！」

「ってことは、あともう一つはあんた達が見つけたってことね」

「ああ。だから、お前が持ってる二つを渡わたせ」

　イトが強くそう言ったが、パルティータは肩を竦める。

「拒否することぐらいわかってるでしょ？　私はその木偶悪魔を信用してないの」

「俺の言葉も信用出来ないのかよ！」

　イトの叫さけぶような大声に、パルティータは一度目を瞠みはってから、すぐに優やさしく微笑んだ。

「噓うそをつけるほど器用じゃないわよね、あんたは。でも言ったはずよ、私はもう誰も死なせないって。──街の周囲には私が強力な結界を張ったわ。魔物如ごときにそう簡単に破れやしない」

　好戦的な笑えみを浮うかべているが、先ほどからパルティータの顔色は優すぐれない。だからこそフーガがここにいるのかもしれない。

「強力な結界って……それ、お前は大だい丈じよう夫ぶなのかよ……？」

「私の心配をしてる場合？」

　空気の破は裂れつするような音と共に、二本の白い筋がイトとサブナクに向かって来た。イトが刀で叩たたき斬きろうとしたが、弾はじいただけに終わった。二本の鞭むちはそれぞれ持ち主の手に戻る。

　パルティータとフーガは白い鞭を握にぎり、イトとサブナクを見据えていた。

　不意に視界が冷たい手によって遮さえぎられる。

「イッちゃん、見ちゃいけません」

「……俺も出来れば見たくない」

「俺達を猥わい褻せつ物のように言うな……っ！」

　サブナクの手を払はらうと、フーガが憤ふん怒ぬの表情でこちらを見ていた。

　パルティータは鞭をしならせ、サブナクに殺気を向けた。白い鞭は純白の光──法術を纏まとっている。死体の身体からだを使っているサブナクが当てられたら、恐おそらく一瞬で身体が崩くずれ去る。

「これで最さい期ごよ、大悪魔サマ」

「ああ、そうだな。お前が死んで終わりだ、大聖女サマよ」

　イトの右目に熱が宿り、身体が自然と腰こしを落とし、攻撃に備える体勢を取る。サブナクの力を感じながらも、イトのこめかみからは汗あせが流れていた。

「パルティータだけでもキツそうなのに、フーガ司教までいるなんて……」

「心配すんな。二人仲良く殺してやる」

「偉えらそうに言ってるけど、お前、あいつらの法術喰くらったらその仮の身体なくなるんだからな？　いいから下がってろよ」

「もしそうなっても、エセはともかく眼鏡の方の身体は使えそうだな」

　サブナクの中ではパルティータもフーガも殺すことが前提らしい。イトも覚かく悟ごは決めているが、やはり殺したくはない。

　向かってくる鞭の動きは縦じゆう横おう無む尽じんで、攻撃が読みにくい。おまけに相手はパルティータとフーガの二人だ。イトには全く読めないような攻撃をしてくる。しかしサブナクはそのすべてを読み切り、イトの身体に攻撃すら受けさせずに鞭を弾いていた。隙すきを見ては彼らに攻撃も仕し掛かけるが、今のところすべて防がれている。イトが心配しているのは、勢い余って二人を殺してしまうことだ。そこに注意しながら、イトは右目の指令に従って身体を動かしていた。

「イト！」

　サブナクの声と共に、イトの身体が突とつ然ぜん後方へと飛んだ。その後もパルティータ達から距きよ離りをとり続ける。代わりに、パルティータとフーガの足あし下もとに何かが落ちた。

（爆弾……っ！）

　パルティータ達の足下に落ちたのは、サブナクを模した人形だった。イトが鐘楼の時計を見上げると、長針と短針がちょうど重なった。建物の陰かげに隠かくれたイトの傍そばで、低い声が聞こえた。

「これで終わりだっつっただろ、エセ」

　勝ち誇ほこった声の直後、爆ばく音おんが地を揺ゆらし、炎ほのおがパルティータとフーガを飲み込む──そのはずだった。

「あ、れ……？　爆発、しない……？」

　いつまで経たっても、爆発は起きなかった。イトが建物の陰から出ると、パルティータとフーガが足下のサブナクの人形を凝ぎよう視ししていた。不発だったことにイトが安あん堵どとしていると、背後で大きな音がした。サブナクが近くにあったゴミ箱を怒いかりにまかせて蹴けり飛ばしていた。

「あのクサレ死体屋、やる気あんのか！」

　その怒ど鳴なり声に我に返り、イトはサブナクに詰つめ寄った。

「何持ってきてんだよ！　処理しとけって言っただろ！　俺のとパルティータの人形は!?」

「だからこうして処理しようと思ったんだろ。邪じや魔ま者ものも一いつ緒しよによ。あとは適当に捨てといた」

「適当って何だ！　人気のないところじゃないとダメだって言っただろうが！」

　しかし、爆発音がしないということは、あの二つに爆ばく弾だんは仕掛けられていなかったようだ。その点は少し安心出来た。

　イトの怒声を聞き流し、サブナクは舌打ちしてパルティータ達に視線を向けた。

「ンッとに悪運の強ぇ奴だな。やっぱ俺が直々に殺すしかねえか」

「それこそ無理な話ね。──それにしても、腹が立つぐらいよく出来た人形ね。爆弾さえなきゃ、原形がなくなるまでぐちゃぐちゃにして──」

　パルティータは突然口を閉とざし、鋭するどい目で辺りを見回した。

「パル、どうした。よそ見をするな」

　フーガが厳しく言ったが、パルティータはイトから視線を逸そらしたまま、驚きよう愕がくの表情で呟つぶやく。

「結界が、破られた……！」

　フーガだけでなく、イトも驚おどろいて動きを止めた。確かにこの街に集まっている魔物の数は多い。しかしそう簡単に聖女の結界を破れる魔物などいるのだろうか。

「どういうことだよ、パルティータ」

「これは、結界の外からじゃない……内からよ」

　焦あせりの滲にじむ声でパルティータがそう言った、その直後。

「待てども待てども魔物達が来ないと思ったら、結界が張ってあったんだねえ」

　楽しげな声と石いし畳だたみを踏ふむ音が響ひびく。暗がりから最初に現れたのは、イトに似た人形だった。影に浮かんで近づいてくるように見えた人形は、影よりも暗い色を纏まとった者が手にしていた。

「これではつまらないから、結界の一部を壊こわしてきたよ。これで魔物もこの街に近付きやすくなったんじゃないかな」

「私の結界を、壊した……？」

　パルティータは信じられないという様子でネウマを凝視していた。

「貴様……一体何のつもりだ！」

「せっかくのゲームだよ？　最後まで楽しんで欲しいんだよ。──君達には」

　フーガの激げつ昂こうをものともせず、ネウマはイトに視線を向け、片目を瞑つぶった。そして彼は、パルティータ達の足下にあるサブナクの人形に気付いた。

「おや、爆発音がしないと思ったら、不発だったのか。これは残念」

　パルティータが人形をネウマに向かって蹴り飛ばすと、ネウマはそれを受け止め、汚よごれを叩いて落とし、イトを振ふり返った。

「もしかしてぼうや、一度この子の首を外したのかい？」

　イトが戸と惑まどいながら頷うなずくと、ネウマは肩かたを落としてため息をついた。

「そうか……残念だ。実はあれが解除装置になっていたんだよ。サブナクのは特に上手に出来たし、そんな面おも白しろギミックが一つぐらいあってもいいかと思ってね」

「いらん仕事してんじゃねえ。殺し損そこなっただろうが」

「いやー、すまなかったね。職人魂だましいに火がついてしまって、つい忠実に作ってしまったんだ」

　誇らしげに言いながら、ネウマはイトの人形と一いつ緒しよにサブナクの人形も抱かかえた。途と端たんにイトは顔を歪ゆがめる。イトの人形だけでも嫌いやなのに、サブナクの人形と一緒にしないで欲しい。

「お人形遊びは済んだかしら、葬そう儀ぎ屋サン？」

　パルティータは鞭を振るって大きな破裂音を起こし、ネウマの注意を引きつけた。ネウマはわざとらしく驚いてみせ、パルティータに目を向けた。

「あんた、本当は何が目的？　この街を壊かい滅めつさせたいだけとは思えないわ。……イトに、何をさせる気？」

「おや？　ぼうやの目的を妨ぼう害がいする君が、ぼうやの心配をするのかい？」

「私の目的はイトを潰つぶすことじゃなくて、その木偶でくを潰すことよ」

「そういうことか。しかしそうはいかないね。ぼうやにもサブナクにも、手は出させないよ」

　ネウマがそう言った直後、耳を劈つんざく銃じゆう声せいが響く。硝しよう煙えんは、ネウマの持ったイトの人形の腹から上がっていた。

　石畳にぽたりと雫しずくが落ちた。足下に広がる鮮せん血けつに、パルティータの身体が崩れる。

「パル！」

　パルティータの身体が石畳に倒たおれる前に、フーガが彼女を受け止める。パルティータの腹からは血液が流れ出していた。

　銃を投げ捨て、ネウマはにこりと微笑ほほえんだ。

「安心したまえ。殺しは私の美学にないからね。ただあと少し、聖女様には大人しくしていて欲しいんだ。急所は外したし、彼女は常人以上の回復力を持っている。死にはしないだろう？」

「貴様……っ！」

　フーガが片かた腕うでを振るった。白い鞭の先せん端たんはネウマの眉み間けんに向かっていた。怒りにまかせた、下手へたをすればネウマを殺しかねない一いち撃げきだ。

　しかしネウマにその鞭むちが当たることはなかった。ネウマが何かをした様子はないのに、何な故ぜか鞭は直前で弾はじかれた。フーガだけでなくイトも驚いて目を瞠みはる。

「な、に……!?　何故弾いた!?」

「言ってくれないと驚くじゃないか」

　何事もなかったかのようにそう言って、ネウマはパルティータを見下ろした。

「私の目的の達成には、君の力は邪じや魔まなんだ。申し訳ないね、美び貌ぼうの聖女様」

　パルティータは苦痛に顔を歪めながらも、自分を撃うった男を睨にらみ付ける。

「……それ、だけ……？　一いつ瞬しゆん、あんたの目に憎にくしみが見えた気がしたけれど……」

　苦しげに言ったパルティータの言葉に、ネウマはずれたサングラスの向こうで目を瞠った。しかしそれは一瞬で、ネウマはすぐにいつもの薄うすら笑いを浮うかべた。彼からは背筋の凍こおるような冷気が漂ただよっていた。

「ああ、その通りだよ。さすがは聖女様だね。──私は君の持っている力がとても憎い。君達の力は、我らを滅ほろぼし続けた力だからね」

　憎いという感情を肯こう定ていするネウマに、イトは驚いていた。今まで彼の感情は、ほとんどそのサングラスの向こうに隠れて見えなかったはずなのに。それに──

（我らを滅ぼし続けた力……？）

　イトは疑問に思ったが、ネウマがこちらを向いたので警けい戒かいし、疑問は頭の端はしに追いやられた。

「さぁぼうや。サブナク。これで彼女達の宝は君達のものだ」

「何で俺達に……」

　怪け訝げんそうにイトがそう問うと、ネウマは当然という顔をした。

「もちろん、君達に勝って欲しいからさ。言っただろう？　応おう援えんすると」

「なら何でこんなことをしたんだ！　俺達が目的なら、俺達だけを狙ねらえば良いだろ！」

「最後の下準備さ。さてと。では私は一いつ旦たんこれで失礼するよ。また後でね、ぼうや」

　意味深長な言葉を言い置いて、ネウマはイト達に背を向け、ゆったりと歩き出す。

「待て！」

　イトの声に立ち止まり、ネウマは肩かた越ごしにこちらを振り向いて、くすりと笑った。

「宝箱はいいのかい？　彼女達が持っている宝箱は二つ。右みぎ脚あしと、胴どう体たいが入っている宝箱だ」

　思わずサブナクを見上げる。顔は険しいままだったが、イトに頷いた。

　──その二つを手に入れれば、終わる。

　そんなイトの胸中を読んだかのように、ネウマは肩越しに言った。

「終しゆう焉えんはまだ遠いよ、ぼうや」

　黒い背広が、やって来た時と同じように暗がりに消えていった。姿も足音も気配も、完全に絶っている。追うことも不可能だった。

　その時、フーガに抱だかれていたパルティータがイトを呼んだ。

「ねえ、イト。あんた……あいつとどういう関係？」

「パル、黙だまっていろ！」

　フーガが怒ど鳴なったが、パルティータは苦しげに細めた目でイトを見て答えを待っていた。

「俺はあいつの客だ。それ以外の関係はない」

「本当に、それだけ……？」

　イトが怪訝そうな顔をすると、パルティータは激痛を堪こらえた後に言った。

「銃じゆう口こうが私に向いた時、あいつの目、一瞬青く見えたのよ。あんたの目の色と、同じ色に……」

「え……？　おい、パルティータ！」

　イトを見つめていたパルティータの目が閉ざされ、彼女の身体からだから力が抜ぬけた。イトが思わず駆かけ寄ろうとしたが、サブナクに引き留められる。

「おいイト。トドメを刺さしたいのは山々だが、今は俺の【身体】が先だ。行くぞ」

　サブナクの言葉を聞いたフーガが白い鞭を握にぎりしめた。イトは身構えたが、彼の鞭がこちらに向かってくることはなかった。

「くそっ……！」

　フーガは鞭を放した。純白の光を手に宿し、その光で横たえたパルティータの身体を包んでいく。彼女から視線を離はなさずに、フーガはイトに言葉を向けてきた。

「……俺は今、お前達に構っている場合ではない。こいつが倒れた以上、魔ま物ものの襲しゆう撃げきも時間の問題だ。これ以上結界が弱まったら、街が危ない」

　パルティータから視線を離さなかったフーガが、イトを見上げてきた。パルティータと同じ紫むらさきの瞳ひとみでイトを強く見み据すえた。

「さっきの言葉、信じるぞ。必ずこの街を、あの男と魔物から護まもれ」

　イトもまたフーガの目を見据え、しっかりと頷く。イトが頷いたのを見てから、フーガは俯うつむいた。一瞬だけ、アメシストの瞳が悲しげに揺ゆれた。

「……スクーすまズィない」

　以前も、パルティータから同じ言葉を、同じような表情で言われたことがある。きっと彼らの故郷にまだ残っている言葉なのだろう。意味はわからないが、察することは出来た。

　イトはフーガの脇わきを通り過ぎる。

「俺は、この街を護りたい」

　──ここには、自分が存在することを許してくれた人達がいる。自分がいなくなっても、この場所はずっとあって欲しい。

　その言葉がフーガに届いたかはわからない。確かく認にんしないまま、イトはサブナクの背を追った。







　血に塗まみれる妹に治ち療りようを施ほどこしながら、フーガは一人呟つぶやく。

「俺は選ばなくてはならない。少しでも未来が良くなる選せん択たく肢しを。……もう決して、最悪な結果にだけは出来ないんだ」

　フーガの独白に応こたえるように、パルティータが首から下げた十じゆう字じ架かがチャリ、と音を立てた。
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「イト……何でっ……！」

　レントがいくら呼んでも叫さけんでも、イトは戻もどって来てはくれなかった。

　牢ろう屋やを素す手でで壊こわそうとしたが敵かなわなかった。傷だらけになった手を見下ろすと、また涙なみだが溢あふれる。一度この手で摑つかんだのに、どうして離してしまったんだろう。

　レントを巻き込まないよう考えての行動だったのだろう。素直ではないが、イトの優やさしさをレントは理解している。護られているだけで、レントはイトに何も出来ていない。自分の弱さが歯は痒がゆくて、悔くやしかった。親友だと言ってくれた時、誰だれよりも力になりたいと思ったのに。

「こんな別れ方、嫌いやだよ……っ」

　レントがそう言った時、足音が聞こえた。こちらに向かって来ている。暗がりから、うっすらと白い服が見えた。レントは柵さくに縋すがり付いて叫んだ。

「イト!?」

　白い服は、イト本人のものではなく、イトの姿を模した人形が着ていた。それを抱かかえているのは、暗くら闇やみより深い漆しつ黒こくの髪かみを持った男だった。サングラスを下げ、ネウマは物もの珍めずらしそうに牢屋を覗のぞき込んだ。

「おやおや。何が鳴いているのかと思えば、ぼうやのお友達の子犬くんじゃないか」

（何で……この人がここに？）

　偶ぐう然ぜんだろうか。しかし、最近この街に来たばかりのこの男が地下道などに来るだろうか。怪あやしさはあったが、レントは彼に助けを求めるしかなかった。

「お願いです！　ここから出して下さい！」

「そんなに必死で……何かあったのかい？」

　イトの人形を弄もてあそびながら、ネウマは首を傾かしげた。

「イトが……イト、死ぬつもりなんです！　止めないと……！」

「それは聞き捨てならないね。いいとも、出してあげよう。──その代わり、私のお願いも聞いてくれないかな？　きっと君は私の役に立ってくれる。先ほどから探していたんだよ」

　──偶然見つけたようなことを言っていたのに、探していた？　レントが不ふ審しんげな目を向けると、ネウマは牢の前に来て、サングラスの向こうからじっとレントを見つめた。

「ぼうやが死ぬつもりだと言ったね？　ぼうやが話したのかい？」

　言うか否いなか、迷ったが、レントは頷うなずいた。するとネウマは嬉うれしそうな笑えみを浮うかべて、レントを優しく見つめた。

「そうか……。やはり君は、ぼうやにとってとても大切な友人のようだ。君もそこまで知っているなら、私と協力して、ぼうやを止めようじゃないか」

「協力って……でも、あなたはイトを傷つけようとしたじゃないですか！　あなたが人形に仕し掛かけた爆ばく弾だんに、イトも巻き込まれてたかもしれないんですよ!?」

「何を言っているんだい？」

　レントの怒ど声せいに、ネウマは場ば違ちがいなほどに純じゆん粋すいな疑問を投げかけてきた。本当にレントの言っている意味がわからないと言いたげだった。

「ぼうやはその程度で死ぬような子ではないよ。死に場所は自分で選ぶ子だ。勝手にね」

　疑う余地などないと言いたげな言葉に、レントは驚おどろいて彼を見上げた。ネウマはイトの力を心の底から信じ切っていた。その上で言葉を続ける。

「実は今回のこのゲームも、この街を破は壊かいすることが目的ではなく、ぼうやのために企き画かくしたことなんだよ。こうでもしないと、ぼうや達は真しん剣けんになってくれないだろう？」

「イトの……ため？」

「おや、疑っているね？　本当さ。私はこの街の人間は死んでも構わない。しかしぼうやだけは別だ。──ぼうやの死体は美しいだろうが、あの子だけは私は死なせたくない」

　ネウマの表情から、胡う散さん臭くさい笑みが消えていた。黒い瞳が怖こわいほどに真しん摯しにレントに向けられている。レントが吸い込まれるようにその瞳を見ていると、彼は笑みを取り戻した。

「私と共にぼうや達の邪じや魔まをして、ぼうやを悔しがらせないかい？」

　からかうような口調だが、そこにはイトを救う手立てがあると、ネウマは言外に告げる。

　利用されるのだろうか──そう思ったが、レントにもう選択肢は残されていない。

　イトを死なせたくないと言ったネウマの目は、サングラス越ごしでもとても力強く、噓うそはないように見えた。レントは顔を上げ、ネウマを見つめた。

「……何をすれば、いいんですか？」

「それが、今はまだ準備が整っていなくてね。言える時じゃないんだよ。なに、大したことじゃないさ。必ずぼうやのためになることだよ」

　イトのため──

　ネウマは微笑ほほえんで、レントの髪を撫なでた。

「わかりました。えっと……」

「いつも心に安らぎを。新しん鮮せん丁てい寧ねい、葬そう儀ぎ屋のネウマおにいさんだよ。よろしくね、子犬くん」

「レント、です」

　暗がりの中でも見える黒い瞳を、希望を探すように、レントは強く見つめ返した。
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　パルティータが見つけた棺ひつぎに似た大きな箱と、その上に置かれているアインザッツとプロケルが見つけた細長い箱。どちらにも、青い石が無数に塡はめ込まれていた。

　右目が熱い疼うずきを訴うつたえる。間ま違ちがいなく、この中にはサブナクの【身体からだ】がある。

　瞼まぶたを閉じ、熱が収まるのを感じてから、イトは箱に触ふれた。と、同時にサブナクがイトと肩かたを組んで、顔を覗き込んできた。口元は意地悪く笑っている。

「もう怖がらねえのか？　俺と離れるんだぜ？」

「今お前といるこの状じよう況きようの方がよっぽど怖い！……それに、本当にこれで終わりだといいけどな。もしかしたらまだあるかもしれないし！」

　悪態じみたことを言ってサブナクを引き剝はがす。

　イトの胸中で、もう一人のイトが囁ささやく。

　──本当に、終わらせたいと思っているのか？

　まだそんなことを考えている自分に呆あきれてしまう。

（当たり前だ。これが俺の役目なんだから）

　──でも、もしもまだここで生きられるなら？

（そんなこと、考える必要はない。こいつとの契けい約やくを果たすために俺はここにいるんだ）

　箱を開くと、その隙すき間まから男の肌はだが覗いた。




　十本の指。二本の腕うで。二本の脚あし。そして胴どう体たいと、それらを一つに繫つなげる首。

　サブナクのすべての【身体】がここに揃そろった。

　大理石の床ゆかに並べられたそれらをイトはあまり見たくなくて視線を逸そらしていたが、舌打ちが聞こえてサブナクを見上げた。

「ったく、人の身体ぶつ切りにしやがって。ンッとに何考えてやがんだ、瑠る璃りの一族ってのは」

「まったくだ……」

　思わずサブナクに同意し、イトも項うな垂だれてため息をついた。視線に気付いて顔を上げると、不ふ機き嫌げんそうだったサブナクは不意に口元に笑みを刻んだ。イトもつられて笑う。

　茨いばらのような首の傷が紅あかく光り、サブナクは並べた【身体】に一歩近づいた。並べた【身体】もまた、同じように紅い光を発する。彼の首の傷から下、仮の身体が黒く崩くずれて消え、サブナクの首だけがそこに浮かんでいる──そこまでは見えた。紅い光のあまりの強さに、イトは思わず腕を翳かざして目を閉じた。しかし瞼を下ろせたのは左目だけで、右目は己おのれの【身体】を凝ぎよう視しするように紅い光を見続ける。

「サブナク……？」

　光が弱まり、翳していた腕をそっと下ろす。サブナクは先ほどと何一つ変わらない姿でそこに立っていた。変わっているのは、彼の前にあった【身体】がなくなっていることだけだ。

　イトの呼びかけに答えるように、サブナクはこちらを振ふり返る。足音が妙みように大きく聞こえる気がした。紅い瞳ひとみがイトを見つめた。首の傷までそのままだったが、それがあることに少しホッとしている自分もいる。いつもと姿形は変わらないはずなのに、ステンドグラスを背景にした彼の姿は、いつもよりさらに大きく、濃こく見えた。

　サブナクは彼自身の身体で、そこに立っている。

（戻もどったんだ……やっと）

　何か言いたいのに、言葉が出てこない。真っ白な頭で、イトは自分を見下ろすサブナクをじっと見つめていた。

　サブナクは何も言わずに紅い瞳でイトを見つめている。その表情はどこか険しく、何かを言いたげだった。その意味に思い至り、ようやくイトは我に返った。刀を抜ぬいて掌てのひらを切りつけ、血の滴したたる掌をサブナクに差し出した。これが最後の吸血になるだろう。

　サブナクは険しい表情のまま、溢あふれる血に舌を這はわせた。が、すぐに傷を治して顔を上げた。

「サブナク？　もう、いいのか……？」

　いつもならしつこいぐらいに血を欲しがる彼にしては珍めずらしいことだった。それほど早く、最後の一つ──イトに貸していた右目を取り戻したいのかもしれない。

「……最後だ。右目も返す」

　冷たくなった指先が、濡ぬれた眼球に触れた。一呼吸してから息を止め、指先を目の奥へ突つっ込む。──その直前。

「イト」

　呼び声と同時にサブナクが腕を摑つかみ、イトを自分の身体へと引き寄せた。後頭部を摑まれ、顔を胸へと押しつけられる。イトはしばし呆ぼう然ぜんとしたが、慌あわててサブナクの腕から逃のがれようと藻も搔がいた。

「何すんだよ！　ふざけてる場合じゃ……っ！」

　サブナクがさらに力を込めてイトの横よこ面つらを胸へと押しつけ、文句も途と絶だえてしまった。サブナクの身体を押し返しながら逃れようとして、イトはふとあることに気付いた。瞬まばたきしながら、腕の力を緩ゆるめて眉まゆを寄せる。

（何だ……？　何かが、変だ）

　正体のわからない違い和わ感かんがイトの胸を支配した。それは恐おそらく、生きている人間には当たり前にあり、しかしサブナクの仮の身体──死体に慣れてしまったイトにはなかなか気付けない、大事な何かのような気がした。

　違和感に気付き、抵てい抗こうも忘れてイトは考え込んでいたが、不意にサブナクの低い声がした。

「この身体は、血と骨と肉で出来ている。血が通い、熱を発して動く、生きた俺の身体だ」

　彼の声帯の振しん動どうは胸にも伝わり、イトの顔にも伝わってきた。──本当に、これは彼の身体なのだ。しかし違和感が拭ぬぐえない。その違和感が何なのか、イトにはまだわからなかった。

「それが何だ──うぐ……っ！」

　イトが言うと、またも顔を胸に押しつけられる。

「まだ気が付かねえのか？」

「な、何怒おこってんだよ……？　いい加減離はなせよ！」

　サブナクの低い声からは、色濃い怒ど気きが滲にじみ出していた。彼の怒気はすぐに殺気に変わり、イトの肌をひりつかせた。サブナクの腕から離れ、彼の全身が目に入る。

「……んっ？」

　イトの頭の中で、先ほど感じた違和感が蘇よみがえってきた。その正体に気付いた瞬しゆん間かん、イトはサブナクから感じた威い圧あつ感かんも忘れ、考えるよりも先に動いていた。サブナクの服を摑み、今度は自分から、頭ず突つきをするような勢いで再び彼の胸に耳を押し当てていた。

　──胸に押し当てた耳から感じるのは、冷たい沈ちん黙もくだった。

　震ふるえがイトの身体を襲おそう。イトはサブナクから身体を離し、彼の紅い目を見上げた。

「おい……まさか……っ！」

　サブナクは答えたくもないと言いたげな顔でイトから視線を外し、鋭するどい舌打ちをしただけだった。それで十分な回答だ。

　腹の底で、何かがふつふつと沸ふつ騰とうする。イトは拳こぶしを握にぎりしめ、さらにその感情の熱を上げた。

　顔を上げると、サブナクの瞳も激しい怒いかりに燃えていた。

「……残り一つ、どこにあるか、わかるか？」

「ああ。こんだけ魔ま力りよくが戻もどりゃ、奴やつが持ってるってことぐれえはな」

　視線を交かわしあい、イトとサブナクは同時にその怒りを爆ばく発はつさせた。

「「あのクサレ死体屋!!」」

　サブナクが作った、血を通わせて熱を発するはずの生きた身体。

　その身体は未いまだ冷たく、心臓の鼓こ動どうが聞こえなかった。否いな──心臓そのものがなかった。
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　教会の屋上に出る扉とびらを、イトとサブナクは怒りにまかせて蹴け破やぶった。冷たい風がイトの髪かみを揺ゆらして一度視界を邪じや魔ましたが、目を凝こらすと屋上の一角に、夜の闇やみより濃い影かげがあった。夜でもサングラスを掛かけているその顔が上がり、イトとサブナクを意外そうに見つめた。

「おや、早かったね」

　ネウマは屋上の縁へりに腰こし掛かけて、手にした人形を縫ぬっていた。

「うん、なかなかいい出来だ」

　針に通した糸を切ると、満足げに頷うなずいて彼は立ち上がり、イトとサブナクに身体からだを向けた。人形は彼の小こ脇わきに抱かかえられ、だらりと手足を下げている。いつもより人形の扱あつかいがぞんざいな気がしたが、そんなことを気にしている暇ひまは今のイトにはない。

「さてと。私が隠かくした四つの宝箱はすべて揃ったんだね。おめでとう！」

　ネウマは一人で大おお袈げ裟さに拍はく手しゆをして、ついでにポケットからラッパを出してパフパフと耳みみ障ざわりな音で祝福した。頭に血が上っているイトとサブナクには挑ちよう発はつにしか聞こえない。

「なーにがめでてえんだよクサレ死体屋。こんな茶番に付き合わせやがって」

「よくもあんな思わせぶりなこと……！」

　イトとサブナクの怒りの視線に、ネウマはきょとんとして首を傾かしげた。

「うん？　胴どう体たいだとちゃんと言っただろう？」

「心臓が抜き取られてるなんて普ふ通つう考えるか！」

「全部揃ったのに一つだけ足りない！　そんなイライラ感をお楽しみ下さい」

「「黙だまれ!!」」

　サブナクと共に怒ど鳴なってから、イトはふと気付いた。ネウマが持っているのは、人形だけだ。周りにも何もない。身一つの彼の姿を見て、イトは怪け訝げんそうに眉を寄せる。

（サブナクの心臓は、どこかに隠したのか……？）

　しかしサブナクはここにあると言った。ということは、ネウマの背後にある鐘しよう楼ろうだろうか。

　ネウマは片手を広げてから恭うやうやしく一礼して言った。

「では、すべてを見つけたぼうやとサブナクには、私の一番大切なものを進しん呈ていしなくてはね」

　ネウマはにっこりと笑って、自分の胸をとんとんと軽く叩たたいた。心臓のことだろう。

「どこにあるんだ！」

「さて、どこでしょう？」

「ふざけるな！」

　とぼけて首を傾げるネウマに、イトは声を荒あらげ、刀を抜いた。

「ふざけてなどいないよ？　先日の船上オークションの際に、ぼうやがサブナクの指と左ひだり腕うでを手に入れたと知ったからね。私が持っているものと合わせ、バラバラになったサブナクの【身体】はすべて揃そろった。私はやるべきことに向かい、真しん剣けんに取り組んでいるよ」

　薄うす笑わらいのまま言われても、信じられるはずもなかった。

　今まで命を賭かけて探してきたのに、宝探しなどと面おも白しろおかしく扱われ、彼の掌でいいように遊ばれている。怒りが収まらず、刀の柄つかを握った手が震えた。

「あんたの目的は何なんだ。今までサブナクの【身体】を持ってたのに、ずっと黙ってて、今さらこの街を巻き込んで、こんなことして……何なんだよ。何がしたいんだよ！」

　イトが向けた刀の切っ先を見つめ、ネウマは腕を組んで考え込んだ。

「何がしたい……か。そうだねえ、サブナクの力も魅み力りよく的だし、ぼうやに代わって私がサブナクの契けい約やく者になりたいとも思ったけどねえ……それもまた一番の理由とは言えないし。ああ、この街を巻き込んだのは、君達を焚たき付けるためと、うまく行けば死体がたくさん見られるかなと思っただけで、深い理由はないよ」

「死体って……あんた、人が死ぬことを何とも思わないのか……？」

「そんなわけないだろう？　私は死体愛好家だよ？　嬉うれしいに決まっているじゃないか！」

　今にも歌い出しそうなほど高らかにそう言うネウマに、イトの背筋に冷たいものが伝った。

　何を言ってもわかりあえそうにない。イトが刀を握り直したところで、隣となりからサブナクの低い笑い声がした。紅あかい瞳ひとみがネウマを挑発するように細められる。

「嬉しい……か。人を殺す快楽が目的じゃねえんだな。──人間に恨うらみでもあるのか？」

「君には敵かなわないねえ。さすがは大だい悪あく魔まサブナクだ」

　そう言ってネウマは笑い出した。いつもの胡う散さん臭くさい様子ではなく、おかしそうに笑っている。

「……こうして口に出してみると、たくさんの望みが出来たものだ」

　一人で笑ってから、ネウマは優やさしく、どこか寂さびしげな表情でイトを見つめた。

「長い間死んだように生きてきたのに、ぼうやを見たらたくさんやりたいことが浮うかんできてしまったよ。ああ、その責任も取って欲しいね」

「知るか。さっさと心臓を出せ。それで今度こそ……終わりなんだ」

「終わり、か。甘美な響ひびきだが、君達の旅をそう簡単には終わらせないよ。──そう思っている子が、私以外にもいるようだ」

　ネウマの視線が背後に向かった。イトもそちらに視線を移し──目を瞠みはった。

　鐘楼の陰かげから現れたのは、イトと同じ白い制服。日に焼けた肌はだ。短く切った金色の髪。少し垂れた目と深緑の瞳が、イトを見つめている。

「レント……。何で……」

　イトを見み据すえるレントの目は充じゆう血けつし、瞼まぶたは腫はれていた。悲しませ、怒らせ、たくさん傷つけた証あかしを、レントはイトに突つきつける。

　レントの肩かたにネウマがポンと手を置いた。

「子犬が鳴いていると思ったら、彼がいてね。ぼうやに会いたいと健けな気げにお願いされては、連れて来ないわけにはいかないだろう？　なんたって、ぼうやのお友達だしね！」

　イトの隣から苛いら立だった舌打ちが聞こえた。

「だからあのガキは殺せっつっただろうが。何が始末を付けるだ」

　サブナクの言葉に何も言い返せず、イトは拳を握りしめた。彼はこうなることを見み抜ぬいていた。レントが必ずイトを止めに来ると。それなら、レントという親友を見くびっていたのはイトの方だ。レントの強い思いをちゃんと見ていなかった。

　レントの強い視線を受け止められず、イトは彼の隣に立つネウマへと怒りを向けた。

「レントに、何をさせる気だ！　何もないのに、あんたがレントを助けるなんて思えない！」

「もちろん、ぼうや達の楽しい旅路を終わらせないためさ。その点で、彼と私の思おも惑わくは一いつ致ちしている。違ちがうかね？」

「あんたとレントの思惑が一いつ緒しよなわけないだろ……！」

「でも、今のイトを止めたいのは本当だよ」

　静かにイトを見据えていたレントが、ようやく言葉を発した。力強いその声に、イトは息を詰つまらせた。

「やっぱり、僕は君を見過ごせない」

「おいヘタレ。いつだったかイトを裏切らねえと俺に啖たん呵か切ったのは、偽いつわりだったか」

　サブナクが殺気と共に睨にらんでも、レントは微み塵じんも怯おびえる様子はなく、彼を睨み返した。と、睨み合う二人の間から、ネウマが口を挟はさんだ。

「小こ姑じゆうとみたいだね、サブナク！」

　ビキ、と音を立ててサブナクの額に青筋が立つ。レントに向けていた殺気をネウマに移動させ、サブナクは低い声で言った。

「その人形の糸でてめえの口縫いつけて黙ってろ」

　ネウマは「はーい」と場ば違ちがいな返事をした。

「……偽りじゃありません。教会も神様も関係ない。僕は僕の意志でここに来たんだ」

　静かに話し出したレントの声に、いつもの明るさがない。それがイトの胸を痛ませた。

「僕は出会ったあの日、イトのことを知らなきゃいけないと思った。イトの強い思いを知った。……知った、つもりだった……。仲良くなって、イトも僕を信用してくれて、僕もイトが言うことなら間違いないって思えた。だけど……っ」

　レントは苦しげに息を詰まらせ、拳こぶしを握にぎった。あの場から素す手でで出ようと藻も搔がいたのだろう。その手は痛々しいほど傷だらけで、手に力を入れたことで傷口が開き、紅い血が滴したたった。

「僕はイトの一番知らなきゃいけないことを知ろうとしなかった。イトが何とかしてくれるって、甘えてたんだ。魔ま物ものを滅ほろぼすなんてこと、何の代だい償しようもなしに出来るわけないのに……っ！」

　身体から力を抜ぬき、レントは再びイトを見つめた。優しい色の深緑の瞳が、涙なみだで滲にじんでいる。

「……君に友達だって認めてもらった時、僕、言ったよね？　僕は君の友達だから、君が間違ったことをしているなら、止めるって」

　そしてイトもそうして欲しいと頼たのんだ。あんな仕打ちをしたイトをまだ友達だと思って、レントはその頼みを聞いてくれている。

　それでもイトはもう退ひけない。自分のためにも、サブナクのためにも、間違っているとは言えなかった。

「……俺は、自分の決意を貫つらぬきたいだけだ。間違ってない」

「間違ってるんだっ！」

　イトよりも自分に言い聞かせるように、レントはそう言った。イトに負けないよう、必死に声を張り上げていた。

「俺は言ったよな、イト」

　低い声に、イトは肩を弾はじかせた。サブナクを見上げるが、すでに彼はイトを見ていない。

「俺が殺すか、お前が殺すか、どっちか選ばせてやるってよ。優しい俺様の温情だったんだぜ？」

「サブナク！　やめろ！」

　イトが叫さけぶ前に、サブナクの腕はレントに向かっていた。レントは瞬まばたきもせずにサブナクを見据えていた。強い視線は、不意に黒い影かげに遮さえぎられた。

　レントの前にネウマが立ちはだかり、にこりと笑う。

「若い子達の邪じや魔まをするのは無ぶ粋すいだよ、サブナク。そう焦あせらなくても、ぼうやは君を裏切りはしないさ。最後の別れぐらいさせてあげてもいいじゃないか」

「邪魔なもんを排はい除じよするだけだ。お前も含ふくめてな」

「せっかちだねえ。ぼうやに嫌きらわれてしまうよ？　ね、ぼうや？」

　サブナクの身体からだの陰から顔を出し、ネウマはイトに笑いかける。イトはサブナクを見上げた。

「サブナク……頼む」

　肩かた越ごしにイトを見つめていたサブナクは、振ふり返ってイトの前に立った。その目は不ふ愉ゆ快かいそうにイトを見下ろしていた。そして彼は絶対的な声をイトへと向ける。

「それが人にものを頼む態度か？」

　プライドが拳を震ふるわせた。悔くやしさに奥歯を嚙かみしめてから、イトは身体から力を抜く。──つまらないプライドなんて護まもっている時じゃない。それより今はもっと大切なものがある。

　ゆっくりと、イトはサブナクの前に膝ひざを突いた。

「頼む」

　頭上から苛立った舌打ちが聞こえた。

「二度目はねえぞ」

　サブナクはイトの頭をパシリと叩たたいた。顔を上げると、不ふ機き嫌げんそうなサブナクの表情があった。その苛立ちはレントではなく、膝を突いたイトに向かっていた。イトは立ち上がり、サブナクを真っ直すぐ見上げた。

「お前にこんな屈くつ辱じよく的なことまでしたんだ。今度こそ、ちゃんとやる」

　信用しろと言うようにサブナクを睨んでから、イトはレントに向き直った。

　レントの前に立つと、出会った日の夜を思い出した。墓場でサブナクが首だけだとバレたあの日も、レントは間違ってると言ってイトの行こう為いを止めようとした。あの日のことをレントも思い出したのか、彼の目にも郷きよう愁しゆうの色が掠かすめる。

「僕は君と出会って変わった。強くなった。身体も心も。……あの時の僕だと思わないで」

「……そうだな」

　イトは刀の柄つかを握りしめた。その腕うでを上げると、レントが身体を硬かたくして身構えた。彼の思い詰めた表情を見つめながら、イトは白はく刃じんを閃ひらめかせ──刀を鞘さやに収めた。

　驚きよう愕がくするレントの前に、イトは歩み出た。その目を真っ直ぐ見つめると、レントは半歩足を退いた。

「イト……何で……」

「俺も、お前と出会って変わったと思う」

　レントが退いた半歩を埋うめ、イトは右みぎ腕うでを彼の肩に回した。こんなことをするのは初めてで、自分でも不自然な動きで笑ってしまう。レントの肩に顎あごをあてて、イトは静かに言った。

「……あんな風に閉じ込めたりして、悪かった」

「イ、ト……」

「俺もお前の立場なら、絶対に止めてたと思う。だけど、このままじゃダメなんだ。俺はあいつとの約束を違たがえることは出来ないんだ、絶対に」

　レントの腕が、イトの背中に弱々しく触ふれる。

「嫌いやだよ。僕がそれを認めたら、イトは……！」

　イトが腕に力を込めると、レントはイトの背中をぎゅっと摑つかみ、嗚お咽えつを抑おさえるようにイトの肩に顔を埋めた。

「……ごめん。僕、わかってるよ。イトの決意は、何よりも大事なんだって。でも、やっぱり……イトが死ぬなんて、嫌なんだ。認められない。せっかく親友だって言ってくれたのに、イトと離はなれたくないよ……っ！」

　レントはこの決意が、イトにとって何よりも大事だと理解してくれている。それでもまだイトが笑って生きていける可能性がないか、探さぐってくれている。

　何を言っても、イトはこの優やさしい親友を悲しませる。

　身体を離して、イトはしっかりとレントの目を見つめた。レントも滲んだ目で、イトを見た。

「レント、ごめん。何を言われても、俺の決意は揺ゆらがない。この決意が、俺の命みたいなものだから」

　これだけ大事にしてくれる人達の思いを振り切ってまで、やることではないのかもしれない。今レントに会ってこうして話すまで、そんな思いが心の端はしにひっかかっていた。

（でも今は、俺を大事にしてくれた人達の思いを振り切ってまで、俺がやりたかったことを、誰だれかに覚えておいて欲しい）

　この決意は、イトにとって何より大切なものだから。

「だから、俺の命を賭かけた願いを、お前に見届けて欲しい」

　大切な親友に、この決意を──自分のことを、ずっと覚えておいて欲しいと思った。

　潤うるむ目を大きく瞠みはるレントを見た後、イトはちらりとサブナクを一いち瞥べつしてから言った。

「あのオッサン、ちっとも信用ならないし」

「聞こえてんぞクソガキ！」

「耳の遠いオッサンに聞こえるように言ったんだよ！」

「オッサン言うな！　さっさとそのガキを殺せ！　話が違ちがうじゃねえか！」

「俺は殺すなんて一言も言ってない！　俺はレントにわかってもらいたかったんだ！　五千年も寝ねてたんだからこのぐらい待てよオッサン！」

　サブナクの怒ど鳴なり声に振り返って悪態をついていると、レントがしゃくり上げた。いつものイトとサブナクのやりとりに、笑ったのかもしれない。俯うつむいてしまったレントの表情はわからないが、笑ってくれたらいいと、切実に思った。

「そんな頼まれ事、されたくないけど……イトのお願いなら、断れないや」

　そう言って、レントは涙なみだを拭ぬぐいながら顔を上げた。

「僕は必ず、イトの願いを見届ける。約束、する……っ」

　レントが笑って目を細めると、新しい涙が頰ほおに伝い落ちた。イトは一度笑ってから、レントの濡ぬれた頰を軽く叩く。

「泣くなバカ」

「無む茶ちや言わないでよ……」

　わざとらしいすすり泣きが聞こえた。イトが目を眇すがめて見ると、ネウマがサングラスを外し、ハンカチで目元を拭っていた。

「ぼうや……良いお友達が出来たんだねえ。こんなに素す敵てきな友情を見せてもらって、ネウマおにいさんは感動で前が見えないよ……！」

「一生見えなくていいと思う」

「ぼうやのそういう冷たいところが私は好きだよ！」

　サングラスを戻もどすと、ネウマは視線をレントへ向けた。

「ところで子犬くん。……いや、失礼。ヘタレくんだったね」

「レ・ン・ト！　です！」

　真ま面じ目めな顔で間違えるネウマに、レントは声を張り上げた。

「そうそうヘタレントくんだね。ぼうやとの感動のお別れも済んだところで、さっき助けたお礼として、そろそろ私のお願いを聞いてもらおうかな」

「レント、耳を貸すな」

　イトの言葉にレントも頷うなずいた後、ネウマにはっきりと告げた。

「ごめんなさい。僕はイトを見届けることに決めました。あなたの役には立てません」

「いやいや、そんなことは気にしなくていいんだよ」

　ネウマはレントに笑いかけ、優しい口調で言った。

「もう君の意志は関係ない。準備も済んでいるからね」

「準備……？」

　イトが警けい戒かいして身構えると、ネウマはにっこりと微笑ほほえんで、小こ脇わきに抱かかえていた人形を掲かかげた。精せい巧こうに作られた白いフロムヘヴンの制服が、闇やみの中で光っているように見える。その人形の顔を見て、イトもレントも目を瞠った。

「え。僕……？」

　イトの人形だと思っていたそれは、短い金きん髪ぱつと、深緑の目──レントを模した人形だった。

　レントの人形を掲げながら、ネウマの目はイトに向かっていた。

「私を失望させないでくれると、信じているよ、ぼうや」

　ネウマがレントの人形の腕を動かした。その瞬しゆん間かん、背筋にぞくりと悪お寒かんが走る。

（何だ……？）

　ネウマが動く気配はないのに、イトの本能は最大級の警告を発していた。このままここにいてはいけない。

「イト！」

　サブナクの鋭するどい声がした。わけがわからず、彼の方を振ふり返ろうとした時、自分の腰こし元もとから、すらりと高い音が響ひびいた。何千何万と自分で奏かなでてきた刀を抜ぬく音。しかしこの時、イトは柄を握にぎっていなかった。

　目の前に、白い服が現れる。彼の身体からだが密着すると同時に、胸に何かが当たるような衝しよう撃げきを感じた。その衝撃は胸を貫つらぬき、背中にまで伝わった。胸から背中を貫かん通つうする衝撃は、すぐに炎ほのおのような熱さに変わった。
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　身体の前面に、白い服と温かい体温がある。

「え……？」

　レントの吐と息いきのような声が、耳元で聞こえる。

　熱さの中心で、ずるりと胸から何かが引き抜かれる。その際、イトの目に紅あかい珠たまがゆっくり飛び散っているのが見えた。サブナクの目のようだと、そんなことをぼんやりと思う。宙に舞まう紅い珠を見つめ続けていると、背中に何かが当たった。紅い珠に見とれている間に、イトの身体は屋上の床ゆかに仰あお向むけになっていた。背中が生なま温ぬるく濡れていて気持ちが悪い。

「イト……？」

　レントが、呆ぼう然ぜんとしてイトを見下ろしている。お揃そろいだと喜んでいたフロムヘヴンの白い制服は紅く染まり、その手にも真っ赤に塗ぬれたイトの愛刀が握られていた。刀もまたべっとりと紅い液体が付着し、切っ先から雫しずくを滴したたらせている。

（何でレントが俺の刀を？　それにあの血……あいつ、どこか怪け我がしてたのか？）

　イトもまた何が起こったかわからず、ただレントを見上げていた。

　心臓が焼けるように熱い。そこから熱が怒ど濤とうの勢いで溢あふれ出て、身体が急激に冷えていく。

　不意に視界が翳かげった。また紅い珠がある。違う。あれは、サブナクの瞳ひとみだ。

「おい、イト！」

　聞こえてる。何怒おこってんだ──そう言おうとしたが、イトの声は喉のどの奥から溢れてきた血によって、ごぽりと不ふ明めい瞭りような音を響かせただけだった。

（身体が動かない……。何で──）

　指先も動かせないほどに凍こごえた身体の中心で、イトの心臓はその鼓こ動どうを止めた。

　親友に胸を貫かれたという事実が理解出来ないまま、イトの感覚は閉とざされた。
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「イト……？」

　足あし下もとから水音がしていた。ぽたぽたと、レントが握っているものを伝い落ちている。見た目より重いそれは、イトの愛刀だった。この刀をイトが身体の一部のように振り回すのが格好良くて、憧あこがれていた。戦いなんて怖こわくて震ふるえるのに、そんなイトを見ていると、心が奮い立った。いつかは戦っている彼の隣となりに立ってみたいと思うようになった。

　考えてみれば、初めて会った時からレントはイトの強い目に憧れていた。だから友達になりたいと思った。隣に立って、戦って、そしてずっと一いつ緒しよに笑っていたかった。だけどイトには命よりも大切な願いがあって、その願いを見届けて欲しいと言った。大切な親友の頼たのみだ。レントもまた、見届けると約束した。

「噓うそだ……」

　──なのに何な故ぜ、今足下で寝ね転ころがっているイトの目には、何も映っていないのだろう。何故、お揃いの白い制服が真っ赤に染まっているのだろう。何故、イトは動かないのだろう。

「だって、僕……君の決意を見届けるって、約束……」

　レントの手からイトの愛刀が滑すべり落ちた。刀の耳みみ障ざわりな音が、レントの耳を劈つんざく。

「イト！　起きてよ、ねえ！　イト!!」

　何度呼んでも、レントの声にイトは答えない。イトの目はレントを見ない。

「嫌いやだ……こんなの、認めない……っ！」

　命いのち懸がけの決意を見届けると約束したのに、こんな形でそれが破られるなんて、認められるわけがない。

　レントは上着を脱ぬぎ、イトの胸に巻き付けてきつく縛しばった。白い服が真っ赤に染まっていくことに恐きよう怖ふを覚えながらも、レントはサブナクを見上げた。

「サブナクさん！　悪あく魔まの力なら、治せますよね……！」

　きっとまだ間に合う。イトがこんなところで死ぬはずがない。彼ならきっと助けられる。

　そんなレントの期待を握り潰つぶすように、サブナクは冷たい視線をレントに返す。

「俺は生きてるイトの身体を使って魔術を使っていた。死体の身体じゃ、俺の魔術は発動しねえんだよ」

「まだきっと間に合います！　だから──っ!?」

　レントの胸に、重い衝撃が襲おそいかかってきた。サブナクがレントを蹴けり飛ばし、一いつ瞬しゆん宙に浮ういたレントの身体は床に叩たたきつけられた。レントの中の希望を潰すように、サブナクの靴くつ底ぞこが仰向けになったレントの胸に叩き落とされる。

「何を言ってやがる……」

　圧あつ迫ぱくされた胸が一度ふっと軽くなる。しかしそれは一瞬だった。すぐにまた骨が軋きしむ音がして、激痛が襲い来る。

　苦痛に耐たえて、レントはサブナクの脚あしを摑つかみ、彼を見上げ──そして戦せん慄りつする。冷たさは消え、激しい怒いかりと殺気をたたえた瞳がそこにあった。

「たった今、お前がその手で奪うばったんだろうが！　俺から、イトを！」

　レントの血ち塗まみれの手には、まだイトの身体を貫いた感覚が残っていた。

　──僕が殺した。

　サブナクの冷たい手がレントの首を絞しめつける。爪つめが食い込み、血が流れた。

（僕が、奪った。イトのすべてを。……サブナクさんの、すべてを）

　なら、今サブナクがレントを殺そうとしているのは報むくいだ。甘んじて受けなければ。

　罪悪感とサブナクの殺気に、全身が死を感じていた。全身が震え、苦痛に意識が遠のく。それでも心だけは、別の想おもいで支配されていた。

（ダメだ。死ねない！　イトを助けなきゃ……！　死ぬのは、その後だ！）

　恐怖も苦痛も、その想いが凌りよう駕がする。レントはサブナクを強く見み据すえた。

「こん、なの……っ、僕は認めない！　イトだけは、絶対に助けるんだ！」

　サブナクが力を抜いた一瞬、レントは咳せき込みながら彼の腕うでから抜け出した。

「イト！　起きてよ！　イトがこんなとこで死んでいいはずない！」

　レントはサブナクを見もせずイトに駆かけ寄り、再びイトの名前を叫さけんだ。







「……どこまでもうざってえガキだ」

　サブナクは忌いま々いましげに舌打ちし、再度レントの首に手を伸のばそうとした。が、すぐやめた。この少年の首を手た折おることなど容易たやすい。しかし──

「殺さないのかい？」

　ネウマの声に顔を上げ、サブナクはレントを一いち瞥べつして冷たい声で答えた。

「誰だれが生き地じ獄ごくから救ってやるかよ。狂くるい死ぬのが似合いだ」

「そうだね。……彼は今夢を見ている。ぼうやがまだ生きているという、甘い願望の夢をね。目が覚めた時、彼はこれ以上ない悲劇に見み舞まわれるだろう」

　そう言ってネウマはレントを見たが、すぐに興味が失うせたように視線を外した。

　ネウマの手には、いつも持っているイトの人形があった。レントの人形はネウマの足下に投げ捨てられている。レントの人形をサブナクが一瞥すると、ネウマが言った。

「子犬くんの血と髪かみが入っている。本来なら人形を傷つけることで、本人を呪のろい殺すというものなんだが、私なりに少しアレンジして、本人を操あやつれるようにしてみたんだ。急ごしらえだから、ほんの少しの間しか効力はないけどね。まぁ、十分役に立ってくれたよ」

　ネウマは顔を上げたが、サブナクはまだレントの人形を睨にらんでいた。

「……五千年前に、どこかで見た術だな」

　顔は人形に向けたまま、目だけをネウマに向けた。ネウマは少しばかり視線を落として呟つぶやく。

「思い出してくれると嬉うれしいんだがね」

　悲しげにも見えるネウマの様子に、サブナクは不ふ愉ゆ快かいそうに答えた。

「どうでもいいことだ。──お前から心臓を奪い返し、イトの死体から右目を抉えぐり取れば、俺の【身体からだ】はすべて戻もどる」

「君の完全な復活の時だね。……だというのに、何故そんなに怖い顔をしているんだい？　やはり伝説の大悪魔様も、ぼうやの死は悲しかったのかな？」

　ネウマが何を言おうとも、サブナクは表情を変えなかった。ただ、纏まとう空気には剣けん吞のんさが増していた。

「あいつの魂たましいは俺のものだった。それを奪われて許すと思うか？」

　その言葉にネウマは何も言わず、ただ薄うすく笑っているだけだった。

「お前を殺せば多少は気が済むかもな」

「残念だが、君に私は殺せないよ、サブナク。それに、ぼうやがいなければ──」

「復活なんざ、もうどうでもいい。あいつがいなけりゃ意味はねえ」

　ネウマの言葉を遮さえぎり、サブナクは吐はき捨てるように言い切った。ネウマの表情から笑えみが消える。

「何を……何を言っているんだい、サブナク。君が復活することが──」

　ネウマが初めて見せる動どう揺ようにも、サブナクは何も感じなかった。ネウマが何を考えていようと、何をしようとも、もはや関心はない。

　サブナクはイトの死体を一瞥した。深い青の瞳ひとみは、もう何も映さない。

「結局俺は、あいつの命懸けの願いも叶かなえてやれなかった」

　漆しつ黒こくの瞳を見据える。ネウマに向けるのは、怒りと殺意だけだった。

「俺の唯ゆい一いつを、お前は奪った。殺すだけで済むと思うな」

「君達は……そんなにまで……」

　呆ぼう然ぜんとしたような気の抜ぬけた声で呟いてから、ネウマは笑みを取り戻し、抱だいた人形を見下ろした。

「妬やけるよ、両方にね。私も君と……あるいはぼうやと、そんな風になりたかった。……が、それは叶わないし、叶ったとしても、恐おそらくは虚むなしいだけだろうね」

　羨せん望ぼうの眼まな差ざしでそう言ってから、ネウマは虚うつろに目を開いたままのイトの死体を見つめた。

「だが、絶望するのはまだ早い。大悪魔サブナクにそこまで思わせるぼうやが、本当にここで終わる子だと思うかい？」

　レントの願望と希望の混じった声よりも、もっとはっきりとしたネウマの声に、サブナクは思わず目を眇すがめる。まるでイトが蘇よみがえるとでも思っている様子だ。

「お前まで何を言ってやがる。イトは死んだ。それは俺が誰よりわかってんだよ」

「ああ。葬そう儀ぎ屋の私も、ぼうやが死んでいることは一目見ればわかるよ。──ただね。私はぼうやにアンコールを期待しているんだ」

「アンコールだ……？」

　そう言ったサブナクの左目を、一瞬、火の粉のような熱が掠かすめた。気のせいだと済ませてしまえるほどの一瞬の熱だ。イトを振ふり返ってみても、そこには鼓こ動どうの途と切ぎれた死体しかない。

　──しかし左目に感じた熱は、確かに右目が呼んだものだった。

　サブナクの片かた頰ほおが歪ゆがみ、その顔に笑みが浮かんだ。紅あかい瞳にはイトの死体が映っている。

「……お前の執しゆう念ねんには負けるな」

　またしてもイトの右目が、サブナクの左目を呼ぶ。

　イトに縋すがり付くレントを見もせずに蹴り飛ばし、サブナクはイトの傍そばに立った。

　何も映さない青い両目を見つめ、サブナクは楽しげな笑みを浮かべた。

　死体の身体では魔術は使えない。──だが、ほんの一瞬でも生きているのなら。

「何とかしてやるよ、クソガキ。……任せろ」

　その声が聞こえたかのように、一度だけ、弱々しい心臓の音がサブナクの耳を打った。心臓の音に合わせ、サブナクの左目と、虚ろに開いたままだったイトの右目が同時に紅い輝かがやきを発する。

　サブナクの様子が変わったのを見て取ってか、レントはサブナクとイトをじっと見つめた。

「イト……？」

　レントの声に答えるように、瞼まぶたが動き、睫まつ毛げが揺ゆれた。眉まゆが顰ひそめられた。鼻がひくりと動いた。血の気のない唇くちびるが開いた。……口から、息を吐いた。

　一度の瞬まばたきの後、イトの目は大きく見開かれた。

　昂こう揚ようを隠かくした声で、ネウマが静かに呟く。

「──それでこそ、誇ほこり高き一族の末まつ裔えいだ」

　次の瞬しゆん間かん。喉のどを引き裂さくようなイトの絶ぜつ叫きようが上がった。
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　傷口から熱が流れ出ていく。痛みは不思議とない。

（噓うそ、だろ……）

　手足が凍こおったように冷たく、動かない。動けない。

　氷の中にいるように、瞬またたく間に身体が冷えていく。寒くても、身体は震ふるえることさえしなかった。貫つらぬかれた心臓の傷口だけが熱い。

（これが、死ぬってことか……？）

　ぼんやりと理解してから、イトは死を受け入れ始めている自分に気付き、愕がく然ぜんとした。

　まだ死ねない。死ぬわけにはいかない。こんなところで止まるわけにはいかない。イトにはまだやることがある。

　それにこの魂の行き先は、天国でも地獄でもない。

（まだ、死ねない……）

　手足はすでに動かない。心臓の音が弱くなっていく。全すべての感覚が暗く落ちていく。

　心臓が脈を緩ゆるめ、そして鼓動を止めた。

　何も感じられず、イトのすべてが失われていく。そう認にん識しきするだけの思考の欠片かけらが残る。

　──っあんたが犠ぎ牲せいになることで得られる平へい穏おんなんか、いらないのよ！

　突とつ然ぜん、誰かの声がした。否いな、声かどうかもわからない。何かがイトの内に湧わき上がってくる。

　──魔ま物ものを滅ほろぼしたいと思うなら、生きて魔物と戦えばいいわ……！

　パルティータは人間にしては大きすぎる力を持ち、そのせいで大事な人を失った後こう悔かいを抱かかえている。イトと似ているからこそ、彼女の決意の強さは、誰だれより理解出来た。だからこそ最後までわかりあえなかった。それが少し、悲しかった。

　──お前がここに残ることを望んでいる者がどれだけいるか、お前はわかっているか？

　大切に思われていることから、目を逸そらし続けていたイトに、フーガのその言葉は突つき刺ささった。もう目を逸らしてはいけない。最後だから、すべてをこの目に焼き付けて行かなければ。

　──……あなたの思いは、よくわかります。私はあなたを止める術すべを持ちませんが……やはり納なつ得とくも、出来ません。それだけは、覚えておいてください。私はあなたが大好きですよ。

　──……イト。僕は、どうしたらいいかわからない。だけど、イトに死んで欲しくない。大好きだから。……せめて、覚えておいて。

　何もない自分の存在を認められず藻も搔がいたアインザッツと、そんなことは構わず、ただ純じゆん粋すいに大切だと思う気持ちを向けてきたプロケル。二人とも、イトのことを好きだと言ってくれた。アインザッツとプロケルは、きっとイトを忘れはしない。だから何かをしなければいけないはずだった。大切な人達に、自分の存在を覚えておいてもらうために。

　──僕は必ず、イトの願いを見届ける。約束、する……っ。

　──イト！　起きてよ！　イトがこんなとこで死んでいいはずない！

　レントの言う通りだ。こんなところで死んでいられない。この魂の行き着く先を、レントに見届けてもらうんだ。

（うご、け……）

　どこかがまだ必ず動くはず。

　思考さえも黒く侵しん食しよくされていく中、イトはそれだけを信じて、己おのれの身体からだを鼓こ舞ぶした。

　何も感じられなくなったイトの身体に残ったのは、思考という名の執念だった。

（まだ、死ねない）

　心臓が止まってもなお、イトはそう強く思った。

（動け、動け、動け！　動いてくれ！　一度でも動けば、きっと……！）

　あいつが何とかしてくれる。

　視界も閉とざされているはずなのに、どこかから光が差す。誰だれかの瞳の色と同じ、紅い紅い光。

　──どうする？

　誰かの声がした。過去にどこかで聞いた声に、イトは叫さけんだ。

「俺はまだ死なない！　サブナクの【身体】を取り戻もどすまで、絶対に死なない！」

　不意に、片頰を歪めた笑みが浮うかんだ。

　──何とかしてやるよ、クソガキ。……任せろ。

　その声に呼応するように、イトの心臓は一度だけ再び鼓動を打ち、生きた身体に戻った。そのただ一度の鼓動と同時に、右目に熱が点ともった。右目からじわじわと燃えるように熱が広がり、冷たい身体が急激に熱を取り戻していく。右目の熱が心臓に辿たどり着いた時、貫かれて傷ついた心臓が、熱と共に二度、三度と動き出す。

　──それでこそ、誇り高き一族の末裔だ。

　イトの身体に感覚が戻った時、一番に感じたのは全身を蝕むしばむ激痛と、紅い瞳だった。
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　イトは口の中の血を吐はき散らしながら、叫び声を上げ続けた。指、手、腕うで、足、胴どう体たい、頭……完全に停止したはずの身体が、地に縫ぬいつけられた鎖くさりを引きちぎるように動き出す。全身が動いた時、イトは苦く悶もんの声を上げながらのたうち回っていた。左目が輝いたまま、サブナクはイトの傍かたわらに膝ひざを突いた。

「まだ途と中ちゆうだ。動くんじゃねえ」

　恐おそらく今のイトに意識はないのだろう。イトはサブナクの声すらも聞こえていないようだった。サブナクの腕が暴れるイトの腕を床ゆかに押さえつけた。

「イト！」

　レントがイトに手を伸のばす。イトの身体に触ふれた瞬間、レントの手から血が舞まった。逃のがれられるはずのないサブナクの腕を振り解ほどき、イトの爪つめがレントの手の甲こうを抉えぐっていた。

「イト……！　痛いの!?」

　レントは再び手を伸ばして声を掛かけたが、イトの叫び声が重なった。それは悲鳴や絶叫よりも、獣けものの咆ほう哮こうに近かった。苦悶するイトの肌はだに太い血管が浮き出している。

　イトの口からは人の声とは思えない絶叫が迸ほとばしり、塊かたまりのような大量の血を吐いた。

　暴れ狂くるうイトを押さえつけながら、サブナクの口元から舌打ちが響ひびく。

「このぐれえお前なら耐たえられるだろうが！」

　苛いらついた低い怒ど鳴なり声にも、イトは叫びを上げるだけだった。

　イトをサングラスの向こうから見つめながら、ネウマは一人首を傾かしげる。

「まだ身体が成長しきっていないせいか、うまくはいかないか……」

　ネウマの独白の後、カツンと硬かたい音が辺りに響いた。不規則なその音は、ゆっくりとこちらに近付き、レントの傍そばで止まった。

　イトの叫び声の合間に、清せい廉れんな声が響いた。

「どういうことよ、これ」

「姐ねえさん……！」

　レントが顔を向けた瞬間、パルティータの身体がふらついた。あわててレントが支えると、パルティータは血に染まったレントの服や首の傷に気付いて目を瞠みはった。

「レント……あんた、怪け我が……」

「僕のことはどうだっていいんです！　それより姐さんの方こそ、怪我を……！」

　パルティータの腹に巻かれた包帯には血が滲にじみ、こめかみからは汗あせが伝い落ちていた。

「大聖女様を舐なめんじゃないわよヘタレント。私のことはどうだっていいのよ」

　レントの言葉を真ま似ねて笑っているが、普ふ段だんなら彼女がレントに寄りかかったままでいることなどありえない。それでも視線だけはいつも通り強く、パルティータは暴れるイトを見み据すえた。

「どうなってるのよ、あの子」

「一度、ぼうやの親友であるその子が殺したのさ。ぼうやの刀で心臓を貫いて、ね」

　淡たん々たんと告げられる事実に、レントの目の前が一いつ瞬しゆん暗くなった。息を吹ふき返したが、イトの胸を刺し貫いた感覚は、今もレントの手にしっかりと残っていた。今になって息が詰つまり、身体が震ふるえた。全身が凍こごえるが、パルティータを支えている手だけは温かい。

　パルティータはレントを見ようと顔を上げた。レントは咄とつ嗟さにその視線から目を逸らした。

　友達を刺した自分を彼女に見られたくなかった。彼女の綺き麗れいな瞳ひとみに見られたら、自分がどれだけ醜みにくいかを、まざまざと見せられる気がした。

　目を逸らしたレントの目の前に、突とつ如じよ、パルティータの細い指先が現れた。

「い……っ！」

　中指で額を弾はじかれ、レントは驚おどろいた拍ひよう子しに自分からパルティータを見つめていた。彼女の瞳が痛ましそうにレントを見て、そしてゆっくり、レントの痛みを和やわらげるように微笑ほほえむ。

「わかってるから、そのヘタレた顔はやめな。……つらかったわね」

　額を弾いた手が、レントの頭をポンと撫なでる。その温かさに、止まっていた涙なみだが溢あふれた。

　涙を肩かたで拭ぬぐい、レントはしっかりと足を踏ふみしめてパルティータを支えた。──否いな、支えられているのはレントだ。パルティータがいなければ、ネウマの言葉に崩くずれ落ち、二度と立ち上がれなかったはずだ。

　パルティータはネウマに視線を向け、彼の言葉を鼻で笑った。

「ヘタレなこの子がそんなこと出来るわけないわ。あんたが何かしたんでしょう」

　ネウマは悪びれもせず頷うなずいた。

「その通り。私はぼうやを死なせたくないからね。そしてその望み通りぼうやは生き返った。一瞬だけね。その一瞬をサブナクは見み逃のがさず、魔ま術じゆつで死んだぼうやの身体を蘇よみがえらせている。──なんて素す晴ばらしい絆きずなだろう」

　感動を嚙かみしめるようにそう言って、ネウマは優美な動きで、のたうつイトとそれを押さえるサブナクに腕を向けた。イトの肌に浮かんだ血管は破れ、身体の至る所から血が流れている。

「……だが、あの様子では、拒きよ否ひ反応が出ているのかな？」

「でも、今までだってイトは、サブナクさんの魔力で身体を治してて……」

「一度死んだ身体だよ？　ちょっとした傷を治すのとはわけが違ちがう。あのまま続ければ、ぼうやの身体はサブナクの魔力を受け止めきれず、魔物と同じようになってしまうだろうね。せっかく生き返ったのに、残念なことだ」

　ネウマを睨にらみつけながら話を聞いていたパルティータが、不意に歩き出した。ふらつく彼女の身体をレントが支え、パルティータはイトを抱かかえ込むサブナクの前で立ち止まる。

「その致ち命めい傷しよう、あんたなら治せるんでしょうね、木偶でく」

「失うせろ死に損ぞこない。邪じや魔ますんじゃねえ」

「流石さすがの大聖女様も、一度死んだ肉体を蘇そ生せいさせるなんて、悪魔みたいな所業は出来ないわ。だけど──」

　ヒールの音を響かせ、パルティータはイトとサブナクにさらに一歩近付く。

「魔を払はらって元の人間に戻すことなら、聖女様の得意分野よ」

　サブナクの目が、ようやくパルティータに向いた。

　一瞬、サブナクのぎらつく瞳と、パルティータの清廉な瞳が睨み合う。そして彼らは同時に大きな舌打ちをした。

「──身体の機能を戻したら、出来る限り俺の魔力は収めてやる。しくじったら……いや、しくじらなくても殺してやる。せいぜい最後に役に立て」

「誰だれに向かって口利きいてんのよ木偶。あんた一人じゃこの子を元に戻せないくせに、偉えらそうに寝ね言ごとほざくんじゃないわよ」

「お前は寝言も吐けねえようにしてやるよ。ったく、よりによってこいつとこんなことさせやがって……戻ってきたらただじゃおかねえぞこのクソガキ……！」

　苛いら立だった声で呟つぶやき、サブナクは再び暴れるイトに視線を戻した。

「ほう……。伝説の大悪魔と、【神の子】である彼女がねえ。これは予想外だねえ、ぼうや」

　感心したようにそう言って、ネウマは手元の人形に微笑みかける。状じよう況きようを理解出来ていないのはレント一人だけのようだった。

「あの、姐さん？　サブナクさん……？」

「子犬くん。二人は仲良く協力して、ぼうやを元に戻もどすつもりのようだよ」

　ネウマの言葉に、レントは目を限界まで見開いて、サブナクとパルティータを見つめた。いつもなら激げき怒どするようなネウマの言葉も、今の二人には聞こえていなかった。

　サブナクは左目の輝かがやきを急激に強くした。イトの右目もまた同じように輝いたが、暴れ方も酷ひどくなった。イトの指がサブナクの頰ほおを掠かすめ、赤い筋が流れる。

「男前の顔に傷をつけやがって。責任取れよクソガキ」

　サブナクはイトを押さえ込みつつ、刀で貫つらぬかれた胸の傷が塞ふさがったことを確かく認にんした。浮うき出た血管が破は裂れつして流れた血が止まっている。イトから腕うでを離はなし、パルティータに向かって怒鳴る。

「さっさとやれエセ！」

「黙だまってな木偶！」

　パルティータも怒鳴り返し、その場でのたうつイトを見据えた。レントに押さえつけるよう頼たのんでから、パルティータがイトの前に立った。イトの右目が紅あかから青へと戻ったのを確認して、パルティータは右手に純白の光を灯ともした。

「今度は、絶対に死なせない……！」

　誰だれにも聞こえない決意を独白し、パルティータはイトの身体からだに右手を押し当てた。イトは再度暴れてレントとパルティータの身体を打ったが、徐じよ々じよにその動きが弱まっていく。肌はだに浮き出て脈動する血管も大人しくなり、ついには皮ひ膚ふの向こうへと沈しずむようにして消えた。

　まだ苦く悶もんに顔を歪ゆがめてはいたが、暴れることはなく、イトは目を閉じて荒あらく息をついていた。

　血と汗で額に貼はりついた髪かみを、白い指先がそっと撫でる。純白の光を受け、イトの顔がようやく和らいだ。パルティータも安あん堵どしたように、優やさしく微笑む。

「起きな、イト」

　そう言ってから、パルティータは悪戯いたずらっぽく笑い、イトの耳に唇くちびるを寄せた。

「──あんたから借りたお金、持ち逃にげするわよ？」

　ぴくりと、イトの瞼まぶたが動いた。

「うっ……」

「そこに反応すんのかよクソガキ！」

　サブナクの怒ど鳴なり声の後、呻うめくような声と共に、イトは瞼を開けた。

　瑠る璃り色いろの瞳が、再びこの世界を映し出す。
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「イト！」

　ぼんやりした頭に、泣きそうな声が聞こえてきた。二、三度瞬まばたきをして、イトは重い身体を起こす。身体の至る所に痛みが走るが、動けないほどではなかった。

　頭を振ふっていると、目の前でレントが泣いていた。やはりさっきの声はレントだったようだ。

「レント……？　あれ、俺……」

「本当に、イトだ……生きてる……！」

　──生きてる。

（ああ、そうか、俺……）

　胸に手を当てる。掌てのひらに鼓こ動どうが伝わってきた。見下ろしても、そこには破れた服と血の跡あとしか残っていない。

（一回死んだんだ）

　身体が覚えているのだろうか。驚くほどあっさりと、イトは一度死んだという事実を受け止めていた。よく覚えていないが、必死で生きたいと藻も搔がいていた気がする。しかしイトの力だけでは、及およばなくて──

「俺、どうやって……」

「サブナクさんと姐ねえさんが協力して……だからイト、戻ってこられたんだよ……！」

　レントの嗚お咽えつ混じりの言葉に、イトは心底理解出来ないという顔をして首を傾かしげた。レントが言っているのは、サブナクの魔術と、恐おそらくはパルティータの法術で生き返ったということなのだろう。理り屈くつは何となく理解した。──ただ。

「こいつらが協力なんかするわけないだろ」

　お互たがいを殺したいほどに嫌きらっているサブナクとパルティータが協力するなど、天地がひっくり返ってもありえない話だ。イトはその部分のみレントの言葉を信じなかった。レントがどういう反応をして良いのかわからず固まっている前で、イトはパルティータに視線を移した。

「何でお前がここに……」

　パルティータは不ふ機き嫌げんそうにイトから顔を逸そらした。

「当然、あの木偶を消しに来たのよ。なのにあんた、私にこんなことさせて……絶対、許さない、から……っ」

「は……？　何の話──パルティータ!?」

　パルティータの身体がぐらりと傾かたむき、起き上がったイトの前に倒たおれ込んできた。肩かたを支えながら、イトは彼女の腹に巻かれた包帯がほとんど真っ赤に染まっていることに気付いた。血の気の引いた肌には冷や汗あせが流れ、呼びかけても荒く不規則な呼吸が返ってくるだけだった。大おお怪け我がが治っていないまま、法術を使ったのだ。身体に負担が掛かかるのも無理はなかった。

（こんなになってまでこいつ、俺を追って来たのかよ……）

　それだけ、彼女もイトを生かしたいということだ。もう傷はないはずなのに、胸がつきりと小さな痛みを訴うつたえた。

　その時、イトとパルティータの姿に大きな影かげが覆おおい被かぶさる。影を作り出したサブナクを見上げると、冷れい酷こくな目がパルティータを見下ろしていた。

「今度こそトドメだ」

　サブナクはそう言って、手にしていたイトの愛刀をパルティータの背中に突つき立てようとした。イトは咄とつ嗟さにパルティータを抱だきかかえて転がった。幸い、彼女は髪を数本斬きられただけだった。サブナクが舌打ちしてこちらへ向かってくる。

「邪じや魔ますんじゃねえよ！」

「何があったのかよくわからないけど、とにかく待て！」

「待たん！　殺す！」

　間かん髪はつを容いれずにイトに答え、サブナクは刀を持ち直した。苛いら立だった彼の瞳ひとみの中に、イトは確かに殺意を垣かい間ま見みた。

　ほとんど意識のないパルティータをレントに預け、イトはサブナクの前に立ち、声だけを背後に向けた。

「レント、パルティータを医務室に連れてけ！」

　レントは一いつ瞬しゆん何かを迷ったが、すぐにパルティータを抱だき上げて立ち上がった。

　扉とびらの前でレントは立ち止まり、イトを振り返った。

「イト……あの、僕……っ！」

「何でお前がそんな顔をするのか、全然わからないんだけど。早くパルティータを連れて行け」

　レントの瞳にまたも大おお粒つぶの涙なみだが浮かんだ。さっきからレントは泣いてばかりだ。原因は全てイトにあったが、自分を想おもって泣いてくれるなら、悪い気はしなかった。

「僕、絶対見届けるから……！」

「お前を疑ってなんかない」

　イトが笑ってみせると、レントも泣き笑いのような顔をしてから背を向けて走っていった。その後ろ姿を見送ってから、イトはサブナクの腕から刀を奪うばい取る。

「勝手に俺の刀を使うな」

　じろりと睨にらんで言うと、サブナクは不機嫌そうに舌を出した。

「誰だれかさんはもう使わねえかと思ってなー」

「うるさい。──あと、さっきさ……」

「ンだよ」

　任せろと言ったあの声は、サブナクが本当に言った言葉だったのだろうか。尋たずねようかと一度口を開いたイトだったが、ふと死の淵ふちで勝手に作り上げた幻げん聴ちようだったら恥はずかしいどころでは済まないことに気付いた。それどころかもう一度死にたくなりそうなので、忘れることに決めた。
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「……やっぱり、何でもない」

　視線を逸らした瞬しゆん間かん、頰ほおに痛みが走った。頰を摘つままれ、強ごう引いんにサブナクの方に顔を向けさせられた。

「そういう反応が一番ムカつくんだよ！」

「らからだからなんらよなんだよ！　はなへはなせ！」

「このクソガキ！　誰だれが生き返らせてやったと思ってんだ！」

「おれらだバーカ！」

　イトはサブナクを睨んで出来るだけ憎にくたらしく見えるよう舌を出した。サブナクの指がさらに力を込めてイトの頰を引っ張った。

　痛い。生きている。ちゃんと感覚がある。

　──まだやれる。

　サブナクの手から逃のがれ、赤くなった頰を擦さすってから、イトは黙だまってこちらをのんびりと眺ながめている男を睨んで言った。

「サブナク。何があって、何で俺が死ななきゃいけなかったのかは、全部こいつに訊きけばいい話だよな」

「ああそうだ。内臓引きずり出す勢いで、全部吐はかせるぞ」

「ふふっ。安心したまえ。焦あせらなくても、私もそのつもりだよ」

　そう言って笑ったネウマには、いつもの胡う散さん臭くさい雰ふん囲い気きがなく、本当に嬉うれしそうだった。

「おかえり、ぼうや。アンコールに応こたえてくれて、ネウマおにいさんは感動したよ。いや、本当にね」

　上じよう機き嫌げんなネウマを、イトは怒いかりをたたえた目で見み据すえた。

「人の友達使って、俺を殺しやがって……」

　軋きしむほどきつく、イトは柄つかを握にぎりしめ、切っ先を向けた。

「あんたは絶対、許さない……！」

「ああ、いいねぼうや。いい目だ。何より美しく、私が待ちわびた目だ」

　イトの怒りを、ネウマは笑え顔がおで受け止める。その様子は心ここ地ちよさそうですらあった。

「私はぼうやの、その殺意の目がずっと見たくてたまらなかったんだよ。だけどぼうやは優やさしいだろう？　ただでその目を見ることは出来ないと思ってね。色々画策した甲か斐いがあった。……思っていたよりずっとゾクゾクするよ。とても凄せい惨さんで、愛いとおしい」

「この変態……！」

　そんな罵ば倒とうも愛おしそうに受け止め、ネウマはふと首を傾げた。

「ねえ、ぼうや？　一度殺されてもなお、まだサブナクを復活させたいかい？　サブナクを復活させたら、ぼうやは再び死ぬことになるんだよ？」

「何であんたが、サブナクとの契けい約やくを知ってるのか知らないし、もうどうだっていいけど……」

　イトは柄を握り直し、刀を構えて答えた。

「こいつとの契約を果たすことが俺の命だ」

「本当に心からそうだと言えるかい？　死は恐ろしかっただろう？」

「そんなこと考えられないぐらい、俺は今あんたに腹が立ってるんだ！　今はとにかく、あんたからサブナクの心臓を奪い返さないと、気が済まないんだよ！」

　イトが刀を振ふると、ネウマはふわりとそれを避よけ、刃やいばの届かない位置まで下がった。イトが距きよ離りを詰つめようとする直前に、ネウマは突とつ然ぜん身を折った。警けい戒かいして足を止めたが、ネウマは何もしてくる様子がない。しかしその肩は震ふるえ、口元からは静かな笑い声が聞こえていた。

　無防備ゆえに怪あやしい彼の様子にイトが何も出来ないでいると、ネウマはようやく顔を上げた。漆しつ黒こくの髪かみを搔かき上げると、彼の興奮したような笑みがあった。

「……そう。そうだよぼうや！　屈くつ辱じよくは晴らし、誇ほこりを護まもる。君は──我が一族の末まつ裔えいは、誇り高くなくてはね！」

　ネウマは誇らしげな眼まな差ざしをイトに向ける。彼が何を言っているのかイトは理解出来ないでいた。

「我が、一族……？」

　そういえば、先ほど死の淵でそんな言葉を聞いた気がする。イトとネウマが同じ一族だというのだろうか。イトが混乱する前で、ネウマはイトの人形を抱き締しめて頷うなずいた。

「私も君と同じ、瑠る璃りの一族なんだよ」

　口元は笑っているが、サングラスの向こうの瞳は真しん剣けんだった。

　イトが彼の言葉に呆ぼう然ぜんとしていると、隣となりからサブナクの声がした。

「おいイト。何かほざき始めたぞこの変態」

　サブナクのいつも通りの声に押され、イトも我を取り戻もどし、いつも通りの悪態をつく。

「あんたの噓うその素す性じようなんかどうでもいい。さっさと心臓寄よ越こせよ変態」

　ネウマは怒りもせず、いつものように胡散臭い笑みを浮うかべた。

「まあまあ。心臓の在あり処かと関係のある話なんだから、大人しく聞いてくれたまえ。それに噓ではないよ。私は本当に瑠璃の一族だ」

「あんたが瑠璃の一族なわけがあるか！　一族はもう滅ほろんで、生き残りはいないはずだ！」

　イトはそう言って、確かく認にんするようにサブナクを一いち瞥べつした。サブナクは怪け訝げんそうな目でネウマを見つめながらも頷いた。

「俺もお前と五千年前に会った記き憶おくはねえがな」

「ああ。私は大だい悪あく魔まサブナクが封ふう印いんされた後に生まれ、誇りと役目を受け継ついでいる」

　言って、ネウマは笑んだ口元を引き結んだ。サングラス越ごしでもわかる、彼の初めて見る真しん摯しな瞳ひとみに、イトは今度こそ気き後おくれし、半歩足が下がった。慌あわてて足を引き留め、ネウマを睨む。

　熱気さえ感じるほどの強い視線のまま、ネウマは口を開いた。

「我が一族は五千年前、このフロレンシアの前身であった大国と戦争を起こした」

　魔ま術じゆつを使っていた瑠璃の一族は、大国の手に落ち、道具のような扱あつかいだったという。そこへやって来たサブナクが、一族に言った。「何な故ぜ力があるのに、奴ど隷れいのように従っているのだ」──と。誇り高かった一族は、その一言で大国との戦争を起こす。

「負け戦いくさだと誰もがわかっていた。けれど一族の誇りを護るため、誰もが戦った」

　熱の入った口調をふと緩ゆるめ、ネウマは空くう虚きよな笑みを浮かべた。

「──今思えば、全てを失っては、何も残らないのにね」

　一族は大悪魔サブナクの力も借りたが、大国側にもフォルネウスという悪魔がつき、悪魔同士の戦いは相打ちで終わった。残るは大国と一族の戦いだ。力の差は明らかだった。敗北し、捕とらえられた一族もほとんど処しよ刑けいされた。

　瀕ひん死しのサブナクを抱かかえて逃にげる一族を、大国はどこまでも追って来た。

「大国はサブナクを恐おそれ、彼を滅めつしようとした。その前に一族はサブナクの身体からだを封印した──が、彼一人の身体は、一族が封じるにはあまりに大きすぎる存在だった」

「もしかして、それで……っ」

　イトと、そしてサブナクの口元がひくりと引きつる。二人の様子を見て、ネウマは思わずといった様子でくすりと笑った。

「身体をバラバラにしてしまったのは、そうしないと封印出来なかったからなんだ。意地悪をしたわけではないんだよ？──最初は、それも全すべて同じ場所に保管していた。しかし大国は生き残った者もすべて殺していった。逃げ延のびるうちに、各地に散ってしまったんだ」

「それで俺がこの苦労……」

　ぽつりとイトが呟つぶやいた言葉に、ネウマは吹ふき出した。

「何がおかしいんだよ！」

「いやいや、ぼうやを笑ったわけではないんだ。私も一時期、そう思ったことがあるなぁと、思い出してね」

　そう言いながらネウマはまだくすくすと笑っている。

　この「宝探し」はネウマが主しゆ催さい者しやだ。それはつまり、サブナクの【身体】の部位の四つは彼がすべて持っていたということだ。

「……あんたも、バラバラになったサブナクの【身体】を探してたってことか？」

「そうだよ。長い長い時をかけてね。もはや瑠璃の一族が持っていることは少なかった。誰だれかに利用されていることが多かったね」

　ネウマの黒い瞳はさらに黒く、暗く翳かげり、恨うらみや憎にくしみが渦うずを巻いていた。

「逃げても逃げても、大国はあらゆる手で一族を滅ぼそうとした。この世界の平和を大義名分にして、私達を悪として殺していった。同どう胞ほうに会えると赴おもむいた時には死体しかないこともあった。いや、それはいい方だったね。死体すらないこともあった」

　その光景を思い出すように、ネウマは瞼まぶたを閉じた。

「私はこの目で、同胞達の死に様をずっと見てきた。殺された同胞の亡なき骸がらを見送り続けた。ずっとずっと、ずーっとね」

「ずっと、って……」

　イトが疑問を向けたが、ネウマはそれには答えずに、いつもの胡散臭い笑みを浮かべ、口調も明るいものに変えた。

「そうそう、死体に胸をときめかせてしまうのは、きっと死んでいった同胞を想おもうからだろうね。一族以外の生きている人間なんて、私からしたら興味の対象外──いや、私達を滅ぼした法術を良しとするこの世界の人間など、憎い存在でしかない」

　明るい口調は再び暗く翳った。ネウマはイトの人形を掲かかげ、慈いつくしむように見つめて続ける。

「だが、どんな人間も死体になれば、途と端たんに同胞の姿が浮かんできて、つい愛おしくなってしまう。……私の防衛機制かな、これは？」

　くすりと自じ嘲ちようするように笑い、ネウマは人形からイトへ視線を向けた。

　語れば語るほど、この男の正体がわからなくなる。イトはぐっと刀の柄を握って言った。

「同胞とか、ずっと見送り続けたとか……あんたのいう、ずっとって……」

「サブナクが封印されてから──五千年間、ずーっとだ」

「何馬ば鹿かなこと……！　そんなこと、普ふ通つうの人間に出来るはずないだろ！　それともあんた、やっぱり人間じゃないのか？」

「やっぱりって何だい？　言ってるだろう？　私は瑠璃の一族だと。人間だよ」

　ネウマはサングラスを外し、その瞳を晒さらす。

　イトは目を瞠みはる。瞼を開いたネウマの瞳は、深しん淵えんのような黒い瞳ではなく、イトと同じ色をしていた。パルティータも彼に撃うたれた際に言っていた。

　──あいつの目、一いつ瞬しゆん青く見えたのよ。

　イトと同じ、深い青の瞳。

　ネウマは優やさしく微笑ほほえんだ。いつもの胡う散さん臭くさい笑みではなく、イトを心から慈しむように。彼が目を伏ふせ、再び瞼を開くと、そこには闇やみより深い漆黒の瞳が戻っていた。

「じゃあ、その目は何だよ！　何で黒くなってるんだ！」

「私にもはっきりとした原因はわからないんだが、五千年の間にいつの間にか黒く濁にごってしまってね。誇りとも言える瑠璃の瞳がこんな風になってしまって、恥はずかしいことだ。恐らくは私の身体に、あるものを抑おさえ込んでいるせいだろうね」

「あるもの……？」

「各地に散り散りになってしまった【身体】を探すのは容易ではないと一族は踏ふんでね。その一つ──サブナクの心臓を、ある男の身体に埋うめ込んだ」

　ネウマはそっと自分の胸を押さえ、青い瞳でイトとサブナクを見つめた。

「サブナクの心臓は、ここにある。私の心臓と共に動き続けている。……五千年間、ずっとね」

　ネウマは瑠璃の一族で、その身にサブナクの心臓を封印していた。その事実を理解するのに、イトはしばらくの時が必要だった。ようやく脳が理解すると、イトは顔を歪ゆがめた。隣のサブナクもまた、不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしている。二人は一度顔を見合わせてから、ネウマを見て──

「「気色悪っ！」」

　イトとサブナクの二重の声に、ネウマは驚おどろいたように目を瞠った。そして、じっと二人を見み据すえて声を上げた。

「気色悪いだって？　何故!?　ここは親近感を持つところだろう？　私はぼうやと同じ血を引く遠い親しん戚せきであり、サブナクの心臓をまさにこの身で護まもり続けた者なんだよ!?」

「「改めて言うな！」」

　二人の反応に傷ついているような様子で叫さけんだネウマだったが、明らかに二人へのからかいの意味が込められていた。その証しよう拠こに、二人が再び声をそろえると、耐たえきれなくなったように背後を向いて吹き出し、肩かたを震ふるわせて笑っていた。

　サブナクは不愉快そうに顔を歪めただけだったが、イトは血の気の引いた顔をさらに蒼あおくして震えだした。嫌けん悪おしていた相手が、まさか自分と関係があったなんて。

「う、噓うそだ……！　こ、こいつと同じ血が流れてるなんて……！」

「安心しろイト。こいつは化石レベルの祖先だ。ほとんどお前には関係ねえよ。な？」

　ショックのあまり頭を抱え、崩くずれ落ちそうになるイトに、サブナクが肩を叩たたき、珍めずらしくフォローした。それほど今イトは絶望の顔をしているらしい。

　そんなイトなどお構いなしに、ネウマは笑いを収め、嬉うれしそうな声を上げる。

「サブナクの一部を宿しているところも、私とお揃そろいだねぼうや！」

「……っ!!」

　イトの表情がさらに絶望する。目の焦しよう点てんが合わず、失神しそうなイトを、サブナクが胸むなぐらを摑つかんで揺ゆさぶる。

「あー面めん倒どう臭くせぇな！　しっかりしろイト！──おいコラ変態！　精神攻こう撃げきすんじゃねえ！　せっかく腸はらわたが煮にえくり返る思いして生き返らせたのに、また死にそうになってんじゃねえか！」

「いやー、その死体のように蒼白い顔が本当に可愛かわいらしくてつい、ね」

　ネウマは血の気の引いたイトを見つめ、満足そうにほうっとため息をついた。

「さて。私の昔話はこれで終わりだ。あとはこの心臓を君に返すだけだね、サブナク」

　崩れ落ちそうな身体を根こん性じようで支え、イトはネウマを見据えた。

「あ、あんたが瑠る璃りの一族だってことは……わかりたくないけど、わかった。──でも、ついさっきの話が済んでない」

　紅く染まった制服に触ふれてから、イトは再びネウマに刀を向けた。

「何でレントを利用して、俺を殺した！」

「違ちがうよぼうや。私は君を殺す気なんてなかった」

「今さらとぼけるな！　現にお前は俺を殺しただろうが！」

　イトの怒ど声せいに、ネウマは理解出来ないと言いたげに首を傾かしげた。そして刀の切っ先に触れるように、イトを指さした。

「ぼうや……何を言ってるんだい？　今君は、生きているじゃないか」

　イトが何か言う前に、サブナクが口を挟はさんだ。険しい目でネウマを探さぐるように見つめている。

「狙ねらいはこいつを一度死なせ、生き返らせること……か？　ずいぶんな博ばく打ちだな」

「ぼうやは瑠璃の一族の末まつ裔えい……そして君はあの大だい悪あく魔まサブナクだよ？　君達がこんなところで終わるはずがない。とはいえ、少しひやりとしたけれどね。いや、あの美び貌ぼうの聖女様には悪いことをしてしまったね。子犬君もよく働いてくれた」

　ネウマはイトとサブナクを語る時と比べ、他ほかの者への言葉はどこか薄うすっぺらい。

「何で、そんなこと……」

「それは──」

　一度言いかけてやめ、ネウマは握にぎった手を胸に当てて、はにかむように微笑んだ。

「せめて一度だけでも、ぼうやの美しい死体を見てみたくてね……っ！　思った通り、五千年間見てきた中でも、ダントツで一番美しかったよ！　誇ほこりたまえ！」

「っの、変態……！」

　熱のこもったネウマの言葉にぞわりと悪お寒かんが走った。しかし彼のその言葉は、本当の目的を隠かくすものだった。イトが本当の答えを求めるように睨にらむが、ネウマは肩を竦すくめるだけだった。

「ごめんよぼうや。きっと君にすごく怒おこられるだろうから、いくら脅おどされても私はその質問に答える気はない」

「レントを利用しておいて、それで許すかよ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、答えはすぐにわかるよ。そしてぼうやはもっと私を許さないと思うだろう」

　楽しそうにそう言ってから、ネウマはイトとサブナクから視線を逸そらし、街を一望した。

「──それに、そうのんびりもしていられないだろう？　魔ま物ものはどんどんこの街に近付いているよ。サブナクもそろそろ我が慢まんの限界のようだ」

「そいつの言う通りだ。俺はこの街がどうなろうとどうでもいいが、俺のもんはさっさと取り戻もどしてえしな」

　イトが悔くやしさで刀を握りしめていると、サブナクがネウマへと歩き出した。

「サブナク……？」

　イトの呼びかけも無視し、サブナクはネウマの前に立った。

「お前の心臓を抉えぐり取れば、それで終わりだ」

「優しいねえ、サブナク。ぼうやの代わりに私を殺すのかい？」

「あいつがやるととろくせえんだよ」

　サブナクの言葉に、ネウマは確かに、と笑って、興奮を込めた声で言った。

「君に殺されるなんて、私にしたら最高の最さい期ごだ。瑠璃の一族の栄えい誉よだよ。……が、残念ながら、いくら君でも私を傷つけることは出来ないと思うよ」

「今さら命が惜おしくなったか？」

　サブナクの腕うでがネウマの首を摑み、へし折る──イトが止める間もなく、サブナクはネウマを殺していたはずだった。しかしサブナクの腕はネウマに触れる直前に弾はじかれた。これにはサブナクも驚いたようで、わずかにその目を瞠った。

「サブナク！」

　イトもサブナクに駆かけ寄って腕を見たが、身体からだへのダメージはほとんどないようだった。しかしサブナクの身体はもう彼自身のものだ。そう簡単に悪魔の身体を弾けるとは思えない。

「何をした！」

「私は何もしていないよ。ねえ、サブナク？」

　肩を竦めて、ネウマはサブナクに視線を向けた。サブナクは自分の腕を見つめていたが、すぐに笑みを刻んでネウマを睨んだ。

「なるほどな……五千年間も、誰だれにも殺されずにのうのうと生きてるわけだ」

「……どういうことだよ？」

　イトは何事もなかったかのように佇たたずむネウマを見た。ネウマはイトの人形を掲かかげる。青い瞳ひとみが見えるように、人形の髪かみを整えた。

「私の身体はサブナクの心臓を守る箱だ。この意味がわかるだろう？」

　髪を整えられた人形の左目に口付けを落とし、ネウマはイトを見つめた。

「──私を殺してサブナクの心臓を抉り取れるのは、君だけなんだよ、イト」

　足あし下もとにそっと人形を座らせて、愛いとおしそうにそれを撫なでてネウマは立ち上がった。

　ネウマの迷いのない目に気き後おくれし、思わず後退してしまったイトの前に、ネウマは立った。そして自分に向けられた刃やいばを人差し指で撫でた。白銀の刃はネウマの皮ひ膚ふを裂さき、紅い血を滴したたらせる。人差し指から掌てのひらへ、手首へと流れる血を楽しそうに眺ながめてから、ネウマはその血を舐なめてイトへ視線を向けた。

「私はずっと待っていた。サブナクを復活させ、私と同じようにサブナクの【身体】を探し、私を壊こわしてくれる君をね」

　ネウマは優やさしささえ感じられる微笑ほほえみを浮うかべた。

「さあ、その刀で、私の心臓に終わりを告げておくれ。大丈夫、サブナクの心臓に影えい響きようはない」

　ネウマはそう言ったが、イトはサブナクを一度振ふり返った。

「その程度で使い物にならなくなるもんじゃねえよ。いいからさっさとやれ」

　イトは刀を握り直し、ネウマへ切っ先を向けた。この刀を、ネウマの胸に突つき立てればいい。それでイトとサブナクの契けい約やくは完かん了りようし、二人の野望も叶かなう。

　それでも、イトの手は動かなかった。イトの思い詰つめた表情を見て、ネウマはやれやれと首を振る。

「……一族の者にしては、優しすぎるのだね、ぼうやは。──思い出してごらん。君にとって私は、殺したいほど憎にくむべき相手だろう？」

「わかっててやってたのかよ！」

「もちろん。そのぐらいはやらないと、ぼうやはタダで殺してくれそうになかったしね」

　散々振り回された。嫌いやがらせもされた。法外な金も取られた。同じ血が通っていると知って死にたくなるほど嫌だった。そして何より、イトの大切なものを散々傷つけた存在。

　それもすべてはサブナクを復活させるためだった。そのために彼は長い間生きてきた。──五千年もの途と方ほうもない時間を、たったひとりで。彼のことを思うと、イトの口はほとんど無意識に言葉を紡つむいでいた。

「……あんた、本当にこれでいいのかよ」

　ネウマは一度驚おどろいたような顔をしてから、ゆっくりと微笑んだ。

「私はサブナクの心臓を護まもるため、そして君に壊されるために存在してきた。それはとても名めい誉よなことだ。最後までこの役目をやり遂とげたいという気持ち、ぼうやならわかってくれると思うのだがね？」

「わかるよ。けど……」

　会えば腹の立つことしか言わない。鳥とり肌はだが立つぐらい嫌けん悪おしか感じない。情なんてあるはずもないのに、イトの手は、何な故ぜか躊躇ためらっていた。今もネウマは、そんなイトを見て笑っている。

「……俺はあんたが嫌きらいだ。嫌いなあんたの思い通りになるのが、ムカつくんだ」

「そういう言い方、ぼうやらしくて大好きだよ。けれどぼうや、私を生かすことは、サブナクとの契約に反する。それはいけないことだ。瑠る璃りの一族としても認められないな」

「うるさい！　あんたに言われなくても、わかってる！」

　わかっているけど、これでいいのか。一族の存在を否定し続けるこの世界で、五千年もたったひとりで役目を果たし、ただただ仲間が死んでいくのを見送り続けた男の最期が、これで。

「あんたは悔しくないのか。俺に殺されて、それで終わりだなんて」

「私が報むくわれないと言いたいのかい？」

　こうしてイトの心境を見み透すかすところも、大嫌いだ。殺したいほど嫌いなのに、身体が動いてくれない。

「嬉うれしいよ、ぼうや。同情でも私を殺したくないと思ってくれて」

「同情なんかじゃない……っ」

「では、同じ一族の血を持つ者だからかな？」

「それも、違ちがう！」

　同情や血ではない何かが、ネウマを殺すことを拒きよ否ひしている。何がイトにそうさせるのか、イト自身もわからなかった。

（違う。俺は……わかろうとしてないだけだ。ネウマは許せないけど……どうして殺したくないのか、ちゃんとわかって、何かを言っておかないと、きっと俺は後こう悔かいする）

　自分の心を正面から見つめようとした瞬しゆん間かん、ネウマがそれを遮さえぎるように、刀を握るイトの手に触ふれた。顔を上げると、ネウマは幸せそうに微笑んでいた。

「……本当に、嬉しいよ。君に送ってもらうことが」

　イトの目には彼の微笑みだけが焼き付き、イト自身の心を見させようとはしなかった。

　──イトに後悔させたいのだ、この男は。

「本当に、嫌な奴やつだな、あんた……！」

　怒いかりともどかしさを混ぜてイトが睨むと、ネウマはくすりと楽しそうに笑った。

「私に同情なんかするものじゃないだろう？」

　ネウマは深い青の瞳を細め、イトを励はげますように微笑むと、両手を広げた。

「おいで。愛しい我らの希望」

「行きたくなくなるようなこと言うな」

　そう言ってから、イトは刀を握にぎり直し、ネウマを見み据すえて踏ふみ込んだ。

　──全すべてを終わらせるために、イトはここまで来た。

　紅あかい血がスーツに滲にじむ。イトはしっかりとその様を見つめながら、さらに一歩、ネウマに歩み寄った。刀が身体を貫つらぬき、背中へと突き抜ぬけた。

　足下でカシャンとサングラスが落ちる音がした。

　心臓の鼓こ動どうが刀を伝ってイトの両手に伝わってくる。

　ネウマの両りよう腕うでがイトの肩かたを抱だき締しめた。そして親が子にするように、ネウマはイトの髪を撫でて頰ほおを寄せてきた。

「やめろ」

「お別れのハグぐらい、いいじゃないか」

「気持ち悪いんだよ、変態」

「冷たいねえ。そんなところも、愛しくてたまらなかったけどね」

　嬉しそうに──幸せそうに笑う声が、イトの耳元で聞こえる。

「こうするしか、なかったのか……？　もっと、何か違う方法が……っ」

「こうして欲しかったのさ。ずっとひとりで……この時を待ちわびていたんだ」

「……やっぱりあんたのこと、殺したいぐらい嫌いだ」

　いつも通りの嫌悪の言葉を吐はきながらも、イトは動かず、ネウマの好きにさせていた。次し第だいにネウマの腕は力をなくし、イトの身体からだを滑すべり落ちた。彼の胸から刀を抜くと、紅い血を滴らせて、ネウマの身体は頽くずおれる。イトは彼の身体を支えて横たえた。

「ああ……やっと叶う。一族の願いも、私の願いも……」

　深い深い青の瞳が、幸せそうにイトを見つめ続ける。

「その小さな……とてもとても小さな身体で、叶えてくれたんだね、ぼうや」

「この期ごに及およんで小さいを強調するな！」

「成長期が終わっていないといいね」

「うるさい！　これから来る！」

　咄とつ嗟さにそう反論したが、イトには「これから」なんてない。ただネウマに小さいと馬ば鹿かにされたまま逃にげられるのが嫌だった。

　くすりとネウマは笑った。

「そうさ。きっとこれから、ぼうやは大きくなる。楽しみだね」

「？　ネウマ……？」

　何か含ふくむものを感じたが、ネウマは微笑むだけで、イトの問いに答える気はなさそうだ。最後の力で、彼はイトの頰に手を伸のばした。

「やっと私も……見送ってもらえる。一族の希望と、一族を救ってくれた大だい悪あく魔まに」

　ネウマの瞳ひとみは一度サブナクを見た。無表情でこちらを見ているサブナクに、ネウマはくすりと笑ってから、再びイトを見つめて言った。

「ありがとう」

「……何が、ありがとうだよ。散々勝手なことして、最後にそれかよ」

　結局イトは、この男に何も出来なかった。

「ムカつく。腹立つ。あんたに一度でも吠ほえ面づらかかせてやりたかった」

「それは惜おしいことをした。ぼうやがしてくれるなら、どんなことでも嬉しかったのに」

「黙だまれ、変態。……一回殺したぐらいじゃ、気が済まないんだよ！」

　イトがそう言うと、ネウマは力なく、しかし今までで一番楽しそうに笑い声を上げた。

　激しく大きな感情が、イトの身体の中を駆かけ巡めぐり、胸の奥を締めつける。この感情は怒りだと自分に言い聞かせ、イトはネウマに向かって叫さけんだ。

「俺はあんたのこと、絶対に、一生、死んでも許さないからな！」

　自分の中の感情をぶつけるように叫んでも、やはりネウマは微笑ほほえんでそれを受け入れた。

「それはずっと……ずーっと、私のことを覚えていてくれるということだね」

　睨にらむイトの頰を、まだ温かい指先が撫なでて、落ちた。

「長い長い時の中で……こんなに幸せだったことはないよ。……イト」

　最さい期ごに愛いとおしそうにイトの名を呼んで、ネウマは深い青の瞳を閉とざす。同時に彼の長い時もまた、幕を閉じた。

「……逃げるなよ、変態……っ」

　イトの悪態と共に、一ひと粒つぶの雫しずくが、ネウマの優やさしい寝ね顔がおに落ちる。
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　サブナクの右手には赤い塊かたまりが握られていた。ネウマの胸から取り出したそれを、サブナクは握り潰つぶす。指の間からは、紅い光が零こぼれ、血の跡あとを残して彼の心臓はあるべき場所に戻もどった。

「イト」

　こちらを振ふり返ったサブナクの目を見て、イトは諦あきらめのため息をつき、刀身を握り込んだ。顔を顰しかめ、イトは刀を滑らせる。血を滴したたらせた拳こぶしをサブナクの前に差し出すと、彼は無言でイトの腕を摑つかんで引き寄せた。イトが痛みを堪こらえながら掌てのひらを開くと、サブナクはそこに舌を這はわせた。

「……っ」

　深く切った掌の傷をサブナクの舌が舐なめ、熱さと共に痛みが増す。反射的に引こうとする手をサブナクがきつく握り、さらにイトの血を啜すすった。

　ふと、サブナクが無言でいることに気付く。いつもならからかいの一つも口にするのだが、今日に限ってはそれがない。

「サブナク……？」

　何となく呼びかけてみても反応はなかった。目を伏ふせ、イトの掌だけを見つめている。それだけ集中しているのだろうかと思っていると、掌に痛みではなくくすぐったさが走り、イトは肩を弾はじかせた。サブナクが傷を治した後も、手に付着した血を舐めていた。

「何だよ！　終わったんなら離はなせ！」

　手を引くが、サブナクは離そうとしない。手首にまで零れた血を舐め始めた。

「っ……！　やめろバカ！　気色悪い！」

　イトは鳥とり肌はだを立てながら、もう片方の手でサブナクの肩を押し返した。が、反対にその腕を摑まれる。

　サブナクはようやくイトの手から舌を離した。しかしイトの両手首はきつく握られ、身体を引くことも出来ない。足を踏んでみたが、まったく応こたえていない。サブナクはぐいとイトの両腕を引き寄せ、ようやくイトを見た。ギラギラと光る紅い目が、イトを一心に見つめる。

　餓うえた獣けものの瞳がそこにあった。

「……足りねえ」

　血に濡ぬれたサブナクの口元から、鋭するどい犬歯が覗のぞく。イトの頭の中で、血の気が引く音がした。

「お、おい……待てサブナ──」

　声にならない叫びを上げたイトの首筋に、熱い痛みが走る。鋭い犬歯が服も皮ひ膚ふも関係なく突つき破り、じわりと血が滲んでいく。破れた服を食いちぎって吐き捨て、サブナクは血の溢あふれる傷口に、貪むさぼるように唇くちびるを押し当てた。

「やめ、ろ……っ！　このっ……！」

　そう叫ぶが、サブナクは血を啜るのをやめない。藻も搔がいても激痛が増しただけだったため、イトは目をきつく瞑つぶって耐たえることにした。

　この血で冷たい手にぬくもりが蘇よみがえるのだろうか。痛みに耐えながら、暗い視界の中で不意にそんな考えが過よぎった。

　イトの首を治してから口元を離し、手首を解放すると、サブナクは口を拭ぬぐって満足そうに息をついた。手首を離されたイトは放心状態でその場に崩くずれ落ちた。単純に貧血になったこともあるが、何より心の傷が深く、吹ふいたら消えてしまいそうな声で今の心境を呟つぶやく。

「……死にたい……」

「あん？　さっき生き返ったばっかだろうがよ。二回もあんなことさせたら殺すぞ」

　項うな垂だれたイトの頭上から、イトの血と共に気力の全てを吸い取ったような力強い声が降ってきた。

　くらくらする視界が落ち着いてから、イトは顔を上げ、一いつ瞬しゆんサブナクを見てからすぐにまた俯うつむいた。

　──何だ、あれ。

　目の前に立っているその存在に、イトの首筋に汗あせが伝った。

「……もう、足りないところ、ないだろうな？」

　そう尋たずねたが、イトもその質問が無意味なことはわかっていた。ただ、高ぶる感情を悟さとられないために、あえて悪態をつくことしか出来なかった。

「誰だれに向かって訊きいてんだ？」

　上じよう機き嫌げんな声が降ってくる。イトは恐おそる恐る、彼を見上げた。

　姿も声も変わらないはずなのに、目の前に立つ彼は、まったくの別人のようだった。一つ違ちがうとすれば、首の傷が綺き麗れいに消えていることだった。

　強大な力が身体の内には収まりきらず、纏まとう空気が熱を帯び、蜃しん気き楼ろうのようにゆらゆらと立ち昇のぼっている。

　圧あつ倒とう的な存在を前にして、イトの心臓の鼓こ動どうが速くなる。全身の血が駆け巡る。目が離せない──彼に魅みせられている。

　今まで隣となりにいたサブナクという男は、本当に彼なのだろうか。

（これがサブナクの本当の身体。本当の姿……）

　不意にイトの頭の中に、ずっと伝わってきたあの言葉が湧わき出てくる。

『ソレは、人類を滅めつ亡ぼうに追いやった者』

『ソレは、今もこの世界のどこかに眠ねむっている』

『ソレは、多くの災わざわいを人類にもたらした、最強最悪の、地じ獄ごくの権ごん化げ』

　目覚めた彼の姿を見つめながら、イトはその名を呟いた。

「大悪魔、サブナク……」

　人としての理性が頭の中で喚わめいている。──こんなものを復活させてしまった。彼はこの世界に存在するには強大すぎる。危険だ。

　なのに今、イトの胸は誇ほこらしさで一いつ杯ぱいだった。

　サブナクの紅あかい瞳がイトを見る。ニヤリと片かた頰ほおを歪ゆがめて笑い、身を屈かがめて顔を近づけてきた。

「見み蕩とれてんじゃねえよ」

「……誰が」

　ふいとサブナクから顔を逸そらす。完全なサブナクの姿に確かにイトは魅せられていた。しかし本人には口が裂さけても言う気はない。イトの気持ちに気付いているのかいないのか、サブナクは手を広げてイトを見下ろした。

「ま、見蕩れても仕方ねえよなぁ。俺様の完かん璧ぺきな身体からだだ。存分に見蕩れろ。今ならサービスで脱ぬいでやってもいいぞ」

「やめろ。目が潰れる」

　イトは一瞬でも見蕩れてしまった自分を盛大に恥はじた。間違いなく、彼はイトがこの十年間を共に過ごしてきた男だった。

「ああ、そうか。この身体から溢れる色気はお前には刺し激げきが強すぎるか。悪わりぃ悪ぃ、ガキに対する配はい慮りよが足りなかったぜ」

「お前に一番足りないのは脳のう味み噌そだ。浮うかれるなオッサン」

　イトが冷ややかな目で見つめると、サブナクは額に青筋を立てた。長い腕うでが伸のび、イトの頰を指が抓つねり上げる。

「ンッとに可愛かわいくねえな。ちったぁ気持ち良く祝福しろや」

「ふるか！　離へ──」

　あることに気付き、イトは口を閉とざす。頰の痛みも忘れて、自分の頰を摘つまむサブナクの手を見下ろした。

　頰を摘む指が、冷たくない。手で彼の腕を摑むと、服越ごしでも彼の体温がわかった。驚おどろくイトを、サブナクは面おも白しろそうに見み遣やり、頰から手を離してイトの頭を撫なでた。

「もう死体の身体じゃねえぞ」

　頭を撫でる手があたたかい。いつもならすぐに叩たたき払はらうのに、身体が動かない。

「よくやった」

　その言葉と手のぬくもりに、すべてが報むくわれる気がした。

（噓うそだろ……。たった、これだけで……っ）

　目の奥がつんと痛み、目を瞑って耐える。視界が閉ざされると、余計にサブナクの手の温度に意識が向いた。あたたかさがイトの皮膚から身体の奥へと染しみこんでいく。

　サブナクの手が離れた。イトは涙なみだを抑おさえ、一度大きく息を吸ってから声を発した。

「まだ全部じゃないだろ、バカ」

「そうだったな」

　この右目を返さなくては。たくさん助けられ、支えられた目だ。この目で見てきたものを思い出し、思わず言葉が口に出た。

「サブナク……俺のこと、覚えていてくれるよな？」

　言うつもりのなかった言葉を言ってしまい、イトは慌あわてて顔を俯かせた。

　イトと過ごした十年間は、サブナクにしてみれば一瞬の出来事なのかもしれない。それでも少しでも覚えておいて欲しかった。──ただ彼が傍そばにいるだけで、救われた少年がいたことを。

　俯いたイトの頭が、もう一度くしゃりと撫でられた。

「誰がこんなクソ生意気なガキを忘れるかよ」

　彼の爪つま先さきを見ながら、イトはひっそりと笑った。笑え顔がおを見られたくなかったが、引っ込めるのも何だか面めん倒どうで、そのままサブナクを見上げた。彼も笑っていた。

「やっと、お前に右目を返せる」

　そしてこれで、イトとサブナクの契けい約やくは果たされる。──二人の野望が叶かなう。

　イトが自分の手を右目に遣やろうとする前に、右みぎ頰ほほにサブナクの親指が宛あてがわれた。サブナクが自ら抉えぐり取るようだ。手を下ろしてじっとしていると下した瞼まぶたが捲めくられた。彼の紅い瞳ひとみが、自分のものである右目を見つめ──

「……何してるんだよ。早くしろ」

　サブナクはイトの右目をじっと見つめるだけで、いつまで経たっても行動をおこさなかった。余りに長い間そうしているものだから、目が乾かわき、イトは一度瞬まばたきをするハメになるほどだった。彼に限って怖おじ気づいたわけではないだろう。

　イトが訝いぶかしげにサブナクを見上げると、彼は紅い瞳を伏ふせ、イトから視線も手も離はなした。右目を諦あきらめたようなその行動に、イトは慌てて彼に詰つめ寄る。

「おい！　こんな時にふざけるなよ！」

　わけがわからず叫さけぶイトの前で、サブナクは舌打ちして髪かみを搔かき上げた。

「……やられた」

「は……？」

「クサレ死体屋が狙ねらってたのは、これか」

　イトが混乱した視線を向けると、サブナクは何かを諦めたようなため息をついた。そして気け怠だるそうにイトの右目を指さした。

「その右目な、お前の身体が朽くちるまで取れねえわ」

「は？　何……っ、どういう……」

　何を言われているのかわからず、言葉がうまく声にならない。

「右目を通してお前を生き返らせただろ？　そん時完全にお前の身体に根付いちまったんだな」

「根付いた……って？　今までと何も変わらないぞ」

「今まではあくまでお前の目の代わりに埋うめ込んで、俺の魔ま力りよくを使う媒ばい介かいにしてただけだ」

　サブナクはイトの右目の下に親指で触ふれ、右目を覗のぞき込んだ。

「この目がなけりゃ、お前は死んでいた。お前は生きるために俺の右目を身体に取り込んで同化させちまったんだよ。ったく、俺のもんを生意気にも奪うばいやがって、このクソガキは」

「そんな……それじゃ、俺もネウマみたいに、ずっと死ねないのか……？」

「奴やつとは違う。あいつは封ふう印いんしていた箱と同じで、ただ俺の心臓を保管してただけだ。俺が復活した今、お前が何千年も生きる必要はねえだろ。普ふ通つうの人間のように生きられるかの保証もねえがな。もしかしたら成長期来ねえかもな」

　からかう言葉も、今は頭に入ってこない。イトは愕がく然ぜんとサブナクを見つめていたが、混乱している中で一つ考えが浮かんだ。

「じゃあ……じゃあ、俺が自分で死ねば──」

　イトは刀を抜ぬいた。首に宛てがおうとしたが、刃やいばは首に当たる前に微び動どうだにしなくなった。つ、と鍔つばから紅く温かい血が伝ってくる。刀身に目を向けると、サブナクの手が刀を握にぎりしめていた。

「サブナ──」

「馬ば鹿か野や郎ろう。お前の魂たましいは俺のもんだ。そう契約しただろうが。何のためにお前、生き返ったんだよ。勝手に死ぬのは俺が許さねえ」

　力強い声に、イトはゆっくりと柄つかから手を離した。手から零こぼれた刀が大きな音を立てて床ゆかを跳はねた。

「それなら、やっぱりお前が抉り取るしかないじゃないか！」

「それも無理だ」

「何で！」

　子どものように詰め寄るイトの前で、サブナクは刀を握った際に出来た掌てのひらの傷を、舐なめて治した。

「そこはクサレ死体屋と同じだ。瑠る璃りの一族の身体の中に入ってたんじゃ、他ほかの奴に手出し出来ねえよ。俺でもな」

「そん、な……」

「遅おそいか早いかはわからんが、お前が死ぬまで、その右目は取れねえようになっちまったんだよ。死体屋がヘタレにお前を殺させ、生き返らせたのは、恐おそらくこれが目的だったんだ」

　ネウマはレントを連れてきた時、「君達の旅をそう簡単には終わらせない」と嫌いやがらせとしか取れないことを言った。死ぬ間ま際ぎわには、イトに向かって「これから」と未来を語った。

　イトは視線を下げる。そこには役目を終え、安らかに眠ねむる男がいる。

「あれは……俺の命のことだったのかよ……？」

　ネウマは沈ちん黙もくを続ける。イトの問いに何も答えないネウマは、からかっているようにしか見えなかった。

「俺が死ぬまで……って……そんなの……」

　身体からだから力が抜け、イトは膝ひざを突ついた。

「俺は、お前の【身体】を見つけるために生きてきたんだぞ……っ！　お前の【身体】、全部取り戻もどしただろ！　これで俺は、終わりなんだ！　今さらどうしろって言うんだよ。どう生きろって言うんだよ！　そんなの、わからない！」

「知るかよ。ンなことてめえで考えろ」

「わからない！　考えられない！　どうしたらいいんだよ！」

　足あし下もとにぽたぽたと雫しずくが落ちている。

　頭が痛い。胸が痛い。体中が痛い。身体の奥底が痛い。

　色んな感情が溢あふれ、整理出来ずに身体の中を暴れ回っている。痛みを耐たえきれなくて、涙が出る。

「なんで……っ」

　俯うつむいたまま、イトは前方に手を伸のばした。そこにはサブナクがいる。

　イトは彼に弱音を吐はいた。

「どうしたらいいんだよ、サブナク……！」

　サブナクの脚あしを縋すがるように摑つかむと、身体の中で暴れ回る感情の一つも摑めた。そのせいでまた涙が溢れ出てくる。

「悔くやしい……！　何で、最後の最後で、俺がお前の障害になるんだ。これじゃあお前との契約、果たせないじゃないか。俺はお前が復活した責任を取らなきゃいけないんだよ！　何で──」

　摑んだ手から彼の生きた温度が伝わってくる。その熱に安心する。安心して、涙も言葉も全すべて吐き出してしまう。

「何で俺……生きてるんだよ。何で、生きてて……ホッとしてるんだよ！　嬉うれしいとか思ってるんだよ！　お前に右目、返せなくて……こんなに悔しいのに！　最低だ……っ」

　違ちがう。どれも本心だけれど、ただの独り言だ。今、彼に言いたいことじゃない。言わなきゃいけない言葉があるのに、浮うかんでこない。

　しゃくり上げるイトの前にサブナクは屈かがみ込み、イトの頭を軽く叩たたいて呆あきれた声で言った。

「何言ってっか全然わかんねえよ、クソガキ」

「俺だってわからない！　どうしたらいいんだよ！　何でお前、そんなに平然としてるんだよ！　もっと怒おこれよ、責めろよ！　お前のために、俺は……っ！」

　散々捲まくし立ててから、イトの頭にふっと言葉が過よぎる。

　──ああ、そうだ。言わなきゃ。顔を上げて、彼の目を見て。

　顔を上げようにも、泣きすぎて力が入らない。両手でサブナクの腕うでを摑み、イトは重い頭を上げた。サブナクの紅あかい瞳を見つめる。彼の右目は、そこに戻ることはなかった。

「サブナク……ごめん」

　言ってしまうと、また力が抜けた。情けなさでそのまま消えたくなる。

「……イト」

　そう呼ぶ声は、顔を上げろと言っていた。イトはそのまま顔を上げ──目を瞠みはった。サブナクの顔が、すぐ近くまで迫せまっていた。

「何──」

　イトが戸と惑まどう声はそこで途と絶だえた。

　ゴン、と鈍にぶい音と重い衝しよう撃げきが額を襲おそい、イトはそのまま一度仰のけ反る。目の奥には満天の星が見えた。遅おくれてやって来た激痛に、額を押さえ、その場に転がって耐える。

「な、何す……っ！」

　見上げると彼はイトの前で仁に王おう立ちし、苛いら立だった目でイトを見下ろしていた。

「頭冷えたかクソガキ。長なげぇ割に実のねえことダラダラダラダラ話しやがって。うぜえんだよ。頭ちっせえくせに余計なこと考えてんじゃねえよ。いっそパンクしちまえ」

「何も詰つまってないお前よりマシだ！」

　イトが反射的にそう怒ど鳴なると、見上げた先のサブナクは片かた頰ほおを歪ゆがめ、満足そうに笑った。

「ニャーニャー泣いてる暇ひまがあんのか？　お前の願いは魔ま物ものを滅ほろぼすことじゃねえのかよ？　まだその願いは叶かなってねえぞ。決めたことはやるんじゃなかったのか？」

　サブナクの言葉に、消えた胸の痛みが蘇よみがえり、イトは喉のどを詰まらせた。

「でも、もう無理だろ……っ。もうどうしようもないだろ！」

「ああ？　何が無理なんだよ。てめえの始末ぐらいてめえでつけろ。甘ったれてんじゃねえぞ」

　イトの前にしゃがみ込み、サブナクはイトの胸を拳こぶしで叩き、自分の胸にも親指を当てた。

「俺とお前にはこの身体があるだろうが」

　二つとも、一度は停止した身体だ。今は停止する前よりも、ずっと強く脈打っている。

「これからこの身体で、魔物を片っ端ぱしからぶっ殺していくんだよ」

　サブナクは獰どう猛もうともいえる楽しげな笑えみを浮かべて立ち上がる。

「お前が死ぬまでに全ぜん滅めつさせりゃ、俺も楽出来るしな。そうなりゃお前の魂は必要ねえが……ま、お前は俺のもんなんだし？　魂だけはもらってやってもいいぞ？」

　試すように笑って、サブナクはイトに手を差し出した。

「どうする？」

　──どうしたいんだ、とサブナクは面おも白しろそうに笑いながらイトに問いかける。答えはすでにわかっている顔だ。

「……誰だれが、お前になんかやるかよ。俺の魂は俺のものだ。気色悪いこと言うな」

　パシリと叩きつけるようにイトはサブナクの手を握り、立ち上がった。

　地を駆かけられる足がある。刀を握れる腕がある。血液を巡めぐらせる心臓がある。前を見み据すえる瞳ひとみがある。大事な人に望まれた命がある。

「……やってやる。絶対に」

　イトの言葉に、サブナクはニヤリと片頰を歪めて笑い、イトの頭を叩いた。

「俺もお前と契けい約やくした身だ。最後まで付き合ってやらぁ」

　遠くの方で、雷らい鳴めいのような音が聞こえた。空は晴れ渡わたっている。イトが耳を澄すますともう一度聞こえた。二度、三度と聞こえる度たびに大きくなっているそれは、魔物の咆ほう哮こうだった。

　今この街の周りには、魔物が集まっている。サブナクの【身体】を目当てに近づいて来たのだろう。【身体】がサブナクの下もとに戻り、目的がなくなったとしても、近づいて来た魔物達は確実にこの街にやってくるはずだ。

　サブナクは遠くを見て、魔物の心臓を潰つぶすように手を握った。

「ちょうどいい。まずは手始めにこの街に迫ってる魔物共だ。完全復活は先延ばしになっちまったが、ま、細けえこたいいだろ。大だい悪あく魔まサブナク様の復活祭だ。派手にいくぞ」

　サブナクの左目が紅く輝かがやくと、イトの右目も喜ぶように熱を訴うつたえる。──戦いたい。サブナクの抑おさえきれない昂こう揚ようが、イトにも伝わってくる。
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　取り落とした刀を拾い上げ、イトはアスセナの街を一望した。守りたいと思った街。今度は魂たましいだけではなく、この身体で守る。

　刀の柄つかを握にぎり、イトはサブナクを一いち瞥べつして歩き出した。

「うるさいんだよ。オッサンが浮かれるな、みっともない。行くぞ」

「こんな時まで可愛かわいくねえこと言うんじゃねえよクソガキ」

　盛り上がった気分を害され、不ふ機き嫌げんになったサブナクの声が、イトの背中から聞こえる。

　こんなやりとりはいつものことなのに、何な故ぜかイトの口元は笑っていた。サブナクに見られないよう、慌あわてて口元を覆おおい、笑みを引っ込めた。階段へと続く扉とびらを開ける。ギイ、と軋きしんだ音に、サブナクの声が重なった。

「……ホッとしてんのは、俺もか？」

　扉の軋む音に紛まぎれ、サブナクの呟つぶやきはイトの耳まで届かなかった。聞き返そうとイトが背後を振ふり返ると、彼はその場から一歩も動いていなかった。イトの目が吊つり上がる。

「早く来いよオッサン！」

「オッサン言うな。復活記念にこれからはサブナク様と呼ぶことを許してやろう。喜べ誇ほこれあがめ奉たてまつれ」

「呼ぶかバカ！」
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　路地裏に張られ、そのまま忘れ去られた手配書が、勢いよく破られた。色いろ褪あせた手配書の中には、撥はねた髪かみの少年と、首に傷きず跡あとのある男がいた。

　過去の自分と隣となりにいる男を見て、青年はため息をつく。

「まだこの写真使ってるのか……あれから三年も経たったのに」

「やべえな。お前今もそんな変わんねえし、これじゃ捕つかまるぞ」

「うるさい黙だまれオッサン」

　丸めた手配書を隣の男に投げつけ、青年は路地裏を出て、人通りの多い街の雑ざつ踏とうに紛れる。







　アスセナは魔物の目もく撃げき例が以前よりも激減し、街もそれに比例して栄えていた。そんな街中を、すらりと背の高い青年が歩いていた。青年の腕には天使のような美び貌ぼうの持ち主がくっつき、青年に引きずられつつ歩いていた。

「……お願い。来て。アインザッツもずっと会いたいって言ってる」

「人ひと違ちがいですって言ってるじゃないですか」

「人違いじゃない。せっかく会えたんだから、来てくれるまで離はなさない……っ」

「だから教会には行きませ──泣くな！」

　朱しゆ色いろの瞳からボロボロと涙なみだを流され、青年は周囲の視線を気にして、路地裏に入ろうとした。その時、元気な声が青年の耳に聞こえてきた。

「プロケルさーん！　どこ行ったんですかー!?」

　聞き覚えのあるその声に、青年は肩かたを弾はじかせ、慌てて腕にくっつくプロケルを離そうとした。が、その前に声の主に見つかった。

「あ、いたいた！　アインザッツ司教、いましたよー！　って……その人は？」

　元気な声の後、穏おだやかで優やさしい声が聞こえた。この声もまた、聞き覚えがある。

「ああ、よかった。急に走り出して、どうしたんですか？　それに、そちらの方は？」

「アインザッツ、レント。この人──」

　プロケルは青年の腕を逃にがすまいと抱だき締しめていた。動けないが、振り返ってはいけない。青年が押し黙っていると、大きな深緑の瞳が目の前に現れた。

　背はずいぶん高くなり、体つきもがっしりしている。それでも人ひと懐なつっこそうな顔は変わっていない、レントの姿が目の前にあった。

「……イト？」

　レントは三年前、この街から何も言わずに消えた少年の名前を呼んだ。

「人違いです。失礼します」

　青年は、涼すずしい顔でプロケルの腕うでを引き剝はがすと、すたすたと早足で歩き出した。しかし後ろから駆けてきたレントに腕を摑つかまれた。

「待ってよ！　イトなんでしょ!?」

「だから人違いです。迷めい惑わくなんですけど」

　冷たく言うと、レントは肩を落とし、呟くように言った。

「そ、そうだよね。イトなわけ、ないよね……。イトがそんなに背が高いわけないもんね」

　青年は腕を振り、刀の鞘さやをレントに突つきつけた。刃やいばよりも鋭するどい、深い青の瞳がレントを睨にらむ。

「斬きるぞ」

　レントは引きつった顔で両手を挙げて降参のポーズを取った。が──

「……あ」

　青年がしまったと言う顔で固まったのを見て、ニッと笑った。

「やっぱりイトじゃん！　うわあ背高くなったね！　僕よりはちっちゃいけど！」

「うるさいお前はでかくなりすぎだ！」

　青年──イトはレントに怒ど鳴なってから刀を腰こし元もとに戻もどし、顔を覆ってため息をついた。

「よりによってこいつに出し抜ぬかれるなんて……。最悪」

「そこまで言う!?　久しぶりに会った親友に向かって！　前はこーんなに小さかったくせに！」

「そこまで小さいわけがあるか！」

　自分の腰の辺りに手を翳かざすレントにイトは怒鳴る。それがまた懐かしかったのか、レントは目に大おお粒つぶの涙を浮うかべてイトに抱きついてきた。

「イトだあああああ！　また一いつ緒しよにフロムヘヴンやろ──むぎゅう」

　成長したレントはさらに暑苦しい。抱きつくレントの頰ほおを、イトは苛いら立だった顔で押し返す。

「やるかバカ。というかやれるかバカ。指名手配犯を勧かん誘ゆうするなバカ」

　イトとサブナクは教会から指名手配されていた。サブナクは教会に仇あだをなす凶きよう悪あく犯として。イトはその逃とう亡ぼうを手助けした共犯者として。──しかしその凶悪な犯行の内容ははっきり公表されておらず、三年も経つと手配書も少なくなっていた。

「大だい丈じよう夫ぶだよー、そこは姐ねえさんとフーガ司教とプロケルさんが脅おどしたり裏金使ったり色いろ仕じ掛かけしたりして最後にアインザッツ司教がうまく丸め込んでくれるからさー」

「レント……お前、変わったな……」

　イトは遠い目をしてレントを見つめた。誰の影えい響きようかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　しつこく抱きつくレントを一発殴なぐったところで、アインザッツがイトに微笑ほほえみかけた。

「お久しぶりですね、イトくん。見み違ちがえました。噂うわさは聞いていますよ」

　三年ほど前から、魔ま物ものの大群に立ち向かっていく二人組の男が各地で目撃されている。圧あつ倒とう的なその強さと素す性じようの知れなさゆえに、幻まぼろしか、【神の子】か、あるいは悪魔かと噂されている。

「何だか私まで誇らしいですよ」

　アインザッツの笑え顔がおに、イトは髪を搔かき上げてため息をついた。

「そんな風に言うのはやめて下さい。……本当は、全部三年前に終わるはずだったんですから」

　本来なら三年前、イトの命と引き替かえに全すべての魔物は滅ほろぼされていたはずだった。サブナクの【身体からだ】は揃そろったが、イトは生き長らえ、サブナクと魔物を殲せん滅めつしながら各地を転々としていた。

　俯うつむくイトの手を、アインザッツは優しく握った。

「え、あの……アインザッツ司教？」

「是ぜ非ひ色々お話を聞かせて下さい。一番いいお茶を淹いれましょうね。さ、行きましょう」

　アインザッツは嬉うれしそうに微笑んで歩き出したが、イトは戸と惑まどいながらその場に留とどまった。

「いや待って下さいアインザッツ司教！　どこに連れて行く気ですか！」

「教会へ……」

「俺指名手配犯なんですけど！」

　自分で申しん告こくしてしまい、イトは慌てて口を噤つぐんだ。幸い、騒さわがしい街中では誰だれにも聞かれていなかったようだ。

「ああ……そうでした。教会に行ったら、捕まってしまいますね」

　アインザッツは心から残念そうに呟つぶやいた。この人にこんな顔をされると、良心が痛む。アインザッツ自身はイトを捕まえる気は微み塵じんもなさそうだった。変わっていないアインザッツにイトは少し笑みを零こぼしたが、この地へ来た目的を思い出し、顔を引き締めた。

「……第一、ここには遊びに来たわけじゃありませんから」

　イトの言葉と表情に、レントも眉まゆを寄せた。

「もしかして、魔物が来てるの？　でも最近はそんなに目撃されてないよ？」

「いや、来るはずだ。あいつもそう言ってたし」

　イトがそう言うと、アインザッツが辺りを見回した。

「そういえば、サブナクさんはご一緒ではないんですか？」

「一緒だったんですけどね……三十分前までは！　どこ行ったんだあのオッサン……！」

　イトは拳こぶしを握にぎって怒いかりを堪こらえる。そんなイトを、レントがじっと見つめていた。

「何だよ？　俺の顔に何かついてるのか？」

「いや、顔じゃなくてさ、その肩に──」

　レントがそこまで言ったところで、地面を揺ゆるがすような爆ばく音おんが広場の方から響ひびいてきた。

「もしかして、魔物が……!?」

「の、方がマシだ！　あのバカ……っ！」

　イトが走り出すと、レントも慌あわてて追いかけてきた。

　広場には大きな土つち煙けむりが上がっていた。商人達が慌てて品物を布で覆おおい、一いつ斉せいにその場から逃げていく。土煙が消えた後には、対たい峙じする二人の男女の姿があった。

「私に消されるために戻ってきてくれるなんて、ずいぶん親切になったわね、木偶でく悪あく魔まサマ？」

　長い飴あめ色いろの髪かみを靡なびかせて前方の男を睨んでいるのは、ここの教会の不良シスター、パルティータだ。彼女に対峙しているのは、紅あかい瞳ひとみと首に茨いばらのような傷のある男、サブナクだった。

「お前は相変わらずおめでてえ脳のう味み噌そだなぁエセ聖女。お前を殺すのなんざついでなんだよ。自うぬ惚ぼれてんじゃねえぞ」

　サブナクとパルティータは殺気を込めて睨み合っていた。が、突とつ然ぜんその睨み合いは終わった。サブナクの首に走ってきたイトの左ひだり腕うでが引っかけられ、彼の身体は地に倒たおれた。サブナクはすぐさま起き上がり、イトを怒りの目で睨みつけた。

「ってえな！　いちいち首狙ねらうなって散々言ってんだろクソガキ！」

「お前こそ、騒ぎを起こすなって散々言っただろうが！」

「しゃあねえだろ、そのクソエセが仕し掛かけてきたんだよ。正当防衛だ正当防衛」

「噓うそつけ殺やる気満々だっただろ！」

　【身体】はすべて戻ったのだが、サブナクの首にはまだ茨のような傷があった。一度は消したものの、イトもサブナク自身も、首の傷がないサブナクに違い和わ感かんがあり、結局残すことにした。十年間で首の傷も彼の身体の一部になっていたらしい。

　イトは首を擦さするサブナクを睨みつけてから、その視線を今度はパルティータに向ける。

「お前もお前だパルティータ！　町を破は壊かいするほどこいつに魔術を使わせるな！」

　こちらも怒鳴られても全く動じず、小さく肩かたを竦すくめる。

「いいじゃない、誰も怪け我がしてないんだし」

「そういう問題じゃない！」

　イトが怒鳴るその様子に、パルティータはくすりと笑い、イトの前に歩み出てきた。

「大きくなっても、中身は変わってないわね。もうヒールを脱ぬいで踊おどる必要はないかしら？」

「お前とはもう二度と踊らないって言っただろ！──聞け！」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で言うイトを無視して、パルティータは自分の身長とイトの身長を測り比べている。イトの頭頂部は、高いヒールを履はいたパルティータの額の辺りにあった。

「百七十五ってとこかしら？　まだもうちょっと足りないわね」

「比べるな！──それよりお前、三年前に貸した金、いい加減返せ！」

「え？　そんなのあった？」

　少女のように純じゆん粋すいな目できょとんとするパルティータに、イトはさらに声を荒あらげる。

「とぼけるな！　絶対返すって言っただろ！」

「何よ、あんな小こ銭ぜに取り戻すために戻ってきたの？　背は伸のびても器うつわはちっちゃいままねえ」

「小銭じゃない！　サブナク！　こいつを殺したら金返してもらえないだろ！」

「あー？　どうでもいいじゃねえか金なん──」

　サブナクの言葉が唐とう突とつに止まった。視線はイトの肩に向かっている。

「おいイト！　お前それ捨てとけっつっただろうが！」

「は？　何が──」

　イトがサブナクに指さされた右肩を見ると、無機質な青い二つの石と目が合った。黒い髪に黒いスーツを着て、黒いサングラスをかけた人形が、イトの肩にぴったりくっついていた。人形はイトを見て、ひとりでにひょいと手を上げた。

『や、ぼうや。置いて行くなんて酷ひどいじゃないか』

「わ─────っ!!」

　イトは肩に乗っていた黒い人形を引き剝はがし、地面に叩たたきつけた。近づいて来たレントが、地面に倒れた人形を見て首を傾かしげる。

「さっきから気になってたんだけど、それってネウマさんの人形？」

「気付いてたんなら早く言えバカ！」

　イトが怒鳴る足あし下もとで、人形が起き上がってレントに向かって手を上げた。

『やあ。久しぶりだねヘタレくん！　この私もなかなか可愛かわいいだろう？』

「レ・ン・ト！　です。可愛いけど、僕あんまりあなたに良い思い出ないん──」

　ネウマの人形の失礼な言葉を訂てい正せいし、レントは普ふ通つうに話そうとして、急に硬こう直ちよくした。機械仕掛けのようにギギギ……と首を巡めぐらせ、イトを振ふり返る。

「イ、イト？　僕の気のせいかな？　い、今この人形、うご、しゃしゃべっ、しゃべべ……っ！」

『それがどうかしたのかい？』

「ぎゃああああああ！　やっぱ動いて喋しやべってる!!」

　ネウマの人形は自立して、しかもネウマの声で喋っていた。

『ぼうやの成長がどうしても気になってね。生前に作っておいたのさ！　今度はぼうやに私の人形を持ち歩いてもらおうと思ってね。ぼうやも私を失った悲しみが少しは和やわらぐだろう？』

「も、持ち歩いてるの？」

　レントが尋たずねると、イトは顔を覆って項うな垂だれ、絶望感漂ただよう声で答えた。

「捨てても捨てても……いつの間にか手元に戻もどってくるんだ」

「何その呪のろいの人形!!」

「やるよ」

「いらないよ!!」

　イトの言葉を全力で拒きよ否ひすると、レントは不意に心配そうな顔でイトを見つめた。

「そういえばイト、今どうやって暮らしてるの？　相変わらず細いけど、ちゃんと食べてる？」

「お前は俺の母親か」

　イトはどこか言い辛づらそうに首の後ろを搔いた。

「ネウマの遺産の相続人が、俺になってて……」

　いつの間にか再びイトの肩に乗っかっていたネウマの人形がイトの言葉を引き継ついだ。

『私のお陰かげでぼうやは今、世界有数の大だい富ふ豪ごうさ！』

「えええええ!?　貧びん乏ぼうだったのに!?──いひゃいっ！」

「倹けん約やくしてただけだ！　貧乏言うな！」

　余計な一言を言ったレントの頰ほおを抓つねり上げていると、パルティータが明るい声で言った。

「じゃあ、私の借金ぐらいどうでもいいわよね！」

「それとこれとは話が別だ！　早く返せ！　利子つけて請せい求きゆうするぞ！」

「何よケチ。あー、はいはい返す返す返しますうー。パル約束するうー」

　絶対返しそうにないパルティータの様子に、イトは刀を抜ぬこうとして何とか理性で踏ふみとどまった。レントが慌ててパルティータの前に出てイトに話しかける。

「け、けど、イトが大富豪かぁ。すごいね！……ん？　あれ、イト？　どうしたの？」

　レントの言葉は純粋なものだったが、それがよりイトに頭を抱かかえさせた。

「それが……一度こいつの金を使ったら、怪あやしい金だったらしくて、裏の人間からしばらく追われたんだ。それ以来、足が付くから一度も使えないんだよっ！　あるのに!!」

　悲痛なイトの叫さけび声に、レントは苦く笑しようして頰を搔かいた。

「えーと、それって、結局……？」

『前とあまり変わらない生活みたいだね！　ちょっとした不正をすれば、楽な暮らしが出来ると言っているんだけどねえ……』

「どうせ追われてんだから、ちょっとした不正ぐれえいいじゃねえか」

「お前らの言うちょっとしたはちょっとしてないんだよ！　俺に人の道を踏み外させるな！」

　ネウマの人形とサブナクを怒ど鳴なりつけてから、イトはレントに向き直った。

「まぁ、魔ま物ものを倒して謝礼とかもらってるし。何とかなってる。心配するな」

「ホントに？……奢おごろうか？」

「心配するなって言っただろ。絞しめるぞ」

「絞めてから言わないでえええええ！」

　レントの背後に回り、イトは彼の首を絞めあげた。こうしていると、三年の空白などなかったようだ。腕うでの力と口元を緩ゆるめてレントを見ると、レントもイトに明るい笑えみを浮うかべた。

　そんなイトの頭を、不意にサブナクが叩いた。

「おいイト。そろそろお出ましだ。行くぞ」

　頭を叩かれてムッとしていたイトも、その言葉に顔を引き締しめた。腰こしに下げた刀を確かめるように触さわり、レントとパルティータを振り返って笑った。

「捕つかまる気はないし、お前達の手を借りる気もない。これは俺の戦いだから、手出すなよ」

「やーよ。生意気言ってんじゃないっての。レント、準備したらすぐ邪じや魔ましに行くわよ」

「もっちろんです！　待っててよ、イト！　すぐ追いつくからね！」
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「来るなバカ」

　パルティータとレントに、イトは笑みと共に答え、二人と別れてサブナクと郊こう外がいへと向かう。

　サブナクの隣となりに並ぶと、彼の腕がイトの肩に回され、片頰を歪ゆがめた笑みが近付いてくる。

「なーにニヤニヤしてんだ、イッちゃん」

「し、してない！　それとその呼び方やめろって言ってるだろ、オッサン」

「お前もオッサンはやめろっつってんだろ。ンッとに成長しねえなぁチビ」

　サブナクからすればよほどの大男でない限りほとんどの人間がチビだろう。イトも成長して、もうチビとは言えない背せ丈たけになっている。──頭でわかっていても、イトはついついその単語に反応してしまう。

「ああそうだな、お前の目が節穴だから成長してないように見えるんだろうな！」

　イトが睨にらみつけながらそう言うと、サブナクの額にも青筋がくっきりと浮かび上がった。

「そうだな、どっかの子こ猫ねこが右目持ち逃にげしたせいで見づらくなってんのかもな！　あーイッちゃんはホント子猫みてえに可愛いクソガキだなぁおい！　ニャーニャー鳴けオラ！」

「誰だれが子猫だ！　お前に足りないのは右目じゃなくて脳みたいだなオッサン！」

「お前はンッとに、年々可愛げがなくなってくな！　一回シメるぞこのクソガキ！」

「やれるもんならやってみろバカ悪魔！」

　イトとサブナクは目前に迫せまっている魔物よりもきつくお互たがいを睨み合い、成長しない口くち喧げん嘩かをヒートアップさせていった。




　　　　[image: ]




　あるところに、青い瞳ひとみの少年と、紅あかい瞳の男がいた。

　彼らには、どちらかひとりが欠けては決して叶かなわない野望があった。その野望とは、人々を襲おそい、恐きよう怖ふに陥おとしいれる魔物を滅ほろぼすことだった。

　教皇国家フロレンシアの歴史書には、彼ら二人の野望は叶い、魔物はこの地上から完全に滅めつ亡ぼうしたと記されている。

　少年は一本の刀で。男は人が持たざる力で。圧あつ倒とう的な力を持つ得体の知れない存在である二人を、悪魔だと言う声もあった。しかし魔物の滅亡は、この二人により為なし得たのだと誰もが言う。

　魔物の脅きよう威いが去った時、青い瞳の少年と紅い瞳の男は、伝説となって人々の胸に残ることになった。







　あとがき







　こんにちは。時田とおるです。

　とうとう最終巻であります！　最後までお付き合い下さり、ありがとうございました！

　書きたいことは本編で書かせて頂いたので、お礼の言葉以外にお話しすることがほとんどなく、ちょっと困っています。えーっと。




　最初は主人公として大だい丈じよう夫ぶなのかと心配だったイトですが、読者の皆みな様さまから可愛かわいがって頂けたようで嬉うれしい限りです。お陰かげ様さまで彼も成長出来ました。あ、身長の話じゃないですよ？（笑）

　サブナクも普ふ段だんはイトをからかってふざけまくってますが、カッコイイと言って頂けて嬉しかったです。ヘタレントも成長を喜んでもらえたし。紅一点だけど一番男前なパルティータも好きだと言って頂けたし。ぼけぼけコンビのアインザッツとプロケルは和なごむと言って頂けたし。ネウマは気持ち悪いとか変態とか最高のお褒ほめの言葉を頂けたし！（ガッツポーズ）

　イトとサブナクの舌ぜつ戦せんも楽しんで頂けて嬉しかったです。彼らは真しん剣けんなんですよ！　彼らというか……イトだけか。サブナクはイトに怒おこっていても、イトへの怒いかりすらも楽しんでいる所がある……かもしれません。イトにはまだそんな余よ裕ゆうはないでしょう（笑）

　キャラクターや彼らの関係性を好きだと言ってもらえるのが本当に幸せでした。読者の皆様のお言葉で、イト達は成長し、ここまで辿たどり着けました。ありがとうございました。エピローグの後は、読者の皆様が想像して、イト達の旅を続けて頂ければ嬉しいです。




　ここまでお付き合い頂いた関係者の皆様に謝辞を。

　挿さし絵えを描かいて下さったサマミヤアカザ様。皆様にキャラクターを愛して頂けたのも、美び麗れいなイラストのお陰だと思っております。私自身、キャラクターに対しての愛が増ぞう幅ふくしました（笑）サマミヤ様に挿絵を描いて頂けて幸せでした。ありがとうございました。

　担当様。いつも的確なお言葉で導いて下さったお陰で、この物語をより良いものに書き上げることが出来ました。心から感謝しております。

　編集部の皆様をはじめ、校正者様、印刷所の皆様にも、改めて厚く厚くお礼申し上げます。




　そしてもちろん、ここまでお付き合い頂いた読者の皆様、ありがとうございました！　皆様に楽しんで頂いて、胸に少しでも何か残るものがあれば、これほど幸せなことはありません。本当に本当にありがとうございました！

　いずれまたどこかでお会い出来ることを心から願っております。それでは！
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俺おれの悪あく魔まは色いろ々いろたりない！
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